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プロローグ１




　岩盤が棚状に大きく張りだしたその突端に一人の若者が立っている。

　年の頃は十六、七であろうか。奇妙な出いで立たちの男だった。裾すそ広がりの筒つつ袴ばかまに太い帯、派手な色遣いの上着、ざんばらの黒髪。そのどれもがこの世界では見かけないものだ。

　彼が立つ直すぐ先は、地表までの高度差が三、四百メートルはあろうかという垂直に切り立った絶壁で、足場もなく、のっぺりとした垂直の岩壁が左右数リーガに亘わたって連なっている様は壮観というしかない。下を覗のぞき込こめばもちろん、並の者ならそこに立っただけで眩暈めまいがすること請うけ合いだった。

　それなのに若者は、岩棚の端に平然と立ったまま辺りを睥へい睨げいしている。

　遙はるか眼下には、薄緑と赤茶色の斑まだら模様を織りなす起伏ある大地が広がっている。ところどころに見える濃緑の塊かたまりは森林だろう。目を転じて頭上を見上げれば、切り立った崖の上に奥行きのある台地状の土地が、高峰の連なる山脈の麓ふもとまで続いていた。

　台地には濃密な森が広がっている。木々の密度が高すぎて、木々の葉の緑が濃すぎて、上空から森を見下ろせば、黒い大地が広がっているようにしか見えないだろう。

　眼下を見つめていた若者は、視線をゆっくりと上げていった。

　ぼんやりと霞かすむ彼方かなたに、雪を頂く高峰群が重ちよう畳じようと連なっているのが遠望できた。稜りよう線せんが切り取った鋭角のスカイラインが、白い地界と蒼あおい天空とを切り分けている。

　視界の端に何かの影が映ったので、若者はそちらに顔を向けた。澄み渡る蒼そう穹きゆうを飛んでいく小さな黒い影、あれは小型の翼よく竜りゆうだろうか。

「今さらながらだが、随ずい分ぶんとおかしな世界だ、ここは」

　彼はじっと空を見上げ、遠ざかっていく黒い影を目で追った。

「……と言っても、俺おれは俺がいた世界のことをまだ全部思い出せないんだが、少なくとも、あんなモノは空を飛んでいなかったはずだ」




　そのとき。

　若者の背後に一人の女が近づいてきた。

　年の頃は二十代前半といったところだろうか。腰まで届く蒼あお黒ぐろの長い髪を背に垂らした女は、着丈が踝くるぶしまである黒っぽい長なが裳もに身を包んでいた。長裳には前後左右に幾いく筋すじもの切れ目が入っていて、その隙すき間まから艶なまめかしい女の太ふと腿ももが覗いている。

　男の背後で足を止めた女は、ちらりとその背に目をやってから呼びかけた。

「龍王ナーガ様さまよ、何を見ている？」

「ちょっとな……というか、龍王様って呼ぶのは止やめろと。誰だれのことかと思うわ」

「その名に『龍王』を持つそなたを龍王様と呼ばずしてなんと呼ぼうぞ」

　と言う女の顔には微笑が浮かんでいるが、べつに皮肉の笑みということもなさそうだ。

　逆に若者の顔に苦笑が浮かんだ。

「大げさな。だいいち、俺おれは俺の名前に『龍りゆう王おう』なんて大それた意味があるなんて知らなかったんだ」

「そう言うが、そなたはこの世界を統一するのであろう？　統一して、新たな秩序を打ち立てようというのであろう？　ならば龍王ナーガという称号、相応ふさわしいと思うが」

「そのつもりだけどな。とはいえ俺は、まだ一城の主あるじですらないんだ。今から龍王なんぞ名乗っていたら、世界を統すべたときになんて名乗ればいいんだって話だろ」

「龍りゆう覇は王おうでも聖せい龍りゆう帝ていでも好きに名乗ればいいではないか」

「うははは、気き宇う壮そう大だいだな」

　若者は楽しそうに笑うが、女のほうは些いささかあきれ顔だ。

「気宇壮大なのはそなたのほうだ。こんな千ち々ぢに乱れた世界をまとめようなど、ふつうの者は考えない。このように細かく分かれた国々を統一しようなど、ふつうの者は考えない。みな、自分の国を、自分の領土を守るだけで手一杯なのだ。自分の国を守るために隣国を攻める。人も魔女も同じだ。人は人を守るため魔女を攻め滅ぼそうとし、魔女は自分たちを守ろうと人に反撃してきた。我々はそうして数百年に亘わたって戦いくさを繰り返してきたのだ。今さら共存などできない……と誰だれもが思うているのに」

「それじゃ駄目なんだよ。守っているだけじゃ、人も国も先に進めない。誰かがどこかで挑戦しなきゃ、世界は何も変わらない。誰もやらないのなら……」

　男は振り返って女を見やり、そして不ふ敵てきに笑った。

「俺がやるまでだ」

「そなたのそういう考え方が驚きだな。いったいその若さで、どこからそのような発想が出てくるのか」

「俺にもわからない。ただ、そうしなくちゃいけないような気がするんだ。強迫観念……というわけでもないが、俺の心のどこかに、乱れた世界を統一しなくちゃいけないという声が響いてる。そんな気がするのさ」

「そなたの喪なくしている記憶にその秘密が隠されているのかな」

「かもしれないな」

　男はもう一度、眼下に広がる不思議な光景に見入った。




　世界は広く。

　自然は険けん阻そだ。

　国は多く。

　人は多様で。

　魔女と呼ばれる者たちがいて。

　人と魔女とが長きに亘って争っている。

　のみならず、人と人との争いも絶たえることがない。

　果たして本当にこの世界を統すべることなどできるのだろうか。

　数百年にも亘わたる魔女と人との長き相そう剋こくを終わらせることができるのだろうか。

　数百年にも亘る人と人との勢力争いに終止符を打てるのだろうか。




「やるさ」

　若者は不ふ敵てきに笑った。

「たとえそこがどんな世界だろうと、俺おれは世界を統べるために生まれてきたんだ」

　若者は笑みを消し、真剣な表情で眼がん前ぜんの女の顔を見つめる。

「おまえは。おまえたちは、俺と一緒に戦うことに決めたのだろう、ハリガン・ハリウェイ・ハインドラ。黒き森の漆黒の魔女よ」

「そのつもりだとも。吾われら一党、微力ながら、そなたの野望の一助となるべく全力を尽くす覚悟だ。何しろそなたの野望が成れば、吾らの未来が約束されるのだからな。緩ゆるやかな坂道をゆっくりと転がるように滅亡へと向かっていた吾らの未来に希望の光が差すのだ」

「そうなるといいな」

「そもそも吾らは、そなたに命を救われたも同然。その恩義を返さないわけにはいかない。そなたも以前に言ったではないか。『一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義は必ず返す』と。今度は吾らが返す番だ」

「律りち儀ぎだな。魔女のくせに」

「魔女だからこそ律儀なのよ。というより、そもそも律儀なのはそなただろうが。『一宿一飯の恩義』のため、命を懸けて吾われらのために戦ってくれたのだからな」

　若者は、そんなこともあったっけな、と愉快そうに笑った。

　ひとしきり笑っていた若者は、やがてゆっくりと体の向きを変えた。

「さぁて、戻ろうか、ハリガン。ここは少し寒くていけねえ。いつまでもこんなところに立ってると風邪を引きそうだ」

　若者と魔女はゆっくりと歩を進め、後方にぽっかりと口を開けた洞窟の中に消えた。

　無人となった岩棚の上を、虎も落がり笛ぶえにも似た物悲しい音を立てて一いち陣じんの風が吹き抜けた。




　ここは戦国だ。

　戦乱が絶えない世界だ。

　戦せん塵じんに塗まみれる世界だ。

　戦雲に覆おおわれた世界だ。

　戦せん禍かが尽きない世界だ。

　戦せん鼓こが止やまない世界だ。

　戦野の広がる世界だ。

　果たして男の行く手に待つものは勝利か敗北か、生か死か。

　緩ゆるやかな滅亡という過酷な運命を前にした魔女たちを、本当に男は救えるのか。















プロローグ２




　森の中に小さな湖があった。

　岸辺に立てば周ぐるりが見渡せてしまう規模で、どちらかといえば池か沼とでも呼んだほうが相応ふさわしいのだが、それでも土地の人々は、ここをこう呼んでいた。

　龍りゆう神じんが棲すむ湖という意味で、龍りゆう神じん湖こと。

　楕だ円えん形けいをした湖の水は澄んで冷たく、雨が降っても湖水が濁ることはない。そのため、湖底のどこかから水が湧いているのだろうと言われている。

　滅めつ多たに人の近づかない場所だが、来る者が皆かい無むだったわけではない。そして、来た者のうちの何人かは、ここで不思議な体験をしていた。

　ある者は湖底に異国の街を見たと言い。

　ある者は風もないのに湖面が波立ったと言い。

　ある者は龍りゆうが泳いでいるのを見たと言い。

　ある者は湖水の中に異国の少女を見たと言った。

　そんな噂うわさが近隣に広まるにつれ、ただでさえ近づく者の少なかったこの湖を訪れる者はぱたりと途絶えた。

　深い静寂に包まれた森の中、今日も龍神湖は、いつもと変わらぬひっそりとした佇たたずまいのまま、鏡のような湖面に陽光を受けて輝いていた。




　龍神湖の湖岸に一人の若者が立っている。

　年の頃は十六、七くらいだろうか、不思議な出いで立たちをした若者だった。

　ざんばら髪に、この辺りではあまり見かけない細身の筒つつ袴ばかまを穿はいて腰に刀かたなを差し、原色に彩られた派手な意匠の上着を羽は織おっている。

　若者は波打ち際まで進み出て、足が濡ぬれるのもかまわず湖水を覗のぞき込こんだ。

「ここに龍が棲んでるって？　こんな澄んだ水に棲めるもんかよ。だいいち湖底が丸見えじゃねえか。どこに龍がいるってんだ。わざわざ遠くまで出張って来たってのに、どうも眉まゆ唾つば物ものだったようだな」

　と吐はき捨てた若者は不満の色を露あらわにして身を屈かがめると、足下に落ちていた小石を拾い、湖面目がけて投げつけようとした。

　そのとき、風もないのに湖面が波立ち、波紋が岸辺へと寄せてきた。

　漣さざなみが湖岸に音を立てて打ち寄せる。

「な……なんだ？　いきなり波が!?　まさか本当に何かいるってのか？」

　若者は手にした小石を放り出し、改めて湖面を覗き込む。すると、湖水の中に見たことのない光景が映し出されていた。

「な……んだ、あれ……」

　密集する石造りの建物。

　石畳が敷かれた広場。

　尖せん塔とうを持つ豪ごう奢しやな宮殿。

「なんなんだ、あれは!?　町!?　いや、しかし、あんな建物は……」

　若者の目の前で、湖水の中に浮かび上がる光景が一変する。

　深く鬱うつ蒼そうとした暗い森。

　驚くべき太さと高さを誇る巨木。

　森に蠢うごめく見たことのない獣ども。

「いったい俺おれは何を見ているんだ……いや……見せられているのか？」

　また光景が変わる。

　変わる変わる変わる。

　新たに水中に映し出されたのは。

　粗末な木の建物。

　立ちのぼる煮炊きの煙。

　美しいがどこか翳かげのある少女の顔。

　その異相は、その異装は、若者が見たことのない類たぐいのものだった。

「蜃しん気き楼ろう？　いや、水中に映し出される蜃気楼なんて聞いたことがねえ。いったいこれはなんなんだ!?」

　映し出された不思議な光景に魅入られたかのように、若者が思わず一歩、二歩と湖水に足を進めたとき、湖岸に打ち寄せる波が急に大きくなった。

「うわあぁっ!?」

　海でもないのに。

　ただの小さな湖なのに。

　引き波のエネルギーは恐ろしいほど大きく、若者は目に見えない巨大な腕で足を掴つかまれでもしたかのように水中に引きずり込こまれる。

「なっっ何がいったいっ……がはっっ」

　若者の姿が波間に消えた。

　生き物のようにざわめいていた湖水は不意に鎮しずまり、元通り波一つ立たない鏡のような湖面となった。

　物音も風の音も鳥の囀さえずりも、何一つ聞こえない。湖水がすべての音を吸収してしまったかのような異様な静けさだ。小さな湖はそれまで同様、深閑とした静寂に包まれた。

　そして消えた若者は……。

　水深は僅わずか数メートル。透明度が高い水は湖底まで丸見えだ。なのに、若者の姿は水中にも湖底にも、どこにも見当たらなかった。




「若──っ。どこですか、若──」

　若者を捜す供の者の声だろうか。

「若──っ。聞こえますか、若──っっ！」

　声の主ぬしが少しずつ湖に近づいてくる。

「若ときたら、供の者どもを置き去りにして、いったいどこに行かれたのか。まさか一人で湖に潜ったのではあるまいな」

　湖岸まで進みでた年とし嵩かさの男は、少しばかりへっぴり腰の体勢で身を乗り出し、恐る恐るといった体ていで湖水を覗のぞき込こむ。

「まさかな。いくら若が無む茶ちやを好このむといっても、龍りゆう神じんの棲すむ湖に一人で潜るような真ま似ねはすまい。が……すると若は、どこに行かれたのだ？」

　年の頃は五十ほどと見える供の男は、小さく舌打ちすると悔しそうな表情を見せた。

「まったく若ときたら。供も付けずに傾かぶいた恰かつ好こうでふらふらと歩き回っているから、皆にうつけ者呼ばわりされてしまうのだ」

　ため息を一つ漏らすと、年嵩の供の者は踵きびすを返して湖から離れていく。

「若──！　いたら返事をしてください、若──っ！」















第１章　湯殿に落ちてきた男
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　辺境に広がる「黒い森」の奥深くに、女だけで暮らす一団がいた。

　人は彼女たちを「魔女」と呼んだ。魔女とは即すなわち異能者のことである。

　この世界で圧倒的多数を占める唯一絶対神を信仰する者たちからすれば、百をも超える守護天を崇あがめる魔女は明らかに「異端」だった。それ故ゆえに人は魔女を恐れ忌み嫌う。その感情は自分たちとは違う異質な者に対する恐れであり、同時に自分たちにない特殊な能力を持つ者に対する羨望と嫉妬の裏返しでもあった。

　決して相あい容いれない存在として、人と魔女は長きに亘わたって戦い続けてきた。

　かつて世界を動かすほどの力と多くの同胞を誇っていた魔女たちも今では数を減らし、ゆっくりと滅びの道を歩んでいるように見える。劣勢を自覚している魔女たちは積極的に戦おうとはしないが、自分たちの領域が人に侵おかされようとすれば、戦うことを厭いとわない。たとえその結果、一族の数がさらに減ることになろうとも。

　ここしばらくは人と魔女の抗争はその頻度が低減し、魔女たちの多くは街を遠く離れた場所で落ち着いた暮らしをしていた。しかしそれは、人の国同士の争いが激化したための束つかの間まの平穏に過ぎなかった。

　多くの国々が巻き込こまれ、大勢の人が死んだ大きな戦争が終わると、やがて人々の目は魔女の存在へと向けられる。魔女たちが住む領域の周辺諸国の為い政せい者しやが魔女たちを駆く逐ちくしようと考えたのは、当然といえば当然の成り行きだった。

　諸国は魔女を駆逐するための態勢を調ととのえていく。

　魔女を異端と断じる教会勢力はこの世界から魔女を一掃するため、魔女を攻撃しようとする国々を支援する一方、刺し客かくを差し向けて魔女たちの指導者を暗殺しようと画策した。

　そんな時代になっても各地の諸侯・領主同士による勢力争いが止やむことはなく、衝突の火種は尽きることがなかった。

　火種はときに燃え上がり、国同士の争いへと発展することも多かった。

　再び各地で戦いくさが起きていた。

　人は人同士で争いながら、しかし確実に、着実に、魔女の領域を削りつつあった。

　一人一人の戦闘能力が高くても数に限りのある魔女たちにとって、数百、数千の単位で送り込まれる人間の軍勢を相手に勝利するのは至難の業わざだった。結果、多数の敵兵を殺あやめながら戦いには勝てず退却するという戦術的撤退を、魔女たちは繰り返す羽目になる。

　人の憎しみを買うだけ買って、挙げ句の果てに領域と仲間を削られるという悪循じゆん環かん。

　今や魔女たちは負の連鎖に陥っていた。

　彼女たちにとって、もはや世界に安住の地はないように思えた。
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　魔女たちには幾いくつかの集団がある。

　現代で言うなら、その集団は「一族郎党」という概念が近いだろうか。幾つかの集団が寄り集まって、魔女たちは緩ゆるやかな連合を形作っている。人々はその連合を指して「魔女の国」と呼んでいた。

　魔女たちの集団に男はいなかった。「魔女」としての能力を有して生まれてくるのは女のみであり、魔女は自分たちの集団に魔女以外の者を加えようとしない。だから魔女たちの国は女だけの国でもあった。




　魔女たちの集団の一つを導く魔女が、ハリガン・ハリウェイ・ハインドラである。

　彼女の一族は黒い森の奥に居を構えている。

　黒い森にはハリガンの一族以外にも幾つかの魔女の集団がいるが、その中でもハリガン一族は有力な氏族だった。

　そう、「だった」のである。

　ハリガン一族は地勢的に人との戦いの最前線に立つことになり、そのせいで仲間の数を減らしていた。数が減れば、必然的に一族としての勢力も衰おとろえてくる。それ故ゆえに指導者であるハリガンの苦悩は深い。

　今朝もハリガンは自分たち一族の将来を憂えながら、森の奥の丘陵地に湧き出る温泉を引いた露天風呂に浸つかっていた。

　小高い丘の緩やかな傾斜地を切り拓ひらいた空き地に、木造の簡素な四阿あずまやふうの湯ゆ殿どのが建っている。

　三方が素通しの湯殿の中央、板敷きの床の上に木製の細長い湯船が置かれ、近くで湧き出る源泉から引湯したお湯がつねに湯船を満たしている。

　少し硫黄臭のする透明なお湯が満ちた湯船に、ハリガンは優美な肢体を横たえていた。

　全裸で湯に浸かるハリガンの体で目を引くのは、蒼あお黒ぐろの長い髪と大きな胸の盛り上がり、きゅっと引き締しまったくびれた腰と張り出した大きな臀でん部ぶ。いかにも大人の女性だという体つきだった。股こ間かんの茂しげみも黒々と濃密で大人の女性のそれだ。

　湯船に浸かったまま長々と肢体を伸ばしたハリガンは、聞こえるか聞こえないかという小さなため息を吐つく。

　どうやって人との折り合いをつけるのか。あるいは折り合いをつけることを完全に諦あきらめるのか。ハリガンはそればかりを考える。だが、いくら考えても、将来の展望、未来への希望は見えてこない。

　このまま緩かん慢まんな滅びを従しよう容ようとして受うけ容いれるのか。

　それとも乾けん坤こん一いつ擲てきの戦いくさを起こして華々しく討うち死にするのか。

　選択肢としてはその二つしかないように思える。

　顔を上げたハリガンは目を彼方かなたへと転じた。

　湯ゆ殿どのの一方には脱衣のための小部屋があるが、残りの三方向は柱があっても壁はなく、素通しのため、周囲の景色を見渡せる。

　丘の中腹から見下ろすと、初夏の眩まばゆい日ひ射ざしを受けた濃い緑の原生林が眼下に広がっているのが一望できた。人が黒い森と呼ぶこの原生林が途切れた向こうには人の住む土地が広がっている。人の支配領域は広大で、魔女たちに比べれば圧倒的に人口が多い。それに比して、魔女たちの支配領域は次第に狭せばまり、その数も減じていた。

（戦っても戦わなくても、吾われらを待ち受けるのは滅びだというのか。それが運命だというのか。ならば、華々しく戦って、華々しく散るのも一興……いや）

　ハリガンは傍かたわらに控えている若い魔女を見やった。

（無謀な戦いくさはこの娘こらを殺すことになる。吾一人ならともかく、この娘らを道連れにするわけにはいかんな）

「ユウキ」

　ハリガンに声をかけられた娘むすめが顔を上げる。

「なんです、ハリガン姉ねえ？」

　娘はハリガンを「姉ねえ」と呼んだが、二人は実の姉妹ではない。一族のしきたりに従い、若い魔女たちが自分たちの指導者であるハリガンのことを「姉あね様さま」「姉あね上うえ」「姉ねえ」などと呼んでいるだけだ。一方、ハリガンは一族の若い魔女を「吾わが娘むすめ」と呼ぶことが多い。

　ハリガンは娘を手て招まねいた。

「来こよ。一緒に入ろうぞ」

　木製の湯船は大きめで、二人が一緒に入ってもそれほど窮屈ではない。

「いいんですか？　何か考え事をしていたようですけど、お邪魔ではありませんか？」

「よいよい。来よ」

「では、失礼して」

　立ち上がった娘は、身に着けていた紗うすぎぬを脱ぎ捨てて全裸になった。

　胸の双丘は大きくもなく小さくもなく、年相応の美しい形と大きさだ。その頂点にあるのは綺き麗れいな桜色の乳首。肩幅は狭く、臀でん部ぶの張り出しはやや控え目で、股こ間かんの翳かげりも薄々として、ハリガンとは対照的に少女らしい体つきだった。

　目を引くのは二本に束ねた長く輝くような金髪で、そちらも蒼あお黒ぐろのハリガンとは対照的だった。

　ユウキと呼ばれた娘は遠慮がちに湯船に足を入れ、隅のほうへそっと腰を下ろした。

「そんな隅におらずに、ほれ、こちらへ来こよ」

　上体を起こして右腕を伸ばしたハリガンがユウキの腕を掴つかんで引き寄せると、彼女は抵抗も見せず素直に従った。

　少し広げた自分の足のあいだにユウキを座らせたハリガンは、彼女の背後からユウキの控え目な胸の双丘を両の掌てのひらで包み込こむ。

「あ……ハリ姉ねえ……」

　ハリガンはその柔らかな感触を確かめるように、両の掌をもにゅもにゅと動かす。

「駄目……ですよ……あん」

（この娘こらに未来を与えてやりたい。希望を持たせてやりたい。それが、それこそが族長である吾われの責務。だが、いったいどうすれば……）

　優しく両の掌を動かしながら、ハリガンは考える。

　だが、いくら考えても事態を打開するような妙案は閃ひらめかない。

「は……ハリ姉……それ以上は……駄目ですぁあ」

　うん？　と我に返ったハリガンは両の掌の動きを止める。

（いかんいかん、考えるのに夢中で、つい本気で揉もみしだいてしまったわ）

　顔を真っ赤にして全身を脱力させたユウキがハリガンの胸部に背中を預けている。

（ふむ。だが。どうしたものか。可愛かわいいこの娘らを犠牲にはしたくないが……かといって戦わずにいれば、やがてはこの地からも追われよう。そうなれば、吾らの行き場は、この森のさらに先、人の世界の果ての果てしかない。それはもはや滅亡と同義ではないか）

　ハリガンは自分の胸にユウキの体の重さを感じながら思案気な顔で宙を見上げた。

　不意に、ぐらりと湯ゆ殿どのが揺ゆれた。

　ゆらりと空間が歪ゆがんだ。

「な、なんじゃ!?」

　顔を戻したハリガンが建物の素通しの側面を通して空を見やると、いつの間にか上空を暗雲が覆おおっていた。

（どうしたことだ!?　つい先ほどまでは澄んだ青空が広がっていたのに！）

　何か異変が起きていることをハリガンは直感する。しかし、何が起きているのかまではわからない。

　不意に雨粒が湯殿の屋根を叩たたき出だした。

　降り出した雨は、たちまち豪雨と化し、黄昏たそがれ時どきのように薄暗くなった空では雷鳴が轟とどろき雷光が走った。

「なんなのだ、この豪雨は!?　まるで天の底でも抜けたようではないか。いったい何事が……まさか水龍が現れる兆きざしではないだろうな」

　不気味な光景に、魔女であるハリガンも思わず身震いする。ユウキの背中も小刻みに震えているのがわかった。

　その直後、どこからか声がした。




「≠◇▼￡〓★!?」




　ハリガンとユウキの二人しかいないはずなのに、誰だれかの声が聞こえた。聞こえたというより、ハリガンの脳内に響いたというほうがより正確だろうか。そして、それは男の声だった。ということは、人間の男が近くにいるということに外ほかならないのだが。

（あり得ん。万が一にもあり得ん）

　声の主ぬしを求めてハリガンは前後左右に油断なく視線を走らせるが、誰の姿も見えなかったし、気け配はいも感じられなかった。

　それはそうじゃろうと、ハリガンは自らを納得させるように頷うなずいた。

　森に入った人間が間違って自分たちの村や砦とりでまで入り込こまないように、あるいは魔女の居住地を偵てい察さつに来た者が侵入しないようにと、村の周囲には血けつ界かいが張ってある。ここも同様で、並の者がハリガンの張った血界を突破して魔女の領域に入り込むだけでも不可能だというのに、気づかれないまま、これほど間近まで接近を許すなど、万が一どころか、百万に一つもあり得ない事態だった。

　だが、声はした。たしかに聞こえた。空耳でも気のせいでもなかった。

　意味こそわからなかったが、力強く張りのある声がハリガンとユウキの耳に届いた。

「男おとこオトコがいますぅぅ」

　その証拠に男嫌いのユウキが取り乱している。彼女は男の気配に人一倍敏感なのだ。

「何ど処こどこドコに男がぁぁ？」

　素っ裸ぱだかで立ち上がったユウキは、右を見たり左を見たり、また右を見たりと、忙せわしなく首を体を動かしている。

「落ち着け、ユウキ」

　とハリガンが声をかけても、ユウキはぐるぐると目を回したまま、その場でぐるぐると体を回転させている。

（やれやれ、ユウキの男嫌いは底無しだな）

　ハリガンは己の眼がん前ぜんで混乱の極みに陥っているユウキを見上げて苦笑を浮かべる。

「しかし、先ほどの声、あれはいったい……」

　笑みを消したハリガンが、もう一度、辺りを探るように見渡したそのとき。




　唐突に男が空から降ってきた。




　という言い方は正確ではない。正確には、湯ゆ殿どのの天井から男が降ってきた、である。

　降ってきた男は、水みず飛沫しぶきを上げて湯船に落下した。

「ぬなっっ!?」

　ハリガンが目を見開き。

　落ちてきた男も目を見開き。

「男おとこオトコ男おとこオトコ男おとこオトコぉぉ!?」

　ユウキも目を見開いたまま固まった。

　いきなり降ってきた男にハリガンは目を奪われる。

　そいつは見たことも聞いたこともない不思議かつ珍妙な出いで立たちをした若い男だった。

　男は呆ぼう然ぜんと中空を見上げていたが、そのうちふと我に返り、恐る恐るといった体ていで顔を動かし、そして。

　自分を見つめているハリガンと男の視線が合った。

「き……貴き様さまは何者だ？　どこからどうやってここに来た？」

「★◇？」

　男はハリガンの問いかけに何か言葉を発したが、ハリガンには聞き取れなかった。

（む？　言葉が通じていないか？　この異装、異国人か。ならば無理もないが……）

　見慣れぬ服装と聞き慣れぬ言葉に関しては、この男が異国人だと考えれば納得できるが、しかし、いきなり湯船に現れたことは納得できない、説明がつかない。

　ハリガンが男を観察していると、その男が右手を挙げてハリガンを指し示した。

「☆■▽×≠♀￡§★↑∋」

　ハリガンは眉まゆを顰ひそめた。

（何を言ってるのかさっぱりわからんな。少なくとも吾われを殺すために送り込こまれた旧教会側の暗殺者ではないようだが）

　通訳しよう、男はこう言っていた。




「乳だ！　しかもでかい！」




　全身ずぶ濡ぬれのまま、男がいきなりハリガンのほうへとにじり寄ってきた。

「な、な、な、なんじゃ貴様は!?」

　男の勢いと形ぎよう相そうに圧おされてハリガンは思わず後あと退ずさろうとしたが、湯船の縁ふちに邪魔されて退さがれなかった。

　右手を伸ばした男が、むんず！　とハリガンの胸を鷲わし掴づかみにした。

「あぁうっ？」

「これほど見事な乳は見たことがないっ!!」

「そんなに強く掴つかむなっっ！」

「なんという大きさ！　なんという滑らかさ！　なんという弾力！」

「こっこら、勝手に人のぁあ乳をうぁぅ揉もむなっんあっっ！」

　ハリガンの悲鳴のような怒声のような、それでいて艶っぽい声を聞いて、呆ぼう然ぜんと固まっていたユウキが我に返った。

「どっどうしたの、ハリガン姉ねえ!?」

　自分の足下を見やったユウキの目に飛び込こんできたのは、見たことのない異装に身を包んだ不思議な髪型の男が両手でハリガンの豊かな両胸を掴んで揉んでいるという恐るべき光景だった。

「おとおとおとおと男がハリハリハリ姉ねえのおっぱいをおおお!?」

　ユウキの髪がざわりと蠢うごめき、その色が濃くなった。

「こら！　落ち着けユウキ！」

「巨乳巨乳巨乳！」

「貴き様さまも落ち着け！　そして何を言っている!?　というか胸を揉むなと！」

「殺す殺す殺すう、男は殺すうぅ」

「えぇい、落ち着けと言うに！」

　ハリガンの長い蒼あお黒ぐろの髪がお湯の中から現れ宙に浮いた。















　太い束となったハリガンの髪が勢いよく振られ。

　ごっっ。

　髪の毛の束は鈍い音を立ててユウキの側頭部を叩たたき、彼女の首がカクッと斜めに折れた。

　白目を剥むいて頽くずおれた彼女は、湯船の縁ふちに上体を引っかけるような体勢で気絶した。

「触る揉もむ舐なめる埋うずめる！」

「何を言っているかわからんが、貴き様さまはもっと落ち着け！」

　ずごっっ！

　もう一度ハリガンが束ねた髪の毛を振り回して男の後頭部を殴りつけると、男も白目を剥いて沈黙した。髪の毛とは思えない固さである。

　全身を脱力させた男は、ハリガンの胸から手を放し、彼女の体の上に覆おおい被かぶさるようにして気を失った。

「いったいなんじゃ、この男は」

　自分の体の上でぐったりとしている異装で異相の若い男を、ハリガンはまじまじと見つめて呟つぶやいた。

「この辺りでは聞いたことがない言葉を発している以上、異国人なのだろうが……異国人であろうとなかろうと、吾われの血けつ界かいを吾に気づかれずに破れるような者はいない。吾に気づかれずにこれほど接近できる者などいるはずがない。同じ魔女ならともかく、少なくともこの世界の人間には存在しない。であれば、此こ奴やつ、この世界の外そとから来たとでもいうのか。異国人ではなく異界人だとでもいうのか」

　ハリガンが僅わずかに視線をずらした。

　男の横では全裸のユウキが白目を剥いて気絶している。

（やれやれ、此奴の正体を詮せん索さくするのは後回しだ。まずはユウキを暴れられぬようにしておかねばな。目を覚ましたら、この男を殺しかねんわ。此奴がどこの何者かはわからぬが、わからぬからこそ、ユウキに殺させるわけにはいかん。此奴が本当に異界から落ちてきた男なら……）

　ハリガンはもう一度、男に視線を据すえた。

　奇妙な髪型の男。

　奇き天て烈れつな服を着た男。

　聞き慣れぬ言葉を話す男。

　突如、宙そらから降ってきた男。

（吾らの苦境を救う方法を知っておるやもしれんからな）

　ハリガンは湯船の中で立ち上がった。肌き理め細やかな肌の上をお湯が玉となって滑り落ちていく。

　男を見下ろすハリガンの目が、男の腰に留とまった。

「此こ奴やつの腰の剣、妙な作りをしておるな。まぁ作りはともかく、目を覚ましたときに剣を振り回されても困る。外しておくか」

　ハリガンは腰を屈かがめて男の左腰に手を伸ばす。

「なんじゃ、帯に差しているだけか。ずいぶんとぞんざいな帯剣の仕方だ。しかし」

　立ち上がったハリガンは、男の腰から引き抜いた得え物ものをしげしげと眺める。

「微妙に湾曲している。やはり、この辺りでは見かけぬ形状よな。東方世界の偃えん月げつ刀とうとも違う。面白いな。しかし、どうやって抜くのだ、これは。こうか？　こう？」

　男の剣を抜くのに、ハリガンは少しばかり苦労したが。

「抜けた」

　ハリガンは銀色に輝く刀身を眼がん前ぜんに掲げる。

「なかなか重い。刀身も厚い。何より美しい。視線が吸い寄せられるようだ……が、見とれている場合ではない。早く此奴とユウキをなんとかせねば」

　ハリガンは抜いた剣を鞘さやに収めると、板敷きの床の上に無造作に置く。それから背後の小部屋の出入り口まで歩き、扉を開けた。

　小部屋に置いてあった脱衣籠を抱えて湯ゆ殿どのへ引き返してきたハリガンは、片かた膝ひざをついて籠を床の上に置くと、籠の中の服を揉もむように丸めた。

　彼女はそのままの体勢で自分の長い髪の毛を一本、人差し指の爪で切り落とす。切ったばかりの自分の髪の毛にハリガンが魔力を込こめると、たちまち髪の毛は固くなり、ピンと真まっ直すぐ伸びた。

　ハリガンは長い針と化した髪の毛を左手に載のせた服に突き立てる。髪の毛がずぶりと服に突き刺さると、丸められたハリガンの服が生き物のように蠢うごめいた。

　服は蠢きながらハリガンの手から跳び出して湯殿の床に降り立ち、もぞりもぞりと蠢きつつ次第に形を変え、やがて人ひと形がたとなった。

「ぬしが主あるじ、ハリガン・ハリウェイ・ハインドラが命じる。吾わが娘むすめ、アイスとレラを呼んでまいれ」

　人の形を取った服が、まるで人そのもののようにハリガンに対してお辞儀をし、そして湯殿から跳び出していった。





　３






「姉あね様さま、アイスですよ」

「レラで、す」

　ハリガンの服に先導されて丘を駆かけ登ってきた二人の若き魔女、アイス・アイシュリア・ハインドラとレラ・ライラ・ハインドラは、湯殿の床に裸はだかのまま立っているハリガンに向かって頭を下げた。

　ハリガンの娘むすめたちは、彼女の一族であることを示すため同じ三さん番ばん名なを名乗っている。

「どうしましたか？」

　と、にこやかな笑みを浮かべた大柄なほうの魔女が訊きいた。

「わざわざすまんな。ちょっと手伝ってほしいことがあって呼んだ」

「ええ、かまいませんよ」

　二人ともまだ十代半ばから後半といった印象だ。

　大柄で優しそうな笑みを浮かべているのがアイス。もう一人のレラに比べると背が高く、出るべきところがしっかりと出ているし、雰囲気も大人びていた。

　一方、レラのほうは体型的にユウキとあまり変わらない……というより、出るべきところがユウキより出ていない。要するに、有あり体ていに言ってしまうと貧乳だったわけだが。

　露ろ出しゆつが多い衣装なのはレラもアイスも同じだったが、レラの場合は無数の呪じゆ符ふを短たん裳ものように腰に巻いているのが目を引いた。

「ユウキの奴を運んでほしいんだがな」

　ハリガンが右の人差し指を伸ばして、自分の足下を指し示す。

「またユウキが何かやらかしました……」

　苦笑しながらお湯の抜けた湯船に視線を向けたアイスは、そこに倒れているのがユウキだけではないことに気づいて息を呑のむ。















「って、それは男では!?」

　それまでほとんど表情を変えていなかったレラも、ぴくりと眉まゆを跳はね上げた。

「まさか人間どもが送り込こんだ刺し、客かく!?」

　二人の髪が、ぞわりと動いた。

「いや、慌てるな。そういうことではないのだ。たぶんな」

「……はい？」

　アイスとレラが首を捻ひねる。

　ハリガンはたった今、目の前で起きたことを手早く説明した。

「そんなことがあったのですか」

　アイスは目を見開いたまま、倒れている男とハリガンを交互に見やる。

　一方、レラという娘むすめはそこまで驚きを露あらわにしていない。

　あまり抑揚のない調子で、

「どうにも信じられませんが姉あね様さまが嘘うそを言うはずもな、し。そしてここに人の男が転がっているのもまた事、実。であれば受うけ容いれるしかないようで、すね」

　と自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

　気を落ち着けようと一つ深呼吸をしてから、アイスはハリガンに向き直る。

「で、どうすればいいのです、姉様？」

「とにもかくにも此こ奴やつから話を聞くしかあるまいよ。だから二人を運ぶのを手伝ってもらおうと思って呼んだ。レラは、此奴と意思の疎そ通つうを図る手伝いだ」

　とハリガンが言うにはわけがある。レラは異国の言葉しか話せない相手とも意思の疎通を図れる魔法を持っているのだ。

「承知しました、が」

　レラは頷うなずきながらも首を捻った。

「異国人ならともかくさすがに異界人と意思の疎通が図れるものかどう、か。何しろ初めての経験で、すし」

「やってみて駄目なら、そのときはそのときで何か別の方法を考えればいい」

「わかりまし、た」

「アイス、頼む」

「はい、姉様」

　アイスは気絶している全裸のユウキの胴体を両手で掴つかむと、軽々と持ち上げ、自分の右肩に載のせた。そして右手でユウキの体を押さえながら腰を曲げたアイスは、次に気絶している男の濡ぬれた衣服を左手で掴むと、これまた軽々と持ち上げた。

　たしかにレラやユウキに比べれば大柄なアイスだが、巨きよ躯くというわけではない。事実、ハリガンのほうが背が高いのだし、外見を見る限り、特別に筋力が発達しているようでもなかった。それなのにこの膂りよ力りよく。

　アイスは、その見た目からは想像もできない怪力の持ち主ぬしらしい。

「姉あね様さま、どこへ運びますか？」

　人間二人の重さなど感じていないかのような気軽さでアイスが訊きいた。

「とりあえず、吾われの部屋だな。まだ騒ぎを大きくしたくはない。他の娘むすめらに見つからないようにこっそりと運べ」

「わかりました」

「それから、レラ。そこに置いてある剣を運んでくれんか」

　レラがハリガンの指さす先を見やった。

「あれです、か。不思議な形をしていま、すね」

「おまえも知らんか」

「初めて見ま、す」

「あの男が腰に差していたのよ」

　レラは眉まゆを顰ひそめ、アイスが担いでいる男に視線を向けた。

「剣を差してい、た。やはり刺し客かくではないので、すか？」

「いや、違うよ。たぶんな」

（何しろ、そ奴は剣を抜く気け配はいすら見せずに吾の胸に掴つかみかかってきたからな）

　もっとも、男がそんな行為に及んだことを知らないレラは、ハリガンが何を根拠にそう言うのか今一つわからなかったが、彼女が違うと言うなら違うのだろうと、とりあえずは矛ほこを収めた。

「では、先に行ってくれ。吾も直すぐに追いかける」

「はい姉さ、ま」




　二人が湯ゆ殿どのをあとにするのを見送ったハリガンは、人ひと形がたの使い魔からただの服に戻った物を拾い上げ、悠揚たる態度で袖そでを通すのだった。





　４






　ハリガンはアイスに運ばせた男を自室の寝台に寝かせ、裸はだかのユウキは床に敷いた厚手の布の上に転がし、掛け布を掛けてやった。

「レラ、その剣は吾の書斎のほうにしまってきてくれ。目につかぬところにな」

　レラが寝室を出ていくと、ハリガンは敷き布の上に転がっているユウキに目を向ける。

（このまま目を覚ましたらユウキが暴れだす恐れがある。仕方がないな）

　ハリガンはアイスに命じてユウキの体を薄手の布で包み、その上から用意した縄でグルグル巻きにした。さらに念入りに猿さる轡ぐつわを噛かませておく。ユウキが叫び出したら騒ぎを聞きつけて他の娘むすめたちが集まってくるかもしれない。ハリガンとしては、まだ男の存在を広めたくなかった。

　風呂場の騒動のせいでハリガンの体はすっかり冷えてしまった。男の衣服も濡ぬれたままなので、下手をすると風邪を引くかもしれない。彼女は暖炉に火を入れて部屋を暖めようとする。

　ハリガンが火付け石を擦すって火種に点火させ、それを暖炉に放り込こむと、直すぐに暖炉で赤々とした炎ほのおが上がった。

　彼女はちらっと男に視線を走らせる。

（服が濡れているからといって、勝手に脱がすわけにもいかんだろうしな）

　若い男の裸はだかに興味がないわけでもないハリガンだが、アイスたちの手前、自重した。

（だいいち、脱がせたら代わりに着せる服がないわ。服が乾くまで裸のまま転がしておくというわけにもいかんしな。とはいえ、異界人も風邪を引くかどうかは知らんが）

　木造の建物の中のその部屋はじつに質素な印象だ。目につくのは片隅に置かれた書き物机と椅子、そして壁際に置かれた書棚くらい。いずれもが木製品ということは、森の木を伐きり出して作ったお手製ということか。

　その書棚には、この時代、この世界では珍しい紙の書物が並べられている。

　東方世界から伝わって間まもない紙は高価な品だ。おまけに印刷機などない時代のこと、書物はすべて人の手によって書写されたもので、大量生産が利かない。紙の書物は二重の意味で貴重品なのである。

　机や書棚以外には、やはり木製の寝台と小さな方卓が置かれているだけだった。

　その寝台の上には気を失った異装の若い男が長々と伸びていて、床の上には、裸のまま厚手の布にくるまれ縄でグルグル巻きにされたユウキが転がっていた。

　自分の部屋に出現したあり得ない光景にハリガンは少し頭痛がするような気がしたが、その一方で、笑い出しそうになる自分も感じていた。

　少しして部屋に戻ってきたレラは、直ぐに机の前に陣取り、小さな紙切れのような物にしきりと何かを書きつけている。

　アイスとハリガンは持ちだしてきた床しよう几ぎに腰を下ろして、静かにレラの作業を見守っているだけだった。

　燃え盛る薪まきが爆はぜる音が室内に響き、部屋の空気が温まってきた。

　レラの準備が終わりそうになったところで、ハリガンがアイスに用意させた気付け薬を嗅かがせると、待つほどもなく男は目を覚ました。

「～×＝≦∴℃＃§★◇▲←↓⊆♯†∩！」

　上体を起こした男はハリガンに向かって畳みかけるような勢いで話しかけてくるが。

「さっぱりわからんな。まぁ当然か。それにしても不思議な響きの言葉よな」

「┼┬Δ¶♯[image: ]≡⇔∩→◆☆＊♂♀〆？」

「まぁ、落ち着け……と言ってもわからんだろうが」

　ハリガンは、右手を挙げると男の眼がん前ぜんで大きく掌てのひらを広げた。

　とりあえず話すのを止やめろ、という意味を込こめた所作だったが、彼女の意図を察知したのか、男は口を閉じると、やれやれといった顔で頭を掻かいた。

（ふむ。なかなか肝が据すわっているようだな）

　開き直ったような男の態度に、ハリガンは感心すると同時に呆あきれもした。

（このわけのわからぬ状況で、よくもこう落ち着いていられるものだ。此こ奴やつ、大物なのかただの馬ば鹿かなのか）

　という思いは面おもてには出さず、彼女はレラに視線を転じた。

「用意はいいか？」

「はい姉さ、ま」

　レラが差し出した二枚の呪じゆ符ふを受け取ったハリガンは、そのうちの一枚を眼前に掲げ、己の額ひたいに押しつける。ハリガンが手を放しても呪符は彼女の額に貼はりついたままだった。ハリガンは左手に持ったもう一枚の呪符を男のほうへと差し出し、次に空いた右手で己の額を指さして、貼ったばかりの呪符を人差し指でとんとんと叩たたいてみせる。

　おまえもわたしに倣ならってこれを額に貼れ、ということを言いたかったわけだが、直すぐに男はそれを理解したようで、受け取った呪符を勢いよく自分の額に叩きつけた。ハリガンのときと同様、男が手を放しても呪符は額に貼りついたままだ。

　ハリガンがゆっくりと男に語りかける。

「吾われの、言葉が、わかるか？　貴き様さまは、何者だ？　どこから、来た？」

　男は右手で額の呪符を押さえたまま眉まゆを顰ひそめていたが、やがて顔を上げ口を開いた。

「★※∪……言葉……▲→……が通じる……のか」

「おお、通じたか」

　ハリガンが傍かたわらに控えるレラを見やった。

「さすがにレラよな」

　ふっ。

　レラは薄く笑って薄い胸を張った。

「まぁこのくらいは当、然」

「あら。さっきまでは、できるかどうかわからないなんて自信なさげだったのに」

　などと横からアイスが揶や揄ゆすると。

「それは謙遜していただ、け」

「そうね。そういうことにしておきましょう」

　む。

　レラがアイスを睨にらんだが。

「これ、静かにせんか」

　ハリガンに注意され、二人とも首をすくめた。

「で、どうじゃ？　吾われの言葉がわかるのだな？」

「ああ、わかる……が、不思議な感覚だな、これは。おまえの言葉が頭の中に直じかに響いているような感じだ。これのせいなのか」

　男は右の掌てのひらで、額ひたいに貼はりついた呪じゆ符ふをぱしぱしと軽く叩たたいた。

「そうだな、それは異国の言葉を通訳する装置だとでも思ってくれればいい」

「ほほう。不思議というか便利な物があったもんだ。いや、不思議といえば」

　顔を戻した男は、ハリガン、アイス、レラと順じゆん繰ぐりに視線を巡らせた。

「おまえらも不思議だな。髪の色、肌の色、瞳の色、そして着ている物、見たことのないものばかりだ」

「吾も、おぬしのような変わった出いで立たちの者を見るのは初めてだ。で、おぬしはどこの何者なのだ？　どうやってここへ来たのだ？」

「俺おれか。俺は……俺はな……ん？　俺は……誰だれだ？」

「いや、吾がそれを訊きいているのだがな」

　男は腕組みをして、むむぅ、と低く唸うなった。

「わからん。というか、俺がどこの何者かを思い出せん」

　腕組みを解ほどいた男は、両手でざんばらの黒髪をくしゃくしゃと掻かきむしる。

「俺は……俺の名前は……くそ、なんだ、この不快な感じは……」

　ハリガンとレラ、アイスが互いの顔を見やった。

「姉あね様さま、もしかして、その男、記憶を喪失しているのではないですか」

　ハリガンがため息を吐つく。

「だとすると、何もわからんままだな。はて、どうしたものか」

「いや……ナガ……」

　男は呻うめくようにそう呟つぶやいた。

「ナーガ？　それはなんのことだ？」

　とハリガンに訊かれ、両手で顔を覆おおっていた男は顔から手を離して困ったような表情を彼女に向けてきた。

「……俺の名前の一部……のような気がするんだが……他には思い出せん。俺はいったいどこの誰なんだ……」

　ハリガンは内心の驚きを押し隠したまま、男の言葉を反はん芻すうする。

（ナーガ……龍王ナーガだと？　それが己の名前の一部と言うのか!?　本気で言っておるのか、この男!?　それともただの狂たぶれ人びとか）

「まぁ、俺おれのことはさておいて」

　男が顔を上げた。

「あんたは誰だれなんだ？」

「切り替え早はやっ！」

　ハリガンは小さく仰のけ反ぞった。

「いや、思い出せないものをいつまで考えていても仕方がないだろう？」

「ふむう。前向きな考え方だな。いや、開き直りか？」

「俺のことは思い出したらそのときに説明するさ。まずはあんたらのことを教えてくれ」

「いいだろう」

　腰を下ろしている床しよう几ぎの上で居住まいを正すと、ハリガンは自分を指し示した。

「吾われはハリガン・ハリウェイ・ハインドラ。ここに棲すむ魔女たちの長おさだな」

　男が眉み間けんに皺しわを寄せる。

「まじょ……魔女？　魔女とはなんだ？」

「そこから説明せねばならんのか。しかし」

　ハリガンは宙を見上げて考え込こむ。

「ふ[image: ][image: ]む、何も知らん者に対して説明するのは意外と難しいものだな」

　やがて顔を戻したハリガンは。

「魔女を一言で言うのなら、魔法を使う女ということになるな」

「そうか。よくわからんが、わかった」

「どっちじゃ!?」

「魔法というのがわからねえ。ただ、わからない言葉を一つずつ説明してもらってると、いつまで経たっても先へ進めないと思ったんでな。細かい部分はあとで少しずつ理解するとして、まずはざっくりと状況を把握したいんだよ」

「ほう？」

　ハリガンが驚いたのは、記憶を喪なくしたまま異界へと放り出されたであろう男の態度が予想外に冷静で、現実への対処の仕方が意外に落ち着いていることだった。

（自分が記憶を喪くしていることを知っただけで、ふつうなら大いに動揺し、混乱しそうなものだがな。まぁ、神経が二、三本、抜けているだけかもしれんが。あるいは思考回路が壊れているのか）

「で、だ。俺が知りたいことは、知るべきことは、ここはどこなんだ？　ってことだな。そして今は何年だ？」

「どこと言われても、『黒い森』の奥としか言いようがない。何年というのは……隣国の暦でいえばカサンドラ三世の十二年ということになるが。そして吾われらの年代記でいえば、偉大なる魔女エキドナの没後四百十五年ということになる」

「やっぱりさっぱり意味がわかんねえ」

　と男は首を捻ひねっていたが、やがて小さく独りごつ。

「紅こう毛もう碧へき眼がんの者が住む国があるということは聞いた気がする。もしかすると、俺おれはそこに飛ばされたのかもしれねえな、こりゃ」

　男の言葉を聞きつけたハリガンが、

「こうもうへきがん……とはなんだ？」

　と訊きくと、男はアイスやレラに目を向けて応えた。

「おまえたちのように、赤い髪やら青い眼めやらを持つ者たちのことよ」

「吾は紅毛ではないぞ？」

「ああ、そうだな。あんたの髪の色は俺たちに近いな」

「俺たち？　おぬしのいたところの住人は、みなそのような黒髪をしているというのか。それは覚えているのか？」

「いや、そうじゃなくてな。記憶があるとかないとか、知識として覚えているとかいないとか、そういうことじゃなく、本能的に知っている……といったほうが近いかな。少なくとも俺のいた国には、そっちの二人……いや」

　男は床の敷き布の上で蓑みの虫むしのような姿になっているユウキに目をやった。

「そっちの三人みたいな髪の色や目の色、肌の色をした者はいなかったはずだ」

「では、本能的に知っていることを、なんでもいいから話してみてくれ」

「と言われてもなぁ」

　男は腕組みをして、何度も首を捻っていたが。

「どうも俺から何かを説明しようとすると上う手まく言葉が出てこねえわ。というか、これといったことが具体的に思い浮かばないんだよ」

「なんとも困ったものだな」

　そう言ってハリガンは渋じゆう面めんを作ったが。

「べつに困りゃしねえよ。たしかに俺は俺がどこの何者かを忘れちまっているが。そしてどこかわからない場所に飛ばされちまったようだが、こうしてあんたたちに救われたんだ。互いの意思も通じるんだ。なら、慌てる必要も焦る必要もねえ」

「おぬし……肝が据すわっているな」

「そうかな。俺は俺の目の前にあるものを受うけ容いれるだけだけどな」

「ふつうはそれができないものさ。目の前の現実を受け容れるというのは、人にとってはなかなかに難しいことなのだ」

　今の口ぶりには何か含むモノがありそうだなと男は思ったものの、それを指摘することはしなかった。

（まだ相手の事情に深く立ち入るべきではないだろうしな。それよりも）

「一つ大きな問題があるとすれば」

　と男が言うので、ハリガンは身を乗り出した。

「ほう？　なんじゃ、言うてみ」

「腹が減ったな」

　ハリガンだけでなくアイスもレラも男の言葉に呆あつ気けに取られていたが、やがてハリガンは声を上げていかにも愉快そうに笑い出した。

「いやいや大したものだ。このわけのわからん状況で、まず腹が減ったと言うか。ほんに大物なのか、それとも大おお馬ば鹿かなのか」

「腹が減っては戦いくさができぬ、と言うだろ……ん？」

「どうかしたのか？」

「いや……戦……戦か。俺おれは戦に明け暮れていた……ような気がしてな」

「ほう、戦か。戦なら吾われらもしておるぞ。とはいえ、最近は勝った例ためしがないがな。かつては吾ら魔女も、人の軍勢と互角以上に戦ったものなのだが」

　そう言ってハリガンが自じ嘲ちよう的に笑った。

　うん？　と男が顔を上げた。

「人とだって？　おまえたちが戦っている相手は人なのか？」

「そうだ。吾ら魔女と人は相あい容いれない仲でな。不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵……といったところか」

「よくわからないな。俺にはおまえたちが人にしか見えないんだが、おまえたちは『人』ではないのか？」

「吾らは人だよ。魔法が使えるだけの人だ。自らを人でないと言ったことなどない。だが人のほうで区別するのだ。区分けするのだ。峻しゆん別べつするのだ。差別するのだ。人は魔法を使えない。だから魔法を使える者は『悪あしき魔女』なのだとな。魔女は人に仇あだ為なす存在だから駆く逐ちくしなければならないとな」

「おまえらは悪しき存在なのか？」

　ハリガンは男の素朴な問いに、またも自嘲の笑みを浮かべた。

「魔法を使えない者にすれば、魔法を使えるというだけで、魔女は悪しき存在に見えるのだろう」

「自分にない才能の持ち主ぬしを妬ねたみ羨うらやみ、挙げ句の果てに、その持ち主ごと消してしまえというわけか。尻の穴の小さな奴らだな」

　ハリガンが皮肉の色に満ちた視線を男に向けた。

「おぬしも、吾らの能力をみれば、吾らのことを恐れ忌み嫌うやもしれんぞ？」

「はぁ？　どうして？」

「いや、どうしてって……おぬしは人に非あらざる能力の持ち主ぬしが恐こわくはないのか？　不気味ではないのか？」

「人の才能なんて、人によって違うものだ。自分とは違う才能の持ち主をいちいち怖がってたら、世の中、生きていけないだろ。あんたらのいう『魔法』ってのがどういうものか、まだ俺おれには理解できちゃいねえが、それでもあんたらは、こうして俺を助けてくれたんだ。あんたらが人と敵対してるなら、俺を放り出すことだってできたはずだろ」

「そうだな。放り出すというか」

　床に転がっているユウキにチラッと視線を走らせたハリガンが、

「ユウキの奴なら殺せと喚わめくだろうが」

　と言うと、男は嫌そうな顔になってハリガンを見やった。

「なんでそいつだけ、俺に対して好戦的で敵対的なんだよ」

「吾われに言われてもな」

　と応えるハリガンは浮かない顔だ。

「ユウキは徹底した男嫌いでな」

「おまえらのところにも男がいるだろうに、それでいいのか？」

「いや、吾らのところには男はおらんよ」

「なに？　どういう意味だ？」

「どういう意味もこういう意味も言ったとおりの意味だ。吾ら一族は女だけの集団なのだ。そもそも魔女になるのは女だけなのだからな。だからユウキの男大嫌い病が炸さく裂れつすることもないわけだ。突然おぬしが現れたので発作が起きたと、そう思ってくれ」

「そ……そうか。よくわからんが、わかった」

（適当というか大らかというか、なんとも底の見えない奴だ。それはともかく）

「アイス。ご苦労だが飯を持ってきてやってくれんか。残り物でかまわん」

「はい、姉あね様さま」

「手伝おう、か？」

「大丈夫よ。あなたはここにいて、レラ。もしも呪じゆ符ふの魔力が切れたら取り替えなくてはならないでしょ」

「そうだ、ね」

「では行ってきますね」

　アイスを送りだしたハリガンが、また男に向き直る。

「というわけだから、飯はもう少し待っておれ」

　ははっ、と男が声に出して笑ったので、ハリガンが怪け訝げんそうな顔になる。

「なんじゃ、どうした？」

「さっきの続きだけどな、こんなどこの馬の骨ともわからねえ俺おれに飯を食わせてくれようっていうあんたらが、悪あしき存在であるはずがないわ」

「そう言ってくれるのは嬉うれしいが、人が皆、おぬしのように物わかりがいいわけではない。物の道理がわかっているわけでもない。むしろそういう者が少数だからこそ、吾われらと人は長きに亘わたって争ってきたようなものだ」

「まぁ、わからないでもねえな。俺のいた国でも、そんなくだらねえ争いが絶たえなかった……ような気がするわ」

　男は喪なくした記憶を手た繰ぐり寄せるように遠い目をして宙を見上げた。
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「お待たせしました[image: ][image: ]」

　ほどなくして、両手で盆を持ったアイスが部屋に戻ってきた。

　アイスは木製の盆を机に載のせると、盆の上に載っていた早わ生せ種しゆの春はる林りん檎ごを掴つかんだ。黒の森は、この手の珍しい果物や山菜に事欠かない。

「いま果汁を絞りますから」

　林檎を掴んだ右手を濾こし布を張った木製の酒杯の上に持っていくと、アイスは、えい、と右手に力を加えた。

　くしゃっと林檎が圧壊して果汁が滴り落ちるのを見て、男が小さく仰のけ反ぞった。

「凄すげえ力持ちだな、おまえ」

　アイスがにっこりと男に笑いかける。とても優しそうな笑顔だった。

「わたし、人の頭くらいなら片手で簡単に潰つぶせますから。あなたも変な気を起こさないでくださいね？」

（こいつ、恐こええぇ）

　男が震え上がると、にやにやと笑いながらハリガンが声をかけてきた。

「アイスの場合は、この腕力、握力が能力の一いつ端たんというわけだ。魔法を使えば、こいつの力はさらに増すぞ。石を握にぎり潰し、大岩を持ち上げ、羆ひぐまの背骨をへし折り、一いつ角かくの角を掴んで投げ飛ばす」

「羆を!?　そりゃ凄えな。で、一角ってのはなんだ？」

「平原に棲すむ巨大な角を持った巨大な獣だ。体高は吾よりも高く、体重は大人の十人から十五人分くらいある」

「そいつを投げ飛ばす？」

「おお、そうよ。こう、角を抱え込こんで、えいやっ！　とな」

　床しよう几ぎから立ち上がったハリガンが何かを投げ飛ばす仕草をしてみせる。

「姉あね様さま、大げさに過ぎます」

　アイスが頬ほおを膨らませた。

　くくっ、と含み笑いを漏らしながら、ハリガンは床几に座り直した。

「どうだ、恐こわくなったか？」

「たしかに恐いことは恐いが、そんなの、武器を持ってる奴が恐いのと同じだろ。べつにあんたらを忌み嫌う理由にゃならないと思うがな」

（ふむ、面白い考えかたをする男だな。合理的というか論理的というか。少なくとも感情的ではない）

　感情的に自分たち魔女を嫌い遠ざけようとする人間ばかりを見てきたハリガンには、男の反応、考え方はなかなか興味深いものがあった。

　ハリガンのように直接人と対たい峙じしたことがほとんどない若いアイスとレラは、この男の物の見方や考え方にハリガンほど興味を引かれてはいなかったが、それでも見ず知らずの場所で記憶を失う──本人の談を信じればだが──という非常事態に見舞われているのに、少しも慌てるところがない男の態度に驚き感心したのは事実だった。

「朝食が済んだあとだから、生あい憎にくとろくな物が残ってはいないが」

　とハリガンが言うと、アイスがパンやスープや野菜の載のった盆を男に差し出した。

　男が盆を受け取り自分の腿ももの上に載せると、アイスは自分が絞ったばかりの絞りたての果汁が入った器を盆に追加する。

「おお、すまんな。じゃあ、いただくぜ」

　男は食べ物に手を伸ばしたところで動きを止め、額ひたいに貼はった呪じゆ符ふを摘つまんだ。

「こいつが邪魔だな」

　鼻先に垂れ下がっているから、たしかに食事の際に邪魔になりそうだ。

「取ってもいいか？」

「そうだな。後頭部……いや、首の後ろにでも貼っておけばいいか？」

　ハリガンがレラを見やると。

「機能的にはそれで問題ないか、と」

「貼り直してやれ」

　小さく頷うなずくと、レラは男の額から呪符を剥はがし、彼の背後を覗のぞき込こむように体を曲げ、改めて首の後ろに呪符を貼ってやった。

「どうだ？　吾われの言葉はわかるか？」

　というハリガンの問いかけに、男は、ああ問題はねえ、と右手を挙げた。

「さて、では、いただくとするか。もう腹ぺこでな」

　男は盆の上の器に手を伸ばし、パンや野菜を次々に口へ運んでいく。

「こいつぁ……へえぇなるほど……なかなか変わった味の……でも美う味まいじゃねえか」

「食べるか喋しやべるか、どちらかにせい」

　ハリガンだけでなく、アイスもレラも、凄すごい勢いで食べ物を口に放り込こむ男を、呆あきれた顔で見やった。

（此こ奴やつ、出された物に遠慮も容よう赦しやもなく片っ端からかぶりつきおって。他人を疑うということを知らんのか。それとも吾われらのことを信頼しているということか？　馬ば鹿かなのか利口なのか大物なのか狂たぶれ人びとなのかさっぱり読めん。とはいえ、この世界の人間でない可能性は高そうだ。どうせ行く当てもないのだろうから、しばらくは面倒を見てやってもいいか。最低でも退屈しのぎくらいにはなりそうだ。吾らに害を為なすようなら殺してしまえばいいのだしな。ただ、そうなると……）

　ハリガンは、縄でグルグルに巻かれて床に転がされているユウキにチラッと目をやり、小さなため息を吐ついた。

（ユウキの奴をどう抑えるかが大きな問題だな）
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　ハリガンが思案を巡らせる間まもなく、ユウキが目を覚ました。

　半覚かく醒せい状態のまま、ぼんやりとした目で室内を見渡していたユウキは、がつがつと食べ物を口に運んでいる男を目にしたとたん、一気に覚醒した。そして跳はね起きようとした。けれど縄でグルグル巻きになっているから起きられない。猿さる轡ぐつわを噛かまされているから喋れない。自分がどうなっているかを把握するよりも先に、ユウキは起き上がろうとして体を動かし続け、男に向かって叫び続けた。

「むがっ！　むがががっ！　むがむがむがむががぁっ！」

　食事の手を止めた男が戸と惑まどった顔でハリガンやアイス、レラを見回した。

「なに言ってるかさっぱりわかんねえぞ？」

　彼の疑問にレラが静かに応えた。

「殺す。絶対殺す。何が何でも殺す……と言ってま、す」

「わかるのかっ!?」

「幼い頃からの付き合いなの、で」

「ああ、そ」

　直すぐそこで自分を殺すと喚わめいているユウキを無視して食事を続けるのも気が引ける。

　男は、どうすればいいんだ？　とハリガンを見やった。

　海え老びのように体を曲げたり反そらせたりしながら声にならない声で叫び続けるユウキから視線を外したハリガンは、またも小さなため息を吐くと、アイスに向かって、やれ！　と目で合図を送った。

　進み出たアイスはユウキの前で膝ひざを落とした。

　アイスはにこやかな笑みを浮かべたまま、がしっ！　とユウキの両肩を掴つかんで彼女の体を持ち上げつつ自分も立ち上がった。アイスのほうが背が高いから、彼女が両腕を水平に伸ばしてユウキを眼がん前ぜんに掲げると、ユウキの爪つま先さきが宙に浮く。

　ユウキの体が、ぷら[image: ][image: ]んと揺ゆれている。縄でグルグル巻きにされているから、本当に風に揺れる蓑みの虫むしのようだ。

　ぎりぎりとアイスの両手が縄の上からユウキの肩に食い込こんで。

「むがいむがいむがいむがい！」

　ユウキの顔が苦痛に歪ゆがんだ。

　しれっとした顔でレラが通訳する。

「痛い痛い痛い痛い……と言ってま、す」

　両腕をさらに上げたアイスが、ユウキの顔を見上げて言った。あくまでにこやかに笑いながら。

「あまり騒がないでくれるかな、ユウキ。姉あね様さまも迷惑するし。わかった、ユウキ？」

「むがっがむがいむがっがむがいむがっがむがいむががががぁあっ！」

「わかった痛いわかった痛いわかった痛い肩が砕くだけるっ……と言ってま、す」

（なんだ、この愉快なやり取り）

　男は呆あきれた顔でアイスとユウキとレラを交互に見やった。

「よかった、わかってくれて」

　アイスが両手の力を緩ゆるめると、ユウキの首がガクッと前に倒れた。そこまでのあいだ、アイスは一度たりともにこやかな笑みを絶たやすことはなかった。

（このアイスって女、見た目は優しそうなのに、中身はいちばん恐こええな）

　アイスの見た目と中身の乖かい離りに、男は驚きを隠せない。

「じゃあ、あの人が食事を終えるまでおとなしくしていてね？　でも、それは食事が終わったら騒いでいいということではないわ。わかっているわよね？」

　かく、かく、かく、とユウキは力なく首を前後に揺すった。

　ユウキの体を床に下ろすと、アイスは猿さる轡ぐつわを外してやる。

「あっ、はぁっ、息苦しかったっ！」

　ユウキは大きく深呼吸を繰り返す。

　振り返ったアイスが、

「というわけですから、さ、お食事の続きをどうぞ」

　と男を促した。

（いや、どうぞって言われてもな。いいのか？）

　という疑念を込こめて男がハリガンを見やると。

「かまわんよ、さっさと食べてくれ。食事が終わったら、少し話がある」

「そうだな。俺おれのほうにも訊ききたいことがいろいろあるし、とっとと飯を片付けるか」

　男は改めて食器を手に取った。

「にしても、おまえ、なんでそうまで男嫌いなんだ？　昔、何かあったのか？」

　何気ない男の一言だったが、その瞬間、ユウキの髪がざわりと動いた。

　ユウキは俯うつむいたまま、口の中で小さく呟つぶやいた。

「わた……前……触れ……な」

「はぁ？　聞こえねえよ」

　グルグル巻きにされたまま上体を反そらせ顔を持ち上げたユウキは、凄すさまじい形ぎよう相そうで男を睨にらみつけ、絶叫した。

「わたしの前でその話題に触れるな────っっ！」

　部屋の中だというのに風が巻き起こり、ナーガの顔に体にぶつかってきた。

　ユウキはそれまでも男を「殺す」「追い出す」などと言っていたが、今は明らかにそのときとは本気度が違う。

　男は思わず跳び退のいて無意識のうちに右手で左腰をまさぐっていた。

　右手に手応えがなく、彼は左腰に目をやり舌打ちする。

（ちっ、何もねえ。俺はたしか……）

「いかん！」

　ハリガンがアイスに向かって鋭く叫ぶ。

「止やめさせよ！」

　ユウキの体を縛り上げている縄がブツブツと音を立てて切れ始めたのと、彼女にアイスが飛びかかるのとが同時だった。

「男なんて男なんて男なんて、殺す殺す殺すみんな殺すぼぎゅっっ？」

（ぼぎゅ？）

　変な音が聞こえてきたので、男は顔を上げてユウキとアイスに視線を向けると、ユウキの背後から取りついたアイスが彼女の首を捻ひねっていた。

　白目を剥むいたユウキの全身から力が抜けていく。

「危なかったですね」

　アイスはユウキの首を捻った体勢のまま笑いかけてきた。

「いや……今、ぼぎゅって音がしたぞ？　大丈夫なのか？　白目剥いてるし」

　アイスは脱力したユウキの体を見下ろし、あっけらかんと言った。

「きっと大丈夫ですよ。ユウキは割と丈夫ですし」

「そ、そうか。なら、いいんだけどな。しかし今のは」

　男はもの問いたげな顔をハリガンに向けたが、彼女は険けわしい顔を崩さない。

「ユウキが男嫌いの理由を詮せん索さくするな。吾われも今、おぬしに説明する気はない」

「……わかったよ。以後、気をつけよう」

「そうせい。それより早く食べてしまえと」

「いや、もういいわ。腹も膨れたし、俺おれの軽はずみな一言でそいつを怒らせちまったし、飯を食う気分じゃなくなったわ」

「そうか？」

「ああ、もう充分だ。美う味まかった」

　男は元の席に戻り腰を下ろすと、ハリガンに向かって深々と頭を下げた。

「助かった。礼を言う。あんたらに出会えてなかったら、そしてこうして飯を恵んでもらえなかったら、俺はその辺で野の垂たれ死んでいただろう」

「大したことをしたわけではない。気にするな」

「いやいや、大したことをされたと俺は思っているぞ。さっき俺の脳のう裏りに浮かんだ言葉がある。それは『一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義』ってんだが、今の俺が、まさに一宿一飯の恩義に与あずかった身だ。この礼は必ず返す！」

「そこまでムキにならんでもいいと言うに」

　そう言いつつ、ハリガンも悪い気はしていないようだった。

　男は、アイスとレラにも頭を下げた。

「助かった。礼を言う」

「いいえ、どういたしまして」

「気にしなくてもい、い」

　男から礼を言われてアイスとレラは満まん更ざらでもなさそうだが、アイスはユウキの首を捻ひねったままの姿勢を保持していて、とても奇妙な絵え面づらだった。

「さて、では、少し話をするとしようか」

　と男に呼びかけてから、ハリガンはアイスとレラに指示を出す。

「少し此こ奴やつと話してくるから、レラはここで待っておれ。アイスはユウキを自分の部屋に運んで目を覚まさせてやれ。ただし、目覚めたときに暴れないよう、ユウキが落ち着くまで見張っておれ」

「はい、姉あね様さま」

「それとな、まだこの男のことは他の娘むすめたちには話すなよ？」

「はい、姉様」

「わかっていま、す」

「では、おぬし、こちらへ来こよ」

　男はハリガンに誘われ、彼女の寝室をあとにした。
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　ハリガンに連れていかれた部屋は、今ふうに言えば書斎ということになる。

　寝室にも書棚があって書物が並べられていたが、こちらの部屋は四し囲いの壁すべてに背の高い書棚が置かれ、ぎっしりと書物が並んでいる。部屋全体が書物で埋め尽くされている、そんな印象だ。

「読書家なんだな。俺おれには、どんな種類の本なのかさっぱりわからねえが」

「それらは魔法の研究、開発に欠かせない書物なのだ。それより、座れ」

　書棚の前に立って書物を眺めていた男が振り返った。

　男が木製の椅子に座るのを待って、ハリガンも床しよう几ぎに腰を下ろす。

「おぬしは記憶を喪なくしているようだから、おぬし個人のことを訊きくのは遠慮しておく。代わりに吾われらのことを説明しておこうと思ってな」

「そいつぁ助かる。俺も早くこの世界のことや、あんたらのことを知りたいからな」

「手早く手短にざっくりと説明する。わからないこともあるだろうが、質問などは後回し。とりあえず一通り聞け」

「ああ、わかった。じゃ、頼むわ」
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「まずは魔女と人との争いについてだ。先ほども言ったように、吾らは人に非あらざる能力を持っているが故ゆえに、人に忌み嫌われ、遠ざけられてきた。人と争い続け、戦い続けてきた吾らは、すっかり衰おとろえてしまった。吾ら一族だけではない。今では魔女という種族全体が衰えているのだ。魔女という存在自体が揺ゆらいでいるのだ」




「その最大の要因は吾らの数が少ないということに尽きる。なぜ少ないかというと、吾ら魔女は子をなすと魔力が失われるのだよ。いきなり魔力をすべて喪くすわけではないが、大きく損なうのはたしかだ。だから簡単に子を産めん。子を産むのは自然と魔力を減じた魔女の仕事ということになる」




「相手の男か？　それは適当に見み繕つくろうのさ。吾らにとっては父親はどうでもいいものだ。問題は生まれた子が魔女としての資質を宿しているかどうかだけだ。そう、生まれた子がすべて魔力を宿しているとは限らんのだ。子を産む機会が少なく、産んだ子も、みな魔女になるとは限らん。だから吾らは数が増えない」




「昔はもう少しマシだった。昔……つまり、人がこれほど多くなく、人の作った国がこれほど強固ではなかった時代という意味だ。その頃は、吾われらの勢力も今より大きく、人の中にも吾らの存在を認める者たちがいたのだ。だが、時代は変わった」




「人どもは山野を切り開き、新たな街を数多く造った。今も造っている。農業が発達して収穫量が増えると、自然、養える人口も増える。そうして人口を増やした人どもは、あちこちに進出し、結果、吾らとの軋あつ轢れきが増した」




「教会勢力の伸しん張ちようも忘れてはならん。そもそも連中こそが吾らの真の敵だ。人と魔女とを相あい容いれない敵同士としたのは教会勢力なのだからな。奴らは吾ら魔女を異端と断じ、滅めつ絶ぜつさせるべき存在だと触れ回った。奴らが人の世界に根を張り影響力を増せば増すほど、吾らは人の敵となっていった」




「そうして人は魔女を敵と認識し、機会あらば、隙すきあらば、吾らの土地を奪おうとして、吾らを討とう滅めつしようとして、攻撃を仕掛けてくるようになった。個々の戦闘能力では吾らのほうが優勢だが、戦力としては人のほうが優勢だ。吾らが魔法を使えるといっても、一人で数百人もの兵士を相手に戦うのは……戦って勝つのは、至難の業わざだ」




「そうして魔女たちは次第に領域を侵食され、今では黒い森など、ごく一部地域に押し込こめられてしまったのよ」




「ああ、この黒い森には吾らが一族以外にも幾いくつか魔女の氏族が暮らしているよ。だが、ふだんはあまり付き合いがない。人間どもが言う『魔女の国』とは魔女全体を指した言葉なのだが、他の氏族とは深く関わらないのが我らの生き方なのだ。遙はるか昔、偉大なる魔女王がいた頃は、各氏族同士の紐ちゆう帯たいも、もう少し強かったようだがな。いずれにせよ、人にとっては吾らも隣の氏族もその隣の氏族も等しく『悪あしき魔女』でしかないのだろうよ」




「吾らは地勢的要因から、最も近い人の国、カサンドラ王国の攻勢の矢や面おもてに立っているというわけだ。今のところはなんとか跳はね返しているが、いつまで保もち堪こたえられるかはわからん。我らが抜かれれば、黒い森全体が人の手に落ちるかもしれん。他の氏族が一致団結すればともかく、な」




　ハリガンは、怒るでもなく激げきするでもなく嘆なげくでもなく悲しむでもなく、じつに淡々と話した。




「そしてここは吾わが一族の砦とりでなのだ。戦える者の大半は、この砦を始め、森に幾いくつかある砦に詰めている。子供や年寄りはここから少し離れた隠れ里に住んでいる。言っておくが、おぬしを隠れ里に連れては行けんぞ。まだそこまでおぬしを信用したわけではない」

「そのくらいは俺おれも弁わきまえているさ」

　男は軽く手を挙げ、了解の意を表した。

　一通りの説明を終えたハリガンは小さな息を吐はいて、さて、と言葉を継ぐ。

「吾われらのことと吾らが置かれた立場をざっくりと説明したわけだが、わかったか？」

「そうだな。よくわからんが、だいたいわかった」

「だから！　どっちじゃ!?」

「あれだよ。おおまかな流れはわかったが、結局、細かいところは自分の目で見て自分の耳で聞いてたしかめるしかねえだろ……ってことだ」

　ハリガンは、ふふ、と愉快そうに笑う。

（面白い男よ。まぁ利口なのか馬ば鹿かなのかはさておいて、吾らを怖がらんのがいい）

　ハリガンは目の前の男に興味を引かれていた。いや、もしかすると、男そのものに惹ひかれていたのかもしれない。

　突然、宙そらから降るように現れた男。

　名だたる魔法使いであるハリガンにしても、人を遙はるか彼方かなたの土地へ飛ばすような魔法は見たことも聞いたこともなかった。まして彼は、離れた土地から飛ばされたというよりも別の世界から時空を超えてやって来たように思える。

　ハリガンはその現象を追究してみたいと思った。

　それだけではない。

　現れた男自身のことも、もっとよく知りたいと思っていた。

　突然、見知らぬ世界へ放り出されたというのに、平然と状況を受うけ容いれる男。

　物に動ぜず、信義に篤あつく、一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義は返す、自分たち魔女を人と変わらないと、そう言い切る男。

　ナーガという名を持つという男。

　ハリガンたちが知る「ナーガ」という言葉は、「龍りゆう」あるいは「龍りゆう王おう」という意味合いを持っていた。

　名は体たいを表すのかどうかはわからない。だが、少なくとも空から落ちてきた男が「龍」という名を（一部であろうと）持っているというのは何かしら暗示的だった。だからハリガンには彼を放り出すつもりはなかった。それでも一族の長おさとして、個人的な興味を優先させるわけにもいかない。そこで素直に自分たちのことを話し、男の反応を探った。

　やはり男は思った通りの反応を示した。自分たちを怖がるでもなく拒絶するでもなく、かといって同情するでもなく、こうして今もふつうに接してくる。この世界の人間では考えられない態度だ。男が本当にここではない別の世界から来たのだとすれば、彼の話を聞くことで一族の未来が切り開けるかもしれない。

　とくに理由はないし、確たる根拠もなかった。言うなれば、一族を率いてきた魔女としてのハリガンの勘かんだ。

　ハリガンの腹は決まった。

　この男を一族で養うことにする。もしこの男の存在が魔女たちの重おも荷にになるのなら捨てればいいし、害を為なすなら殺せばいい。

　それがハリガンの下した結論だった。
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　ハリガンが男の存在を明かし、彼を一族で養うつもりだと話すと、娘むすめたちからは異議や疑ぎ義ぎが続出した。積極的に賛成する者は誰だれもおらず、アイスやレラも、姉あね様さまが決めたなら反対はしないという消極的な賛さん意いを示すに留とどまった。それでも、最終的には皆ハリガンの説得に応じ、男の存在が皆の迷惑になるようなら放り出すという条件付きで彼を養うことを認めるに至った。

　あくまでも、どこまでも、最後まで、強きよう硬こうに、強きよう烈れつに、強ごう情じように反対し続けたのはユウキ一人だった。宥なだめても賺すかしても理ことわりを説いても頷うなずかないユウキを、結局ハリガンは無理やり押し切ることにした。

「これは吾われの出した結論だ。今さら変えるつもりはない」

「ハリ姉ねえがそうまで言うなら、もういいです。何があってもわたしは知りません」

　ユウキはそう言って完全に臍へそを曲げてしまったが、それでも男を殺すとか、村から叩たたき出だすとかの強硬手段に訴えることもなさそうなので、当座は放っておいてもいいだろうとハリガンは判断した。

　男を養うとなると問題なのが、彼をなんと呼ぶかということだった。とりあえず名前がないと具合が悪い。

（あ奴、「自分の名前は、なんとかナーガだったと思う」と言っているから、それを無視して勝手に名をつけるわけにもいかんな。「龍王ナーガ」……それで行くか。少しばかり過ぎた名前だという気もするが。もし本物の龍りゆう王おうが聞いたら気を悪くするかもしれないが。だが愛称だと思えば腹も立たないか）

　などと考えたハリガンは、若い男のことを「ナーガ」と呼ぶことにした。

　そう告げると、本人は「へえ、そうか」と驚きもしなければ感動もしなかったのだが、魔女の大半は笑うだけだった。その笑いは、どちらかというと嘲ちよう笑しようの部類に入る。

「似合わない」

「名前負けしすぎ」

「本物の龍りゆう王おうに殺されますよ？」

　などというのが魔女たちの感想だった。

「あんなことを言われているぞ？」

　とハリガンが嗾けしかけても男は平然としている。

「そもそも龍王が何かを俺おれは知らん」

　大物なのか馬ば鹿かなのか、並の物差しでは測はかり難がたい男だと、ハリガンは感心するやら呆あきれるやら。

（だがまぁしかし。ただの馬鹿ならなんの役にも立たんが、度を超した大馬鹿なら何かを成すかもしれん。今しばらくは様子見といくか）
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　さて、こうしてハリガンたちに養われることとなったナーガだが、とりあえず何もすることがない。というより、ハリガン一族のこともこの世界のことも、ほとんど何も把握していないのだから、何かをしたくても何もできはしない。

　それで、まずは見学させてくれとナーガが言い出した。

「いいだろう。では、昼ひる餉げが終わったあとはこの砦とりでの中や周りを歩くとするか」




　そして遅めの昼食を摂とり、さぁこれから砦の中を歩いて回ろうというときに、ナーガが訊きいてきた。

「なぁハリガン。俺が湯ゆ殿どのに落ちたとき、何か得え物ものを持っていなかったか？」

「腰に差していた、あの変わった剣のことか？」

　ナーガは勢い込こんで訊いた。

「それだ！　それ、どうした!?」

「預かっておるよ」

「返しちゃくれねえかな？　なんか、こう、どうも左腰が寂しいっていうか心こころ許もとないっていうか不安定っていうか」

「もう少し預かっておくよ」

「…………」

「もう少し、預かって、おくよ！」

　ナーガが情けない顔になる。

「そんな物を俺おれに持たせては危ないと考えてるんだな？」

「当然であろう？」

「う……そうか、まぁ、そうかもな」

「安心せい。おぬしがちゃんと吾われらの中で暮らしていけることがわかれば返す」

　ナーガは、小さなため息を吐ついて頷うなずいた。

「じゃあ、それでいいわ」

「では、散歩と洒落しやれ込こむか」

　ナーガはハリガンとアイスに連れられ、砦とりでの中とその周辺をぷらぷらと歩いた。

　ここがハリガン一族の本拠地という割には、三の砦──と彼女たちは呼んでいた──はそれほど大きくはない。周ぐるりを木もく柵さくで囲っているが堀はなく、敷地の中には住居棟や倉庫、武器庫などの建物群と背の高い望ぼう楼ろうがあるくらいだ。いずれも木造の簡単な造りだった。

　見るもの聞くもの珍しいのだろう、ナーガはしょっちゅう足を止め、あれこれと見入ったり名前や働きを訊きいてきたりした。そうして午後いっぱいを費やした後、夕食を摂とったナーガは、ハリガンから提供された部屋に引っ込んだ。

「いや、さすがに今日は疲れた。俺は早めに寝させてもらうわ。あぁそうだ、これ取ってもいいか？」

　とナーガは首の後ろの呪じゆ符ふを指さす。

「明日になったらレラに新しい物を用意させるから、かまわんよ」

「明朝、起きてこないようだったら起こしてくれ。飯と寝床、助かったぜ。感謝してる。じゃあな」

　部屋まで送ってきたハリガンに手を挙げると、ナーガはいきなり服を脱ぎだしたので、ハリガンは少し慌ててしまう。

「おい、いきなりどういうつもりだ？」

「まだ生乾きなんでな。寝てるあいだ干しとけば完全に乾くかなと思って」

「だったら、吾われが部屋を出てから脱げ」

「あ？　俺はべつに気にしねえが、ハリガンは気にするのか？」

　少し顔を赤らめながらも、ハリガンは敢あえて目を逸そらさずに応える。

「い、いや、吾もべつに全然気にしないがな」

「じゃあ、いいじゃねえか」

　下帯一つになったナーガは、平然と半乾きの服を広げ始めた。

（なかなか鍛きたえておるのだな……って、いやいや、筋肉に見とれている場合ではないわ）

　ハリガンが部屋を出て扉を閉めると、中からナーガのいびきが聞こえてきた。

（寝るの早はやっ。ほんに度胸があるというか警戒心がないというか。測はかり難がたい男よな）

　ハリガンは首を振りながら、自分の寝室へと戻っていった。
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　翌日、ハリガンやアイスと共に朝食を摂とったあと、ナーガはもう一度、砦とりでの内外を歩いてみたいと言った。

　今日も彼はあの奇き天て烈れつな衣装──とハリガンには見える──を着て、首の後ろにはレラ特製の呪じゆ符ふを貼はりつけていた。

（他に着替えはないのだから仕方がないといえば仕方がないが。此こ奴やつの着る物もどうにかしてやらんとならんな。まぁそれはあとの話か。しかし……）

　ナーガを一人で歩かせるわけにもいかないから、どうしたって案内役が必要だ。そして今のところそれはハリガンくらいにしかできないのだが、彼女には族長としてやらねばならないことが山さん積せきしている。

「吾われも、暇で暇で仕方がない……というわけではないのだがな」

　そんなふうに嫌いや味みを言ってみると。

「それもそうだな。なら、案内はいいわ。適当に砦の周辺をぶらついてくるからよ」

「砦の周辺？　森を歩くつもりか？」

「ああ。この世界がどういうところなのかを少しでも知りたいから、まずは、あんたらが暮らしているこの地域のことをこの目で見ておきたいのさ」

「森は森だ。いくら見ても木しかないぞ」

「ああ、いいよ。自分の目で見て、空気を吸いたい」

（変な奴だな。もっとも、現れ方からしてとても変だったわけだが）

「とはいっても、だ」

「なんだ？　何か見られちゃ不ま味ずい物が森にあるのか？」

「いや、そういうわけではない。ないが、この森は知らない者が歩けば迷ってしまうのだ。森が深くて暗い上、吾われらが血けつ界かいを張っているからな。よほど注意深く目印を打っていれば別だが」

「けっかい……」

　ナーガが考え込こむ。

「ああ、魔法の一種だと思ってくれ。知らない者の目を晦くらます魔法だ」

「そうなのか？　じゃあ一人で歩くわけにはいかねえか」

　ナーガが残念そうに砦とりでの外の森を見やっていると、少し離れたところに控えていたレラが歩み寄ってきた。

「姉あね様さまわたしが案内しましょう、か？」

「いいのか？　大丈夫か？」

「呪じゆ符ふの効果が切れてもわたしが側そばにいれば問題ないで、す。いま直すぐやらなくてはならないこともありません、し」

「吾が言いたいのはそういうことではない。このすけべな男と二人きりになっても大丈夫か？　ということを訊きいている。言っておくが、此こ奴やつ、そうとうなすけべだぞ？」

「失礼なことを訊くな！　言うな！」

「あ……」

「そしておまえは考え込むな！」

　真剣な顔で首を傾かしげていたレラが顔を上げ、ナーガの頭の天てつ辺ぺんから足の爪つま先さきまでを、じろじろと見回した。

「まぁ大丈夫だと思いま、す。いざとなれば火か炎えん呪じゆで燃やしま、す」

「そうか。では任せた」

　ハリガンはあっさりそう言うと、レラの肩を抱くようにして囁ささやいた。

「気をつけて行け。あの男にな」

「だから！　聞こえてるよ、失しつ敬けいだな」

　くくっ、とほくそ笑むように笑って、ハリガンはもう一度念を押す。

「レラの案内に従っておとなしく歩けよ？」

「わかってるって。心配性も度を過ぎると体に悪いぜ」

「いきなり人の乳を揉もみに来た男を心配せんで何を心配すると言うのだ？」

「あ……あれは、そう、突然のことに混乱しただけだ。もう心配は無用だ」

「……そう願いたいものだな」

　男から視線を外したハリガンは、ちらっとレラの様子を窺うかがったが、彼女はいつものように無表情のままナーガのことを見ているだけだった。

（いつもは物事に淡白な質たちだが、そんなレラがここまで積極的になるというのも珍しい。レラはレラでこの男に興味を持った……ということか）

　それがいいことか悪いことか、今の時点ではハリガンにもよくわからない。ただ、空気が停てい滞たいしていた村に、沈ちん滞たいしていた魔女たちのあいだに、今までにない新たな風が吹き始めたのかもしれないと、ハリガンは漠ばく然ぜんとそんなことを感じていた。

「では、頼んだぞ、レラ」

「まかせ、て」

　こうしてレラはナーガを引き連れ、砦とりでを出て森へと向かった。
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　原生林の中の樹き木ぎはどれも背が高く枝も多く、肉厚の葉がみっしりと生い茂しげっていて、昼だというのに鬱うつ蒼そうとして薄暗い。が、下した草くさの背はそれほど高くないので、あまり歩き難にくくはなかった。

　歩幅が大きく歩みも速いナーガが自然とレラの先に立つことになる。

「こんな森の中にいると気が滅め入いってきそうだな」

　薄暗い森の中、左右に視線を配りながら歩いていたナーガがそんなことを呟つぶやくと、彼の言葉にカチンと来たのか、レラが反論してきた。

「わたしたちも住みたくて住んでいるのではな、い。人との軋あつ轢れきを避けるために森の中で暮らさざるを得な、いの」

　ナーガは不意に足を止め振り返った。

「おまえらは、それで満足なのか？」

　レラは虚きよを衝つかれた。

「昨日、今日、砦の様子を見ていて思ったんだが、なんか沈んだ雰囲気だったよな。空気に覇は気きがないというか、諦てい観かんに満ちているというか」

　ナーガはレラの顔をじっと見つめている。

「人に追われるように森の中へと逃げ込こみ、人との軋轢を避けるためといって、こんな森の奥深くでじっと息を潜ひそめて暮らす。それで満足なのか？」

「満足な、わけな、いっ！」

　思わず叫んだレラは、慌てて口に手を当てた。

　現状に不満を抱くということは、指導者であるハリガンに不満を抱いていることを意味しかねない。そのことに気づいて口を噤つぐんだのだ。

「……今のは忘れ、て」

「おまえがそう言うなら、これ以上は訊きかないがな」

　ナーガは再び前を向いて歩きだす。

　レラはなんだか急に体が重くなったような気がして足を踏みだせなかった。

　その間にもナーガは歩いて行ってしまう。

　レラが我に返ったとき、ナーガの姿は見えなくなっていた。

（しまっ、た。わたしとあろう者がなんて間抜けなこと、を）

　レラは慌ててナーガのあとを追いかける。

　いくらナーガが歩くのが早いといっても、初めての森のこと、そう遠くへは行っていないはずで、大きく距離が空いていなければ、彼が貼はっている呪じゆ符ふから漏れる自分の魔力を辿たどれば追いつけると思っているから、レラはそれほど心配はしていない。

　そして案の定、それから少し歩いたところで彼の後ろ姿を見つけた。

　ナーガは木の陰に身を隠し、跪ひざまずき息を殺して前方を窺うかがっているように思える。

　彼の緊張感がレラのところにも漏れ伝わってきたため、レラは思わず忍び足になって、そっと彼のところに近づいていった。

　近づくレラの気け配はいに気づいたナーガがちらっと背後を振り返り、身を屈かがめろとばかりに手で合図してきた。

　レラは頭を低くして静かに寄っていって、彼に並びかけると囁ささやくように訊いた。

「何か獣で、も？」

「凶悪で凶暴なのが一匹いやがるぜ」

　ナーガがそう囁き返してきたので、レラも緊張する。

　レラが太い木の幹の陰からそっと顔を覗のぞかせると。

　少し先が小さな渓けい谷こくになっていて小川が流れており、水の流れの中でユウキが水浴びをしていた。当然というかなんというか、ユウキは裸はだかだった。

「あ……あ[image: ][image: ]たしかに凶暴な獣、だ。特定の人物にとってのみだけ、ど」

　砦とりでにいるとナーガと顔を合わせてしまうかも、と思ったユウキが、割り当てられた仕事を放り出して水浴びに来たに違いない。

（であれば自じ業ごう自じ得とくだ、け、ど）

　さてどうしようとレラは思案する。

　誰だれかに覗かれていることなど露つゆほども疑っていないユウキは、なんとも大胆なことに、岩場に上がって柔軟体操をしたり、岩場から淵ふちに飛び込こんだりして遊んでいる。

　陽ひの光を受けて濡ぬれたユウキの裸ら身しんが輝いている。当然、周囲には誰だれもいないと思っているから、裸身を隠そうなどとは微み塵じんも考えていない。

　透き通るような白い肌。

　なだらかな曲線を描えがく肩や腰。

　胸の双丘は大きすぎもせず小さすぎもせず、綺き麗れいな形で盛り上がっていて。

　その頂には可愛かわいらしい桜色の乳首が載のっていて。

　股こ間かんの茂しげみは淡い金色で、水に濡れてぺったりと下腹部に貼はりついていて。

　そして今、彼女の顔には見たことのないような笑顔が弾はじけていた。

「なんだ、あいつ、あんな顔して笑えるのか」

　ナーガの視線は完全にユウキの顔と裸身に釘くぎ付づけになっていた。

　レラは、そんなナーガの様子を横目で窺うかがう。

（熱心に見てる、ね。まぁわかるけ、ど。アイスほどじゃないけどユウキの体はなかなか魅力的だ、し）

　少なくとも自分よりは女性らしい体つきだとレラは認めている。

（でも少し熱が籠こもりすぎてる、かも。このままではユウキに気づかれる虞おそれ、が。あの娘こは男の視線とか気け配はいには敏感だ、し）

「ナーガさ、ん」















　レラが肩に手を置くと、ナーガがぎょっとした顔で横を見た。

「あ……ああ、悪い悪い。つい、な」

　と言い訳するナーガだが、あまり悪いと思っているようには見えなかった。

「まだ来たばかりで大して見てないから」

（とてもそうは思えないですがそれより、も）

「動かない、で！　見てしまったものはしかたないで、す。肝かん心じんなのは見てしまったことを気け取どられないこと、で、す」

「どういうことだ？」

「覗のぞいていたのを気取られたらあなたは死にま、す。というかユウキに殺され、ま、す。九きゆう割わり九きゆう分ぶ九きゆう十じゆう九きゆう厘りん確実、に」

「それもう十割超えてるじゃねえか！」

「ええですから確実にで、す。こればかりはいくら姉あね様さまが止めてもユウキは聞く耳を持たないで、しょう」

　ぞくっ、とナーガが身震いした。

「おまえ……まさか、ユウキに報しらせるつもりか？」

　というナーガの問いに応えず、腰に巻いた呪じゆ札さつの中から一枚を剥はがすと、レラはそれに小さな筆で何かを書き付けた。

「はいこれを貼はってくださ、い」

「な、なんだ？　どういうつもりだ？」

　そのとき、岩場の上から淵ふちに飛び込こもうとしていたユウキの動きが止まった。不審そうに眉まゆを寄せ、油断のない目つきになって左右に視線を走らせている。

「気づかれます早く貼って……というかわたしが貼りま、す！」

　レラは新たな呪札をぴしゃりとナーガの額ひたいに叩たたきつけた。

「気け配はいを断たつ呪じゆ符ふですそのままじっとして、いて」

　ナーガは言われたとおり、身動きを止め、息を潜ひそめ、ユウキの様子を窺うかがう。

　しばらく疑い深そうに周囲を探っていたユウキが急に、あっ！　と叫び声を上げたので、気づかれたのかとナーガは思わず身を固くしたが、そうではなかった。

「砦とりでのほうから狼煙のろしが！」

　ユウキは脱ぎ捨ててあった服に飛びついて目にも留とまらぬ早さでそれを身に着けると、渓けい谷こくの斜面を駆かけあがって、あっという間に森の中に消えていった。

　彼女の姿が視界から消えるのを待ってレラが立ち上がった。

「命拾いしましたねナーガ、さん」

「あ……ああ、そうみたいだな」

　安あん堵どの息を吐はいてナーガが全身を弛し緩かんさせると、レラは腰を折り、右手を伸ばして彼の額ひたいの呪じゆ符ふを剥はがした。

「そういえばユウキの奴、狼煙のろしが上がったって言ってたな。戻らなくていいのか？」

　レラが砦とりでの方向へ顔を向け空を見上げた。

　たしかに木々の梢こずえのあいだから一筋の赤い煙が立ち上っているのが見えた。

「砦で何かあったのは間違いないようで、すね。わたしたちも戻りま、しょう」

　ナーガはゆっくりと立ち上がった。

「にしても、どうして俺おれのことをあいつに報しらせなかった？」

「報せたらあなた死にます、よ？　この場ではなく砦に帰ったあとでもわたしがユウキに告げ口すればあなた、は殺されま、す」

「俺のことを慮おもんぱかってくれたってのか？」

　レラが、にっと口の端を吊つりあげた。

「一つ取引をしましょうナーガ、さん」

「ああ、そういうことか」

　それなら話がわかるわ、とナーガもにやりと笑った。

「で？　何が条件だ」

「あなたが喪なくした記憶を思い出したらどんなことでもいいので真っ先にわたしに話して聞かせてくださ、い」

「そんなんでいいのか？」

「あなたにとっては『そんなこと』かもしれないですがわたしにとっては重大なことなので、す。ここではない別の世界などというものがもしあるならぜひそこのことを知りたいので、す」

　ナーガはレラを見つめ、レラはナーガを見つめ、二人の視線が空中で絡み合う。

　レラの欲求をどう判断したのかはわからないが、ナーガは、ああいいぜ、と頷うなずいた。

「それで黙っていてもらえるなら安いものだ。いくらでも話してやる」

　レラはふっと視線を下げ、そのまま頭を下げた。

「ありがと、う」

「いや、いいけどよ。ところで、一つ訊きいていいか？」

　走り出そうとするレラの背中にナーガが声をかけた。

「なんです、か？」

「なんであいつ、ユウキはあそこまで男嫌いなんだ？」

「詮せん索さくするなと姉あね様さまに言われたはずで、すが？」

「いや、どうも気になってな。ああまで激げき烈れつな反応を見せるなんてのは、よほどのことがあったんじゃないのか」

「そうです、ね。ユウキは特別なんで、す」

「何がどう特別なんだよ？」

「それはわたしが言うべきことではありま、せん。話してもいいと思えば姉あね様さまが話してくださるでしょ、う」

「もったいぶった言い方だな」

「幼い頃の嫌な思い出というの、は。辛い体験というの、は。なかなか忘れられないものなので、す」

　ずきり、とナーガの胸が痛んだ。

　どうしてなのかは自分でもわからない。だが、今のレラの言葉に喪なくした記憶の欠片かけらが疼うずいたのは間違いない。

（なるほどな。幼い頃の辛い体験か。そいつは俺おれにもあったんだな。となると、記憶喪失も悪いことじゃねえってか）

　ナーガは自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべた。

　その痛々しい笑みを見てレラがびくっと頭を引くが、しかしナーガの笑みは直後に消え、元通りの不ふ敵てきな面つら構がまえに戻った。

「ああ、呼び止めて悪かった。俺たちも急がないとな」

「では……駆かけま、す。遅れずについてきてくださ、い」

　レラが森の中を駆け出したので、ナーガもあとを追いかけて走った。

（狼煙のろしか。何が起きたってんだ？　まさか、あの砦とりでが攻められたんじゃないだろうな）

　というナーガの予想は、半分外れて半分当たっていた。
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　１






　ナーガとレラが村に走り込こんだとき、砦とりでの広場に数人の魔女が集まって狼煙のろしを上げているところだった。中心にいるのはハリガンで、狼煙を上げているのがアイスである。先に走っていったユウキの姿は見当たらなかった。

「姉あね様さま何がありまし、たか？」

「レラか。遅かったな」

「少し森の奥まで入っていたもの、で」

　レラは平然と嘘うそをついた。

　彼女にとって異世界のことを知りたいという思いは、ハリガンにも言えないほどの最優先事項なのだろうか。

　大した知識欲だとナーガは感心するが、同時に、仲間より少しでも早くその欲求を満たそうとするレラに呆あきれもする。

　が、現状、ナーガは覗のぞき見みの事実をレラに握にぎられていて、表おもて沙ざ汰たになるか否かは彼女の胸むね三さん寸ずんという状況だ。彼も素そ知しらぬ顔で通すしかない。

「一の砦から伝でん書しよ鳩ばとが飛んできたのだ。人の軍が攻め寄せてきたと連絡があった」

　レラは少しだけ驚きの色を顔に浮かべたが、表情が変わることはなかった。

「どこの軍です……と訊きくまでもありません、か」

「うむ、カサンドラ王国の軍勢だな。二百人ほどいるのではないかと文ふみに書いてある」

「偵てい察さつにしては数が多いです、ね」

「そう、そこが問題だ」

　難しい顔になったハリガンが言葉を継ぐ。

「これまでは多くても百かそこらで、砦直ちよつ下かの地形を調べたり、砦に向かう斜面を登ってきては、吾われらから攻撃を食らって逃げ帰るということを繰り返していた。本当に二百もの兵を投入してきたのなら、カサンドラ王国はいよいよ砦の攻略に本腰を入れてきたのかもしれん。こちらも覚悟を決めなくてはならんな」

　この辺は娘むすめたちに説明しているというより、ナーガに現状を把握させようとして話していると考えるべきなのかもしれない。

「今この砦にいるのはセレナとディーとケイにノーザです、か」

　仲間の顔を見回したレラがそう言うと、ハリガンはやれやれとばかりに頭を振った。

「先ほどユウキが戻ってきたのだがな、あ奴、ナーガが森に出ていると話したら、戻ってきたとき顔を合わせたくないと言って逃げていったわ」

　レラが、ちょいちょいとナーガの脇わき腹ばらを肘ひじで突っついた。

「それはむしろ幸いだったかもで、すね？」

「あ……そうかもな」

　自分たちだけに通じるやり取りをレラとナーガがしているのが少し気になったハリガンだが、今はそれより大事なことがあると思い直す。

「森に出ている娘むすめらは狼煙のろしを見て戻ってくるだろうが、別の砦とりでに詰めている者は呼び戻せない。別の場所にも人の兵が来る虞おそれが皆かい無むとはいえないからな」

　それに、とハリガンは内心でつけ加える。

（他の魔女一族の動きにも、それなりの注意を払っておかなくてはならんしな）

「とりあえず、いる者だけで出るしかない。おまえたち、急いで支し度たくしろ」

　ハリガンが命じると、眼がん前ぜんに控えていた四人は脱だつ兎との如ごとく広場から走り去っていった。

　狼煙を上げていたアイスも、

「わたしも出撃の用意をしますね」

　と言って広場から離れていく。

「わたしも支度しま、す」

　レラも走り去り、その場にはハリガンとナーガだけが取り残された。

　ハリガンは誰だれもいなくなった広場を見渡してため息を吐つく。

（最近は人の軍の動きが随ずい分ぶんと活発になっている。これまで同様、押し返せるか……いや、そんなことを考えている場合ではないわ。吾われも支度をせねば）

　居住棟に向かおうとしたハリガンを、ナーガが呼び止めた。

「お～い、ハリガンさんよ」

（ああ、そうだった。此こ奴やつがいるのだった。すっかり忘れていたわ）

　ハリガンが振り返ると、自分を見つめているナーガと目が合った。

（さて、どうするか。まさか戦いくさに連れていくわけにもいかんし……）

　思案顔のハリガンに対して、ナーガは意外なことを言ってきた。

「どうやら戦のようだな。どうせだから、俺おれも連れていってくれねえか」

「いや、しかし……」

「言ったろ。俺は一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義は返すって。俺を助けてくれたあんたたちが戦おうっていうなら、俺があんたらを手伝うのはむしろ当然の話だろ」

　と言うナーガの顔にはあまり緊張の色は浮かんでいない。そこでハリガンは釘くぎを刺しておくことにする。

「危険だぞ？」

「俺は戦には慣れてるんだ。あまり細かいことは覚えちゃいないが、戦の経験があることだけは、それも幾度となくあることは間違いねえ。だから、そう心配しなくてもいい」

「……そうか。たしかに、おぬし一人をここに残していくほうが不安だからな」

「俺おれのことを心配してくれるのはありがたいけどな」

　ハリガンは、そうではなく、と重々しく首を横に振る。

「おぬしが心配というよりも、ここに残ることになる子供らをおぬしが襲おそわんかと、それが心配なのだ」

「そっちかよ！　そっちの心配かよ！」

　と吼ほえるナーガに向かってハリガンは真面目まじめな顔で返す。

「いきなり天から降ってきて、いきなり人の乳を掴つかんで揉もんだおぬしを一人になどしたら、吾わが子らが何をされるか不安に思うのも当然だと思うがな？」

　ナーガは、う、と呻うめいて固まった。

「い、いやあれはな、なんというか、俺も突然、見も知らぬ世界へ飛ばされてきて混乱していたというか惑わく乱らんしていたというか錯さく乱らんしていたというか。な？　そんな目に遭あえば誰だれだって自分でも予想しない行動を取ったりするだろ？」

「混乱していたにしては、一直線に吾われの胸を掴みに来たな？」

「…………」

　だらだらと脂あぶら汗あせを流して固まっているナーガをハリガンが冷ややかな目で見ていると。

「すまん！」

　ナーガがいきなり頭を下げた。

「なんというか、あまりに魅力的な乳だったので、つい揉みたくなったんだ」

　ハリガンは思わず、ぷっっ、と噴ふいてしまう。

「形といい大きさといい張りといい、この世の物とは思えない魅力的な乳だったからな。あんな素敵な物を目の前にすれば、男なら誰だって触りたくなる。掴みたくなる。揉みたくなる。っていうか、ならない奴はもう男じゃねえわ。だからな……」

「あ[image: ][image: ]、わかったわかった、もういいから黙れ。聞いてるこちらが恥ずかしくて居たたまれなくなるわ」

　とナーガを遮さえぎりながらも、少し赤面したハリガンは、あまり嫌そうな顔ではなかった。

「それはさておき、だな」

　一つ咳せき払ばらいをしたハリガンは、話を元に戻そうとする。

「おぬしが来るというのなら、それもいいだろう」

（まぁ、おぬしに手伝ってもらおうとは思わないがな。というより）

　ハリガンは目を細めてナーガを睨ねめつけた。

「足手まといにはなるなよ」

　ナーガは胸を張って応える。

「言われるまでもねえ」

「では、ついて来こよ」
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　ナーガはハリガンの居きよ宅たく前で、彼女の戦いくさ支じ度たくが済むのを待っている。

　むろん、彼はここに飛ばされたときに身に着けていた物を着ているわけだが、しかし、自分の服を着ているにも拘かかわらず、ナーガには奇妙な欠落感が拭ぬぐえない。

（やっぱり左腰が空からなのがいけねえんだな。俺おれの得え物もの、返してもらえねえかな）

　ナーガが落ち着きなく建物の前を行ったり来たりしていると、扉が開いてハリガンが出てきた。

「待たせたな」

「いや、それほど待って……なぁ!?」

　姿を現したハリガンを見て、ナーガは驚きを隠せない。

　彼女は鎧よろいを着けているわけでもないし、兜かぶとを被かぶっているわけでもない。先ほどまで着ていたのと同じ長なが裳も姿だ。何やら布製の道具袋を背負っていたが、それ以外に支度する前と変わったところをナーガは見みい出だせなかった。

　むしろ、よく見れば身に着けている長裳の素材が薄くなっているように思える。それに長裳の裾すそに入った切れ込こみも、先ほどまでよりもさらに上、腰の辺りにまで達している。切れ込みの隙すき間まから艶なまめかしい素す足あしが覗のぞいているのは変わらないが、見える素足の面積が増えている。上は首回りまで覆おおわれているが、素材その物が薄いから大きく盛り上がった胸がいい感じに強調されていた。とてもこれから戦に出ようという者の出いで立たちではない。少なくともナーガの常識ではあり得ない。これでは流れ矢が一本飛んできただけで致命傷を負いかねないではないか。

　驚いたというより、むしろ呆あきれたという顔でナーガがハリガンの全身に視線を走らせていると、その視線に気づいたハリガンが険けわしい顔を向けてきた。

「む？　おぬし、これから戦に出ようというのに、懲こりもせず吾われの胸を観賞か？　随ずい分ぶんと余裕があるものだな？」

「違うわ！」

　そうじゃなくてな、とナーガは首を振る。

「あんたこそ、これから戦に出ようっていうのに、その恰かつ好こうかよ!?」

　と言われて、ハリガンは自分の体を見下ろす。

「ん？　何かおかしいか？」

「おかしいだろ。どうして普段着なんだよ!?　なんで鎧を着ねえんだ!?　それじゃ、斬り合いもできねえだろ。どころか、弓を撃うち合っただけで討うち死にするだろが」

「……ああ、そうか」

　ハリガンはようやくナーガの言いたいことがわかったらしい。

「まだ魔法について詳しく話していなかったな」

「魔法？　それが、その薄着と関係あるのか？」

「あるのだ。魔法、即すなわち、吾われらの戦い方とな」

　ナーガが怪け訝げんそうな顔で首を捻ひねっている。

「つまりな、吾らは前線に出て人と斬り合うことなどしないということだ。弓を撃うち合うこともない。何な故ぜなら、金属は魔力を減げん殺さいするからだ。魔法の行使の妨げになるからだ。だから吾らは金属製の鎧よろいは着けないし、金属製の武器も持たない。服も、なるべく魔力を妨げない薄手の物しか着ない」

　ナーガはまだ不思議そうな顔で小首を傾かしげている。

「魔法の効果を最大限に活いかすのであれば裸はだかがいちばんいいのだがな、そういうわけにもいかんだろう？　だからこういう薄手の……おい、貴き様さま」

　ナーガは少し伸ばしていた鼻の下を慌てて元に戻す。

「な、なんだ？」

「いま不ふ埒らちなことを考えはしなかったか？」

　ぶるぶるぶる。

　ナーガは全身全霊で以もつて首を左右に振るが、ハリガンは訝いぶかしげな視線を向けたままだ。なんとか話題を戻そうと、ナーガは疑問をぶつけてみる。

「なら、いったいどうやって戦うんだよ？」

「説明するのは難しいな。それに今は説明している時間もない。ま、見ていればわかる」

「そうか。じゃあ、じっくりと見学させてもらうわ。で、それはいいとしてだ。まさか、さっき広場にいた人数だけで迎え撃とうなんて言うんじゃねえだろうな？」

「そんなことは言わんさ」

「だよな」

　ナーガは安あん堵どの息を吐はく。

「森に出ている娘むすめが、あと数人は駆かけつけてくるはずだ」

「数人かよ！　それじゃあ、合わせても十人にも満たないんじゃないのか!?」

「吾も、もう少し人数がほしいとは思うがな」

　ナーガは呆あきれたような情けないような、なんとも複雑な表情だ。

「おいおい、戦いくさは質より量だぜ。敵は二百ほどいるんだろ？　それを相手にたった十人かそこらで戦うと？」

「仕方あるまい。吾らにはそれしか戦力がないのだから」

「今までもそうだったのか？」

「そうだったよ」

「よくそれで敵の攻勢を跳はね返せたものだな」

「それはおぬしが吾われらの力を知らんからだ。吾らの戦い方を知らんからだ」

「随ずい分ぶんと自信ありげだな」

　ハリガンは薄く笑った。それが自身の力を誇る笑みだったのか、それともただの自じ嘲ちようの笑みだったのか、ナーガには判断がつかなかった。

「とはいえ、現状は人どもの侵攻を食い止めるだけで精一杯だがな。今回は相手の人数が偵てい察さつというには少し多いので、もしかすると本格的な戦闘になるやもしれん。そこがちと不安だが、まぁ押し返すだけならなんとかなるだろう」

　ナーガはまだ納得できないといった表情だった。

「その目で見ればわかる」

「ああ、わかった。あんたらの勇ゆう姿しをとくと拝おがませてもらうわ」

「では、吾について来るがいい」

　自信満々の様子でそう言って背中を向けたハリガンに、ナーガが声をかける。

「そうだ、ハリガン。俺おれから取り上げた俺の得え物もの、あれを返しちゃくれねえかな」

「む、そうか。そうだな。戦場についてくるのに何も武器を持たないでというのも具合が悪いか。よし、そこで待っておれ。直すぐに持ってくる」

　家の中に引っ込こんだハリガンは、書斎に隠しておいたナーガの得物を手に提さげて直ぐに戻ってきた。

　ハリガンの手から剣を受け取ったナーガは、それを嬉うれしそうに腰の帯に差した。

「おお、これだ、これ。やっぱ、これがあるとないとじゃ安定感が違うわ」

「ふふん、まるで体の一部のような言い方じゃな」

「体の一部ってのは大げさだが、丸腰なのはどうも不安でな。この剣……いや……剣？」

　ナーガが首を捻ひねる。

「違うな。こいつは剣じゃねえ」

「は？　それが剣でなければ、なんだと言うのだ!?」

「これは……これはな……これは、そう、そうだ、思い出した！　これは刀かたなだよ！」

「カタナ？　その武器の名前か？」

「名前っつ～か、武器そのものっつ～か……そうだな、そういう名前をした剣の一種だと思ってくれればいいや」

　ハリガンはにやりと笑った。

「よくはわからんが、まぁわかったということにしておこう。それはともかく。おぬし、武器の名前を思い出せたのだな」

「ああ、思い出したわ」

「他に何か？」

　輝いていたナーガの顔がみるみる消しよう沈ちんする。

「いや……他は駄目だな」

「まぁ、そう気落ちするでない。たとえ一つでも思い出せたということは、これから他のことも思い出せるということではないか」

「……だな。気長にいくか」
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　村の広場に集まったのは、ハリガンを除けばみな十代と思われる若い娘むすめばかり。恰かつ好こうはてんでバラバラで、鎧よろいを着ている者は一人もいなかった。

　全員がハリガン並みの薄着で、布ぬの地じの面積がハリガンよりもずっと小さい者さえいた。

　あんな恰好で本当に大丈夫なのかとナーガが驚くのも無理はなく、魔女の出いで立たちは、彼が感覚的に知っている戦いくさ装しよう束ぞくとは根本的に異なっていた。驚くだけでなく、危機感すら覚える。集まった魔女を不安そうな、むしろ不審そうな目で彼が見回していると、ユウキと視線が合った。

　さすがに全員出撃ともなれば、ナーガの顔を見たくないとも言っていられないわけで、彼女もちゃんと出てきていた。

　ユウキも他の魔女と同様、薄着で肌の露ろ出しゆつ面積が大きかった。体の線がはっきりと出ているユウキの出で立ちを見ると、どうしたって水浴びしていたときの彼女の裸ら身しんが蘇よみがえってきてしまう。

（あれは……綺き麗れいだったな）

　ナーガはユウキが眩まぶしく感じられて目を細めるが、彼女は嫌悪感を隠そうともせず彼のほうに視線を向け、僅わずかに唇を動かした。声は聞こえなかったが、レラの呪じゆ符ふを首の後ろに貼はっているおかげで彼女がなんと言ったかナーガの脳のう裏りに伝わってきた。

「死ね！」

　吐はき捨てるようにそう言ったユウキは、ナーガに注いでいた汚らわしい物を見るような蔑さげすんだ視線をふいっと逸そらせた。

（随ずい分ぶんと嫌われたものだな、おい）

　ナーガは内心で苦笑する。

（まぁ、元々が嫌われ者だったからなぁ、俺おれは……って、いや……そうだったか？　そうだったような気が……するな）

　なんとなく嫌な思い出が蘇りそうになり、ナーガはユウキから視線を外して思考を切り替えることにした。

　広場には若い魔女たちだけでなく、隠れ里から砦とりでに来ていた子供たちの姿もあった。

「おい、ハリガン、まさか、あんな小さな子供も連れていくのか？」

　十歳かそこらの女の子三人に目を留とめたナーガに対して、ハリガンが、まさか、と首を横に振った。

「あの子らはまだ戦いくさには出せん。ここの留守番をさせておく」

「それを聞いて俺おれもほっとしたぜ」

　ハリガンは三人の子供たちに、

「おとなしく留守番をしておれ。二、三日で戻る。食事の支し度たくはできるな？　森に出ていた娘むすめらが戻ったら最低二人は砦とりでに残れと伝えろ。何かあれば鳩はとを飛ばす。鳩小屋には注意していろ。もしここが危なくなったと思えば一目散に里まで逃げるのだ。わかったな？」

　などと言い聞かせる。こんな状況にも慣れているのか、子供たちも騒いだり怖がったり怯おびえたりすることもなく、おとなしくハリガンの言葉に頷うなずいている。

　健けな気げなもんだと、ナーガは大いに感心した。

　ナーガは自分のいた国の戦の記憶が、うっすらと脳のう裏りに浮かんできた気がした。

　そこでは戦は日にち常じよう茶さ飯はん事じで、死は常に隣り合わせだった。女や子供といった弱い立場の者は、いつも怯えながら日々の暮らしを送っていた。

（もっとも、ここでは女が戦士みたいだが。そこが俺の知ってる戦とはかなり様よう相そうが違う気がする。それにしても、あの恰かつ好こうでどうやって戦おうっていうんだ、こいつら？）

　自ら経験してきた戦の記憶はかなり朧おぼろ気げで、具体的な戦闘の仕方などを思い出せたわけではないが、ナーガはどうしても目の前の光景を受うけ容いれ難がたかった。なんというか、感覚的に、あるいは本能的に「違う」気がして仕方がない。そんなふうに、違和感や不審感が先に立つものの、戦そのものを前にしたときの高ぶりは、元いた世界でのそれと何も変わらないような気がする。

　高こう揚よう感と諦てい観かんと、義務感と期待感と、恐れと愉ゆ悦えつと。

　そんな相あい反はんする感情が魂たましいを揺ゆさぶる。

　一方で、冷めた自分がいるのも感じている。

　戦うために戦うのではない。勝つために戦うのだ。

　ナーガは熱い魂に己を揺さぶられながらも、広場で出撃の準備を進める魔女たちを冷静な目で見つめるのだった。
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「みな準備はいいな？　出るぞ！」

「「「はい、姉あね様さま」」」

　ハリガンと共に出撃するのは、ナーガにもお馴な染じみのアイスとレラ、ユウキ。その三人以外にも、セレナとディー、ケイとノーザという四人の魔女がいた。合わせて八人だ。

（森に出てる奴が五、六人いるって言ってたが、それにしたって、全部合わせても十二、三人じゃねえか。砦とりでにも何人かはいるんだろうが、あくまで「何人か」だろ。どうやって二百を相手に戦うっていうんだ。しかも、あんな恰かつ好こうで。ハリガンの奴は自信満々だったから、いつものことなのかもしれねえが……いや、ちょっと待て）

　大きな疑問に囚とらわれたナーガは思わず足を止め、砦の外に走り出ていこうとするハリガンの背中に声をかけた。

「おぉいハリガンさんよ、馬はないのかぁ？」

　足を止めて振り返った彼女の答えは、にべもなかった。

「ないな」

　予想もしないハリガンの返事にナーガは内心げんなりしながら、なおも重ねて訊きく。

「どうして馬がいないんだ？」

「野生の馬を飼い慣らすのは難しいのだ。吾われらにはそんな余裕はない」

「だったら、買えばいいじゃねえか」

「人が敵対者である吾らに馬を売ってくれると思うか？」

　と逆に問われ、ナーガは言葉に詰まる。

「昔は馬を扱っている漂ひよう泊はくの民たみにもそれなりの伝つ手てがあったのだがな、今では彼らがこの地を訪れることも滅めつ多たにない。だいいち、馬は乗りこなすのが難しい。とくにこんな森の中ではな。落馬の危険を思えば、自分の足で走ったほうがまだマシというものだ」

「そうかぁ？　こんな森だからこそ、馬で走ったほうが早いと思うんだがなぁ」

「おぬしが自分の足で走りたくないだけではないのか？」

「う。ま、まぁ、そういう側面があるのは否定しないがな」

「軟弱者め」

「いや、俺おれたちの世界じゃ、馬に乗るのがふつうだったんだよ……たぶんな」

「ここでは自分の足で走るのがふつうだ。諦あきらめろ」

「あぁそうかい、わかったよ」

　いくら森が深いとはいえ、一刻か二刻もあれば抜けられるだろうし、ここはこいつらにつき合って走るかとナーガは観念したのだが、それはとんでもない勘かん違ちがいだった。





　５






「森を抜けるまで半日がかりじゃねえか！」

　砦を出たのが昼頃で、あと少しでようやく森を抜けられるという地点に到達したのが、なんと日付が変わった深夜のことだった。ここに来るまでにハリガンは何度か休憩を入れてくれたのだが、それでもナーガは息も絶たえ絶だえだった。

　それに比してハリガンは多少汗をかいているものの疲れも見せず平然としている。他の魔女たちも同様だった。

（これしきで音を上げるとは。最初からアイスに背負わせたほうがよかったか？）

　と思いながら、ハリガンは冷ややかな視線をナーガに注ぐ。

「この深い森があるからこそ、人どもは吾われらの領域に容易に侵は攻いって来られんのだ」

「そう……なんだろうが、しかし、おまえら……本当に健けん脚きやくだな。俺おれだってかなり鍛きたえているはずなんだが」

　ナーガは腰を曲げ、手を膝ひざに置き、必死に息を整える。

「はぁん、あんたが軟弱なだけよ。口では威勢がいいことばっかり言ってるけど、本質はあれね、軟弱で惰弱で脆ぜい弱じやくで横おう着ちやくで大おお馬ば鹿かね」

　ここぞとばかりに、ユウキが言いたい放題の罵ば声せいを浴びせかけてきた。

　調子に乗りやがって、と内心で反発するものの、ナーガにはツッコむ気力すらない。

　やはり馬が要いる。それに、ハリガンたちも砦とりでに着くのに半日がかりじゃあ戦いくさに間に合わないだろうと思ったので、それをハリガンに問とい質ただしてみる。

「なぁ、こんだけ時間がかかったんじゃ、もう砦は陥おちてるんじゃねえのか？」

「いや、それはない。人の兵は吾らの砦に近づくときは、ことさら慎重になるのだ。これまで何度も痛い目に遭あっているからな。そもそも、これまでだって兵どもは本気で砦を陥とそうとはしてこなかった。隙すきがあると思えば近づいてくるが、吾らが攻撃すれば被害が大きくならないうちにさっさと退却していくからな」

「ふうん、そんなものなのか」

「おそらく吾らの戦力を量っているのだ。それに砦には、いろいろと細工が施ほどこしてある。つまり魔法的な、という意味だが、それらが発動した気け配はいはない。今まで同様、砦の周囲を探らせるための偵てい察さつ部隊を送ってきたというのが実情だろう。もっとも今回は、いつもより兵数が多いのが少しばかり気にはなるが」

　魔法的な細工と言われても、ナーガにはさっぱりわからない。

　具体的な記憶こそないものの、経験則として、それなりの準備期間があれば少数で守る砦の側が攻め寄せてきた大軍を跳はね返した例があることは知っている。たとえば、寄せ手の頭上に木材やら石やらを降らせたり、熱湯や煮えた油を注いだりする。魔法的な細工というのもそういうことに近いのだろうと類推した。

「まぁ、よくはわからないが、わかった」

「またそれか。相変わらず適当だな」

「柔軟だと言ってくれ」

　と反論しておいて、ナーガは腰を伸ばし手を叩たたいた。

「もういいぜ。あと少しなんだろ？」

「ああ。おぬしの足でも半はん刻こくもかからず森を抜けるだろう。砦とりではその先だ」

「……その先ってのは、どのくらい先だ？」

「心配するな。目と鼻の先だよ」

　ナーガは人目も憚はばからずに安あん堵どの息を吐はく。

　それを見てハリガンが小さく笑った。

（飾らない奴だな。それは好このもしいが、しかし、この程度で息を切らしていては、ここで暮らしてはいけんぞ。もう少し鍛きたえてやらねばならんな）

　他の魔女たちは、レラを除くとあまり感心のなさそうな顔だ。あるいは敢あえて無視しているのかもしれない。ただ一人、ユウキだけがハリガンとは別種の、小こ馬ば鹿かにしたような笑みを浮かべていた。

「では、行くぞ」

　松明たいまつを掲げたハリガンが先頭に立って再び走り出し、その後に魔女たちが続き、最後尾から必死の形ぎよう相そうのナーガがついていく。隣には彼の走りに合わせるように、やはり松明を掲げたアイスが走っていた。

　ここで倒れたら末代までの恥さらしだという思いで、ナーガは無理やり己を奮い立たせ、残りの距離を走り切った。ハリガンが言ったとおり、半刻もかからないうちに木々の密度が低くなり、やがて唐突に森が終わった。
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　森が途切れたその先は断崖絶壁だった。角度はほぼ垂直に近い。

　小さな砦は断崖と森のあいだの僅わずかに開けた土地に建っていた。それ以外の場所は森の直すぐ先が断崖である。

　巨大な鉈なたか何かで大地を切り取ったような印象の地形だが、砦の前方だけは崖ではなく斜面になっている。巨人が小山を崖に押しつけたら、山の半分が崖にめり込こんで埋まった。そんな印象だ。急斜面ではあるが、左右に広がっているような絶壁ではない。登ろうと思えば人が登って来られるだろう。

　魔女たちの砦は、ちょうど斜面の登り口を扼やくす場所に建っていることになる。

　鬱うつ蒼そうとした森の印象から低地にあるものとばかり思っていのだが、逆に高地だったのがナーガには驚きだった。

　彼が砦の周囲を見ていると、向こうから二人の魔女が姿を見せた。砦に巡らせた木もく柵さくには小さな隙すき間まがあるので、中の様子が窺うかがえるのだ。現れた若い魔女は砦の門の大きな閂かんぬきを二人がかりで外して門を開けた。砦の規模に比べると不ふ似に合あいなほど大きな門だった。

　ハリガンを先頭に、魔女たちが砦とりでの中に入っていく。ナーガも彼女たちについて砦に足を踏み入れた。

　中に入ってみると砦はナーガの予想よりずっと小さかった。三の砦より一回りも二回りも小さい。敷地の中には簡素な木造の居館と倉庫らしき建物があるだけで、目につく砦らしい物といえば、木もく柵さくの内側、崖を見下ろす場所に建っている背の高い望ぼう楼ろうだけ。

　そして、この砦に詰めていたのはたった三人だけらしかった。

　援軍──というのも躊躇ためらわれる人数だが──が中に入ると、アイスが一人で閂かんぬきを閉めた。

　ハリガンは一の砦にいた娘むすめをナーガに紹介する。

　二人はリンネ、リンナという姉妹で、見た目はそっくりだった。やはり他の魔女同様、最前線の砦に詰めているとは思えないような薄着である。村から戻した伝でん書しよ鳩ばとで予あらかじめ報告を受けていたから、二人はナーガがハリガンたちと一緒に現れたことに驚いてはいないが、それでも初めて見る男──しかも異界人──に興きよう味み津しん々しんという風ふ情ぜいだった。

「人の軍はどうしている？」

　とハリガンに訊きかれ、姉妹の一人が応えた。いま紹介されたばかりなのに、あれがリンネなのかリンナなのか、ナーガにはもうわからなくなっていた。

「先せん遣けん隊たいが斜面の下に集まっているようです。夜が明ければ斜面を登ってくるかもしれません。いま上でクゥが見張ってます」

「夜明けにはまだ時間があるな。吾われも望楼に登っておくか。レラとリンナはついて来こよ」

　とハリガンが言うので、ナーガは彼女に訊いてみる。

「俺おれも登っていいか？」

「かまわんよ。あとからついてまいれ」

　ナーガに向かって頷うなずいたハリガンは、

「アイスたちはあれを出しておけ。出したら部屋で休んでおれ。夜が明けたら動かす」

　と言い置いて、望楼を登るための梯はし子ごに向かった。

　気がつくとユウキの姿は見えなくなっていた。砦に入った直後にナーガの目が届かない場所、住居棟か倉庫の中にでも移動したのだろう。ハリガンもそのことに気づいているだろうに、とくに何も言わずに梯子に手をかけた。梯子を登り始めたハリガンにリンナとレラが続き、最後にナーガが梯子に手を伸ばしたのだが。

　ナーガがふと見上げると、なんとも言いようのない光景が目に飛び込こんできた。何しろ長い短いはあっても、みんな裳もを着ているだけだ。そして垂直の梯子とくれば、下からだと丸見えなのである。太ふと腿ももから下帯までが。

　その素敵な光景にナーガの目が点になる。

（ここの連中、ずいぶんと開放的な衣装の上に、恐ろしいほど活動的だな。まぁ、本人たちがそれでいいなら、俺がとやかく言うこっちゃねえが）

　ナーガは遠慮なく容よう赦しやもなく上方に視線を向けたまま垂直に取りつけられている梯はし子ごをゆっくりと登りきった。

　ナーガがあからさまに見上げていたのに誰だれも何も言ってこなかった。彼のことなど眼中にないのか、それとも攻めてきた人の部隊に誰もが注意を奪われているのか、いずれにせよナーガにはもっけの幸いだった。

　ナーガが望ぼう楼ろう上部に作られた見張り台の上に立つと、すでにハリガンは見張り台の最前に設しつらえられた手すりの前に立って眼下を覗のぞき込こんでいた。

　暗くて何も見えないのに、魔女は暗闇でも物が見えるのか？　とナーガは怪しむ。

　ハリガンの隣に立って下方を指し示しているのがクゥという魔女だろう。彼女は彼女で全身に細い革かわ帯おびをぐるぐると巻き付けているだけという、なんとも刺激的な恰かつ好こうだった。肝かん心じんなところは隠しているが、言い換えれば肝心なところ以外は隠していないわけで、異界から来たナーガには刺激が強すぎる。ナーガが目を見開いてクゥを見ていると、その視線に気づいたのか、彼女が首を巡らせたので、二人の視線が合ってしまった。

　慌てて目を逸そらせるのもどうかとナーガがそのまま彼女を見ていると、クゥは真面目まじめな顔のまま会え釈しやくしてきた。

「お、おお？」

　ナーガも鷹おう揚ように手を挙げ、会釈を返す。















　すると、クゥがとことこと進み出てきて、ナーガに厚手の布を差し出してきた。

「ん？　これは？」

「明け方、冷える、どうぞ」

「ああ、そうか。すまねえな」

　軽く会え釈しやくして布を受け取ったナーガは、それを広げると肩にかけた。

「っていうか、おまえこそ随ずい分ぶんと涼しそうな恰かつ好こうだが、寒くはないのか？」

　ん？　と首を捻ひねったクゥだが。

「大丈夫。これ、保温性ある」

　と自分が着て（？）いる革かわ帯おびを指さした。

「それが？　本当か!?」

「本当。触ってみると、わかる」

「へえぇ。どれどれ」

　ナーガが手を伸ばしてクゥの体に巻き付いている革帯に触れてみると、なるほど、たしかに少し温かい。

「おいおい、本当に温ぬくいぜ、これ。不思議っつ～か面白いっつ～か」

　ナーガはぺたぺたとクゥの革帯のあちこちを触り出す。

「おお、ここも。ここも。こんなとこまで温くなってる！」

「あ、そこは、ちょっと、困る」

「何をしているか、貴き様さまは──っ!?」

　ずごっっ。

　太い束になったハリガンの髪の毛で殴られ、ナーガの体が吹っ飛んだ。

「い……痛いてぇぇ。っていうか、おまえのその髪!?」

「これは吾われの魔法の力の一いつ端たんだ。それより貴様、何をしているのかと訊きいている！」

　床に転がったナーガは、上体を起こして頭をさすりながら応えた。

「いや、そいつがこの革帯は温かいから触って確かめてみろって言うから、確かめていただけだぜ？」

「貴様、革帯ではなくクゥの体を触ってはいなかったか？」

「気のせいだ」

（こ、こいつは）

　クゥに向き直ったハリガンは、優しく諭さとすように言った。

「おまえも此こ奴やつに気を許してはならん。何しろ此奴は、いきなり人の乳を掴つかんで揉もむような奴だからな」

　クゥは小首を傾かしげたが。

「つまり、姉あね様さま、この人に乳、揉まれた、ですか？」

　他の娘むすめたちが三人に視線を向け、じっと聞き耳を立てている。

「あ[image: ][image: ]、うほん」

　わざとらしい咳せき払ばらいをしたハリガンはクゥに、

「今の話は忘れろ」

　と声をかけ、他の娘を睨ねめつける。

「おまえたちも、見張りをサボるな」

　娘たちがそそくさと持ち場に戻ると、ハリガンは険けわしい視線をナーガに向けた。

「おぬしも、もう少し緊張感というものをだな……」

「ああ、悪い悪い。あんたらの恰かつ好こうがどうにも刺激的なんでな、ちょいと浮かれたわ」

　へらへらと笑いながら立ち上がるナーガを、ハリガンは呆あきれた表情で見つめる。

（本当に緊張感がない奴だ。今がどういう状況かわかっていないはずはあるまいに。いま直すぐ戦いくさが始まるわけではないが、あまり勝手なことをされては士気に影響するわ）

　そこでハリガンは、自重しておけ、と釘くぎを刺しておく。

「悪戯いたずらが過ぎると、そこの崖から突き落とすぞ」

「いや、わかったわかった。自重する。っていうか、もうしねえ」

「そうしてもらえるとありがたいものだな」

　ハリガンはナーガを睨にらみつけてから持ち場へ戻っていった。

「こちらから仕掛けるわけにもいかん。夜が明けて奴らが動きだすのを待つしかない」

　とハリガンに言われ、レラやリンナも布にくるまって見張り台の床に腰を下ろした。

　ナーガもおとなしく床に腰を下ろして夜明けを待つことにする。

　空はまだ夜の帳とばりに覆おおわれていて大小二つの月と星以外に何も見えないが、それでも東の空がうっすらと白んできているのがわかった。

　そうして一刻ほどが経たち、黒い夜空は西方三分の一まで後退し、中天は群ぐん青じよう色へ、そして東の空は茜あかね色いろへと変わっていった。
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　やがて陽ひが昇ってきた。

　ナーガはくるまっていた掛け布から抜け出て立ち上がる。早朝の冷気が彼の体に染み込こんできて、眠気が吹き飛んだ。身が引き締しまる思いだ。

　見張り台の縁ふちまで歩いたナーガが辺りを見渡してみると、そこからの見晴らしは素晴らしいの一言だった。

　木もく柵さくの直ぐ先で大地が切れ落ちている。左右には標高差が三、四百メートルはあろうかという垂直に落ち込む崖が続いていて、その向こう、遙はるか眼下には茫ぼう洋ようとして起伏のある大地が広がっていた。光る鱗うろこを持つ大蛇がうねるように、大地の中を幾いく筋すじかの大河が流れている。薄黒い細い線は大河から分かれる支流だろう。ところどころに雲が浮かぶ青空と大地を分けているのは、白い残雪を戴いただいた高峰の連なりだった。目の前には斜度が四十度ほどもあろうかという急斜面があった。朝日が照らし出す急斜面に樹じゆ木もくは生えておらず、最下方で蠢うごめく人の姿がよく見えた。

　何もかもが、ナーガの知っている国土とは比較にならないほど雄大だった。

　彼は自分がいた国土をよく覚えてはいなかったが、それでもこぢんまりとした山野や森、川や池などの映像が意外と明瞭に脳のう裏りに浮かんできた。

　そこがなんという土地なのか、なんという山なのか、なんという川なのかはまったく思い出せないが、その映像にナーガは強い郷きよう愁しゆうを感じた。

　懐かしさに胸が締しめつけられそうになったが、直すぐに思考を現実に切り替える。もはや彼にとって、この見たことも聞いたこともない異世界こそが現実なのだ。

　ナーガは状況の把握に努めた。

　敵の先さき駆がけ部隊は斜面の下に集まって上を窺うかがっているだけである。その様子を見る限り、ハリガンの言うとおり、敵は本気でこの砦とりでを攻め陥おとそうとしてはいないのかもしれない。とはいえ、いくらこの砦が天てん嶮けんに建っているとはいえ、台地の上まで登って来られて包囲されたら保もち堪こたえられないだろうと予想できる。

　であれば攻撃するなら敵が登ってくるところをだ、と判断したナーガは改めてハリガンに視線を向けたが、彼女はレラやクゥと熱心に話し込こんでいる。直ぐに行動を起こそうというつもりでもないようだ。

　ナーガの視線に気づいたハリガンが顔をこちらに向けてきた。隣に立つレラとリンナ、クゥの三人も一斉にナーガに顔を向ける。

「どうした？　何か言いたいことが？」

「いや、敵を攻めるなら今だと思うんだが……攻撃しないのか？」

「敵が動いたら反撃する。そのための用意はあるのだ」

「は？　ある？　何が？」

「だから。反撃するための道具だよ」

「そうか。そりゃそうだよな。で、どうやって敵を攻撃するんだ？　石を落とすのか？　いや、ここなら丸太を落とすほうが簡単か」

「石？　丸太？」

　ハリガンが眉まゆを顰ひそめたので、ナーガはまた不安に囚とらわれた。

「石とか丸太で登ってくる奴らを攻撃するんじゃないのか？」

「なるほど、そんな手もあるのか」

　ハリガンが真面目まじめな顔で感心したので、ナーガは気勢を削そがれてしまう。

「ち、違うのか」

「違うよ。面白い方法だとは思うが、吾われらには実現が難しい手段だな」

「どうしてだ？」

「いくら森の木を伐きり放題だといっても、ここから落として登ってくる人の軍を攻撃するだけの丸太を用意するのは手間暇がかかりすぎる。吾らの人数では大量の丸太を用意するのは難しいんだ」

　そう言われればたしかにそうだ、とナーガは内心で苦笑する。

「なら、どうやって攻撃するんだ？　矢を射かけるってわけでもないんだよな」

「あれでだよ」

　ハリガンが望ぼう楼ろうの端──ナーガが立っているところとは反対側──へ歩いていって下方を指し示すので、彼は急いでそちらへ歩み寄り、ハリガンの指先を目で追いかけた。

　砦とりでの中なか程ほど、地面の上に、大きな荷車が引っ張りだされていた。荷車には、布で覆おおわれたこんもりとした盛り上がりを見せる何かが載のせられていて、アイス以下の魔女たちがそれを取り囲んでいた。載せられているのは縦に細長い何かで、覆い布が盛り上がった部分を見ると、全長三ヤルド（約八メートル）以上はありそうだった。横幅は一ヤルド（約二・七メートル）くらいか。

　ハリガンが「あれで攻撃する」と言っている以上、何かの兵器だと思われるが、ナーガにはあれがなんなのか、まったく見当がつかなかった。

「投とう石せき機ってわけでもねえだろうし」

　とナーガが呟つぶやくと、ハリガンがにやにや笑いを浮かべた。

「気になるか？」

「そりゃ、もちろん気になるわ」

「これから動かす準備をする。間近で見せてやろう」

　手すりを掴つかんだハリガンは下に向かって大きな声で叫んだ。

「アイス、覆い布を取ってくれ。下に降りる」

　見上げたアイスが、はい、と応えてハリガンに手を振った。

　アイスが合図すると、台車の上に載っている物にわらわらと魔女たちが群がり、直すぐに縄が解ほどかれ、覆い布が畳まれ回収された。
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「な……なんだ、あれは!?」

　目を見開いたナーガは、手すりから落ちそうになるほど大きく上体を乗り出した。

「あれは木で偶く人にん形ぎようだ」

　ナーガはゆっくりと上体を引き、のろのろと顔をハリガンに向けた。

「木で偶く……人形？」

　ナーガは頭頂に幾いくつもの「？」を浮かべながら訊きく。

「何をする物なんだ？」

「人の兵を攻撃する物だよ、むろん」

　ナーガはもう一度、台車の上に横たわっている人の形をした木製のそれを覗のぞき込こむ。

　どう見ても、どこから見ても、ただの大きな木製の人ひと形がたでしかない。

　あれでどうやって敵兵を攻撃しようというのか、ナーガには皆目見当がつかなかった。

「どういう意味かわかんねえよ」

　ナーガが頭を掻かきむしっていると、近づいてきたハリガンに軽く肩を叩たたかれた。

「いま使い方を見せてやる。ほれ、ぼやぼやするな。下に降りるぞ」

「そうか、わかった。じゃあ、先に下りてるからな」

　ナーガは真っ先に梯はし子ごに取りついて下り始めた。

（なんだ？　随ずい分ぶんと張り切っているな）

　訝いぶかしげに思いながらもハリガンは梯子に足を載のせた。

「レラとリンナも下りよ。クゥは残って見張りを続けろ」

　と命じておいて直すぐに梯子を下り始めたハリガンだったが、途中でふと気になって足下を見ると、梯子の途中で足を止めたナーガがこちらを熱心に見上げていた。

「どうした？　おぬし、木で偶く人にん形ぎように興味があったのではないのか？　どうして途中で止まっている？　そんなところにいられては吾われが下りられんではないか」

「いやぁ、いい眺めなんで、ついな」

「ああ？　何を言ゆうておる……って、はっっ!?」

　そこでようやくハリガンは自分の恰かつ好こうと、自分とナーガの位置関係に思い至る。垂直に取り付けられた梯子の下から覗き込まれたら、長なが裳もの中まで丸見えになることに遅まきながら気がついた。

「この期に及んで、阿あ呆ほうか、おのれは──っっ！」

　ハリガンは直ぐ下にいたナーガを足あし蹴げにした。彼女の靴裏が顔面に入ると、うぎゃっと悲鳴を上げてナーガが梯子から転げ落ち、強したたかに背中を地面に打ちつけた。

　ハリガンは手足を動かすのももどかしく一気に梯子を下りると、四よつん這ばいになって腰を押さえ、低く呻うめいているナーガの隣に立った。

「昨夜、自重しろと言ったばかりなのに、何をしているのだ、貴き様さまは！」

「あ、いや、そう怒鳴るなって」

　ナーガは四つん這いのまま顔だけを向けてきた。

「登るとき、あまりにも素敵な光景を見たから、もう一度拝おがみたくなってだな」

　ハリガンはハッとして思わず裳も裾すそを押さえたが、今さら押さえたところで意味などないことに気づく。

「己はぁぁぁ」

　ハリガンの髪の毛がぞわりと動いて一つに束ねられ、大おお槌つちのような形状に変化したかと思うと、次の瞬間、ぐぐっと上に持ち上がった。

「いっぺん死んでみい──っっ！」

　大槌状の髪の毛が勢いよく振り下ろされたので、ナーガは腰の痛みも忘れ、大きな悲鳴を上げて地面の上を転がった。

　ずどん！

　ナーガがいた場所の地面が丸く凹へこんでいた。とてもではないが、ただの髪の毛とは思えない凄すさまじい威力だった。間一髪でハリガンの髪の毛を避よけたナーガは必死の形ぎよう相そうで起き上がり、彼女に向かってびしっと指を突きつける。

「なんてことしやがる!?　避けなきゃ死んでたぞ！」

「殺すつもりでやったのだがなぁ？」

　正面からハリガンが睨ねめつけてくる。その険けわしい目つきも恐こわかったが、大槌の形を保ったままの髪の毛が彼女の頭上でぐるぐると回っているのが、さらに恐かった。

「や、待て。落ち着け。俺おれを殺しても何もいいことはないぞ？　な？」

「裳裾の中を覗のぞかれる心配はなくなるし、乳を揉もまれる心配もなくなるな？」

　ナーガは額ひたいに脂あぶら汗あせを浮かべたまま固まっている。

「まぁ、吾われもべつに目くじらを立てるほどのことではないと思うが、それでもあまりいい気はせんな」

（いやいや、立ててるだろ、目くじら。どころか、俺を殺しに来てるじゃねえか）

「ああ、わかったわかった。自重する。自重するから」

　気を落ち着けようと深呼吸したハリガンが、束ねた髪の毛を解ほどいた。

「男と行動を共にすることはない故ゆえ、些いささか無防備になっていた吾らにも多少の責任はあるのやもしれんが」

「だろう？　俺だけの責任じゃねえよな？」

「開き直るな、このすけべめが！」

　とナーガをキツい目で睨にらみつけたハリガンだが、ふっと表情を緩ゆるめ、今度は憐れん憫びんの色を浮かべて言った。

「おぬし、ユウキの前で今のような真ま似ねをすれば、確実に殺されるぞ？」

『今のような真似』よりも、もっと凄すごいことをした自覚があるナーガは、内心で冷や汗を流しながら、それを悟られまいとして表情を引き締しめた。

「ああ、わかったって。反省するから、もう勘弁してくれ」

「本当に反省しておるのか、貴き様さま」

　とハリガンは疑わしそうな顔だが、ナーガは片目を瞑つぶり、どんと自分の胸を叩たたいた。

「してる、してる。大反省大会中だ。何しろ反省させたら俺おれの右に出る奴はいねえ」

（こ……こいつは。まったく反省の色が見えんわ。参ったな。ただの馬ば鹿かですけべなだけの男だったのか？　いや、そんなことはないと思ったのだが）

　ハリガンは小さなため息を吐つく。

「あのぅ、姉あね様さま、そろそろ準備をしないと、人の兵が登ってきてしまうかも、ですよ」

　向こうからアイスが呼びかけてきて、それでハリガンは状況を思い出した。

「ああ、そうだな。急ぐか」
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　下にいたアイス以下が取り囲んでいる荷車の横にハリガンやナーガが立つ。大きな木で偶く人にん形ぎようは、胴体や手足に弓矢攻撃に備えるための厚手の革が何枚か重ねて巻かれていた。

　木偶人形を間近で見たナーガは、手足が本体と繋つながっていないことに気づく。手や足も肘ひじや膝しつ関かん節せつに当たる部分が離れているが、そこだけではない。よくよく見れば木偶人形は、頭部、胴体、左右の太ふと腿もも、膝ひざ下した、踵かかとから爪つま先さき、左右の上腕、肘から先、手首から先、そして手の指が左右それぞれ三本ずつという、全部で二十もの部品に分かれていた。

（今から組み立てるってのか？　しかし、胴体には嵌はめ込こむような凹へこみがないし、手足の先にも突起がないじゃねえか）

　ナーガの視線と不思議そうな表情に気づいたハリガンは小さく頷うなずいてみせる。

「ああ、手足や頭はこれから繋げるのよ。これでな」

　ハリガンは自分の長い髪の毛を手の指で梳すいた。

　どういう意味だ!?　とナーガが怪け訝げんそうな顔をハリガンに向けてくるが、彼女はそれに応えず、四つの車輪がついた荷車に跳び乗った。

　木偶人形の右足の先端、胴体部分に近い箇所にしゃがみ込んだハリガンが自分の髪の毛を数本切り取って指で扱しごくと、切った髪の毛の両端が硬くなった。

　続けてハリガンは伸ばした髪の毛の一方を胴体に、もう一方を足の断面に突き刺した。それを何度か繰り返すと、なるほど、たしかに胴体と右足は数本の髪の毛を介して繋がったことになる。そこまで見れば、ハリガンが何をしようとしているのかナーガにも読めてきた。読めてきたが、しかし、本当にできるのかという疑いを払ふつ拭しよくできない。

　ハリガンは淡々と同様の作業を繰り返し、二十の部品すべてを己の髪の毛で繋ぎ終えた。彼女にとっては手慣れた作業らしく、それほど時間はかかっていない。

「さて、これでよし。レラ！」

　ハリガンに呼ばれてレラが台車の上に跳び乗った。彼女は手にした呪じゆ符ふを、木で偶く人にん形ぎようのあちこちにぺたぺたと貼はりつけていく。呪符には蚯蚓みみずがのたくったような筆跡で──ナーガにはそうとしか見えない──何かが書きつけられていた。

　レラは木偶の胴体だけでなく、手にも足にも呪符を貼りつけていく。ほどなく十数枚の呪符を貼り終えたレラは、ハリガンと共に荷車から降りてきた。

　荷車から降りたハリガンは、周りを取り囲んでいた娘むすめたちに命じる。

「退さがれ」

　即座に魔女たちが退がっていくのを見て、ナーガも慌てて後あと退ずさった。

　目を閉じたハリガンは精神を集中させ、口の中で何事かを祈るように呟つぶやいている。

　ごとり。

　荷車の上で音がし、そちらを見やったナーガが目を見開いた。

　いつの間にか、首や手足と胴体のあいだにあった隙すき間まがなくなっている。膝ひざも、肘ひじも、足首も、ぴったりと繋つながっているように見える。

　分かれていた部品がすべて繋がった木で偶く人にん形ぎようは、まさに人の形その物だった。

（そうか。ハリガンの奴、髪の毛攻撃は魔法の一いつ端たんだと言ってたが、なるほど、こっちが本命か）

　驚き感心してナーガが見つめる目の前で、巨大な木偶人形が動きだそうとしていた。

　両の膝を持ち上げ、両の腕を水平に伸ばし。

　ゆっくり、ゆっくりと、巨大な上半身が起き上がっていく。

「起たてよ、木偶。吾わが力を以もつてその命に替えよ」

　ぎしぎしという軋きしみ音を立てて、木偶人形の上半身が垂直に立ったが、木偶の上半身は動きを止めない。まるで重さがないかの如ごとく、そのまま上に向かって移動していく。

　木偶人形の腰が浮いた。

　体を支えることもせずに軽々と腰を浮かせた木偶人形は、足裏だけで斜めになった体を支えるという不自然な体勢のまま起き上がり続け、ついに荷車の上で真まっ直すぐに立った。人にはあり得ない動きだった。

　立ち上がると、その大きさがよくわかる。実感できる。

　ナーガは呆ぼう然ぜんとした顔で木製の巨人の姿を見上げていた。

　やがて木偶人形は、大きく右足を踏み出した。

　巨大な分、木製であっても木偶はかなりの重さがあるらしく、荷車がギシギシと悲鳴を上げる。

　木偶人形は持ち上げた右足を下ろす。

　大きな足裏が地面につくと同時に、ずん、という衝撃がナーガの足下に伝わってきた。

　木偶は続けて左足を下ろし、またもや地面が揺ゆれた。

　ナーガは眼がん前ぜんに立った巨体を呆あきれたような驚いたような信じられないような、なんとも複雑な表情で見つめている。

「どうだ、これが吾われの武器よ。驚いたか？」

「いや……驚いたも何も……驚いたわ」

「はっはっはっ、そうだろう、そうだろう」

　ハリガンは気持ちよさそうに笑っている。

「これを動かしているのが、あんたの魔法……なんだな」

「そうだ。手足や首を胴体に繋つないでいるのは、見てのとおり吾の髪の毛よ。あれに魔力を込こめて各部品を繋ぎ止めている。さらに各部品には予あらかじめ吾の髪の毛を仕込んであってな、それを通じて吾の魔力を木で偶く人にん形ぎように供給している。同時に、仕込んだ髪の毛は魔力を木偶の全身に流す回路でもあるのだ」

「こいつは凄すげえな。本当に凄え」

「うむうむ、もっと驚いてもいいぞ。もっと誉ほめてもいいぞ」

（なんだ、こいつ、自慢してやがるのか。まぁ、自慢してもいいだけの物ではあるな）

「で、これを何体出撃させるんだ？」

「いや、これ一体だが」

「な、なに？」

　ハリガンの返答にナーガは戸と惑まどいを隠せない。

「これだけ……なのか？」

「百やそこらの軍勢を相手にする程度なら、これ一体で充分だ」

「いやまぁ、相手が百以内なら蹴け散ちらすことも可能だろうが、数百に襲おそいかかられたら、そう簡単な話じゃねえだろ。あ、もしかして、こいつが何か特別な攻撃方法を持っているのか？　火を吐はくとか雷を落とすとか？」

「そんなものは持ち合わせておらん」

　ナーガの顎あごが、かくっと落ちた。

「レラが貼はった呪じゆ符ふを彼女の魔法で燃やすことはできるが、それはあくまで最後の手段。木偶ごと燃やして人の軍に突っ込ませるわけだからな。万が一そうしたところで、予備の木偶もあるから、何もできなくなるわけではないが」

「予備があるのなら、同時に出撃させたらどうなんだ？」

　ハリガンは小さく首を横に振った。

「これだけ大きな木偶となると、何体も同時に操ることは吾にもできんのだ」

「じゃあ、戦場に出るのは結局これ一体だけか。いったいどうやって戦うんだ？」

「どうやってもこうやっても、これだけの巨体なのだ。手を振り回すだけで、近寄ってきた兵どもは吹っ飛ばされるわ」

（おいおい冗談だろ。こんな凄すごい魔法とやらが使えるのに、いちばん肝かん心じんなそこが原始的な肉弾戦なのかよ!?）

　ナーガは胸のうちに湧き上がる違和感を抑えきれない。

「何か不満そうだな？」

「いや、そういうことじゃねえ……んだが」

（ん？　これだけ大きい木で偶くだと、って言ったな？）

「ハリガン」

「なんだ、ナーガ？」

「あれよりも小さい木偶なら複数体を同時に操れるのか？」

　ハリガンが眉まゆを顰ひそめる。

「どうしてそんなことを訊きく？」

「ただの参考までに……なんだが」

「そうさな。できんことはないだろう」

（つまり、試したことはないってことか）

「ちなみに、あの半分程度の大きさだったら、何体操れる？　二体か？」

「いや。半分なら……そうだな、四、五体は操れるだろう。ただし、複数体を同時に操るとなると、意のままに動かすというわけにはいかなくなるが」

「あ、そうか。そういうことなのか」

「そういうことだ。だから戦いくさには使えんのよ」

「胸を張って言われてもな……って、いや待て。じゃあ四分割した程度の大きさなら？」

　四分割、要するに大きさが四分の一になるわけだが、それでも高さは一ヤルド（二・七メートル）ほどもある。

「それなら、十体……いや、もっと行けるか？　二十体くらいは操れるかもしれんな」

　ということは、体高が小さくなればなるほど、一体当たりに必要な魔力の量もどんどん少なくなっていくことを意味している。

「俺おれくらいの背の高さの奴なら？」

　ハリガンがナーガの頭の天てつ辺ぺんから足のつま先まで視線を這はわせた。

「そうさな、その程度でいいのなら四、五十体くらいは行けるか？　試したこともないし試そうと思ったこともないので、はっきりとしたことは言えんがな」

「俺の背丈の半分くらいの奴だったら？」

　とうとうハリガンは呆あきれた顔になった。

「そんな物を動かしてどうすると言うのだ？　子供の遊び相手にしかならんだろうが」

「だから、あくまで参考のため、だよ」

「ふむぅ。おまえの腰までの大きさしかない木で偶く人にん形ぎようか」

　ハリガンはしきりに首を捻ひねっていたが。

「どうだろうな。百体やそこらは操れるやもしれんな。だが、先ほども言ったように操る木で偶くの数が増えれば増えるほど、複雑な動きをさせられなくなる。百体もの木偶となれば、予あらかじめ決めた単純な動きを繰り返すことしかできん。そういう意味でも戦いくさで使うには現実的ではない。だいいち」

　ハリガンは腰の辺りで掌てのひらを地面に向けて左右に動かした。

「この程度の大きさしかない木偶では、どれほど数を揃そろえようと、人間は驚きも恐こわがりもしないではないか」

「まぁそうかもしれねえがな。よくわからんが、なんとなくわかった」

「どっちじゃ!?」

「いや、邪魔をして悪かった」

　続けてくれと、ナーガが手を動かす。

　相変わらず何を考えているのか読めない奴だと思いつつ、ハリガンが木で偶く人にん形ぎようのほうに向き直った直後、望ぼう楼ろうの上からクゥの声が降ってきた。

「姉あね様さま、人の軍の先さき駆がけ部隊が斜面を登り始めました！」

　夜が明け切ったため、人の軍が動きだしたのだ。

「む。来たか。よし、木偶を出すぞ。門を開けよ」

　ハリガンに命じられ、アイスが砦とりでの門に駆け寄っていった。

　なるほど、砦の規模に比べ門が大きかったのは、この木偶人形を出すためだったのだ。

　アイスは大きな閂かんぬきを一人で引っこ抜き、大門を押し開けた。

「よし、行け！」

　ハリガンが手を動かすと、巨大な木偶人形はゆっくりと歩きだし、地面を震わせながら開いた門から砦の外に出ていった。

「門を閉めよ。各おの々おの、持ち場につけい」

　アイスは両開きの大門を引っ張って元通りに閉め、人の胴体ほどもある太くて長い閂を軽々と持ち上げて門に嵌はめた後、つっかい棒で門を補強した。

「もう一度、望楼に登るぞ」

　ハリガンがナーガを手て招まねいたので、彼は慌てて駆け寄った。

「おい、あの木偶は操らなくてもいいのか？」

「望楼からのほうがよく見える。見ながら動かしたほうが複雑な動きをさせられるのだ」

「なるほど。あいつと距離が離れていても平気なのか」

「とりあえず視認できるくらいの距離であれば、思うとおりに操れる」

　それだけ言うと、ハリガンは駆けていってしまった。

　魔法には驚かされるし、大したものだと感心もするが、それでもナーガの胸の中うちに違和感が湧いてくる。彼はその場で腕組みをして考え込こんだ。どうにもハリガンたちの考え方が違っているというか、考える方向性が違っているというか、そんな気がしてならない。

　何が気にかかるのかはナーガ自身にも未いまだよくわかっていないのだが、それでもどこか違うんじゃないかという思いが脳のう裏りにこびりついて離れなかった。

（いやまぁ、それはいい。今はハリガンがあれをどう操ってどう戦うのか、この目で確認しないとな。というか、梯はし子ごを登るの、俺おれが最後でいいのか？　また覗のぞくぞ？）

　ナーガは望ぼう楼ろうのほうを見やったが、彼が考えているあいだに、ハリガンたちはみな登り切ってしまっていて、梯子には誰だれも取りついていなかった。

（なんだ、つまんねえな。覗くだけじゃなく触ってやろうかと思ったのに）

　自重するとか反省するとか言ったばかりなのに、懲こりない男である。

　梯子に取りついたナーガは、忙せわしなく手足を動かして素早く望楼を登っていった。
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　ハリガンは望楼の上部に設しつらえた見張り台の四し囲いに巡らせてある手すりの前に立ち、厳しい顔で眼下を睥へい睨げいしている。

　左右には切り立った崖が連なっているが、ちょうど砦とりでの前──というか下だけが垂直の崖ではなく、急角度ではあるが斜面になっている。外に出て砦を回り込んだ巨大な木で偶く人にん形ぎようが、ちょうどその斜面に向かって足を踏み出そうとしているところだった。

　ハリガンの左右に居並ぶ魔女たちを押おし退のけるように、ナーガがハリガンの横に立つ。

　眼がん前ぜんに広がる雄大な景色を目まの当あたりにしたナーガは我知らず身震いしていた。それは恐れでも怯おびえでもなく、喜き悦えつだった。あるいは期待かもしれない。

　どんな世界なのか、まだろくに知りはしないのに。

　どんな者が住んでいるのか、どんな物が棲すんでいるのか、まだ何も知りはしないのに。

　この広大な景色を見ているだけで彼の胸に自然とある種の決意が沸き上がってくる。

　この世界に戦いくさが絶たえないというなら、それを終わらせてやる。

　この世界が小国に分かれて争っているというなら、世界を統一してやる。

　この世界で人と魔女とが相あい容いれずに啀いがみ合っているのなら、共に暮らせる世の中を俺が創つくってやる。

　体だけではない。

　この広大な世界を前にして彼の心も震えていた。




　周りで、わっと歓声が上がり、ナーガの意識は現実に引き戻される。

　下方に目を向けると、器用な身のこなしで急な斜面を中なか程ほどまで下っていった巨大な木偶人形に向かって、斜面に取りついた部隊が弓を射かけたところだった。

　隣にいるレラが何やら見たことのない物を目に当てて眺めているのがナーガには少し気になったが、今は戦いくさに集中するほうが大事だと、目を細めて戦いの様子を遠望する。

　飛来した何十本という矢の半数以上が木で偶く人にん形ぎように命中したように見える。しかし、当たった矢の半分ほどが刺さらず地面に落下した。木偶に巻いてある革のおかげで刺さる矢が少ないのだ。刺さった矢も、ほとんどが革に刺さっているだけで、木偶本体は無傷に近いように思われた。

　とはいえ木偶は木偶。矢が刺さろうと刺さるまいと、大した違いはないように思える。

　どうして木偶にわざわざ革かわ帯おびを巻いているのかを不思議に思ったナーガは、己の疑問を問とい質ただそうとハリガンのほうへ顔を向けたのだが、彼女は眉まゆを寄せ歯を食いしばり、口の中で何事かを呟つぶやきながらひたすら木偶人形を見つめている。

（そうか。ああやって木偶を操っているのか。いま声をかけたら邪魔しちまうな）

　どうしようかと一瞬迷ったナーガだが、隣に立って戦況を覗のぞき込こんでいるレラの肩を、ちょいちょいと突っついた。

　彼女は自分の目に押し当てていたへんてこな形の物を離すと、顔を横に向けた。

「ちょっと訊ききたいことがあるんだが、いいか？」

　レラが少し眉を顰ひそめたので拒否されるかと思ったが、彼女は素直に頷うなずいた。

「いいけ、ど」

　ナーガは木偶のほうを指さして訊くと、つられてレラも、眼下の木偶人形のほうに目を向けた。

「あの木偶は生きちゃいないんだろ？　だったら、どうして革なんか巻いている？　矢が当たろうが刺さろうが関係ねえだろ？」

「関係はあ、る」

　ぼそりとレラがそう呟いた。

「あれを動かしているのは姉あね様さまの魔、力。魔力は仕込んだ髪の毛を通して全身を巡って、いる。矢が一本二本なら大して影響を受けないけど何十本もの、矢が刺さると魔力が巡る経路が乱れ魔力の循じゆん環かんその物が阻そ害がいされ、る」

「ふうん、そういうものなのか」

「そう。魔力の流れが阻害されれば木偶人形を上う手まく操れなくな、る。最悪その場で止まってし、まう。そうなったら倒されるだ、け」

「なるほどな。強力な兵器ではあっても万能ってわけにはいかないんだな」

　ナーガは低く小さく唸うなった。

「ついでにもう一つ訊くがな。あの木偶、操れる距離はどのくらいなんだ？　ハリガンは目視できる距離なら動かせるようなことを言っていたが、近くにいても見えてないと動かせないのか？　例えば、あいだに障害物があって木で偶くを目視できないような場合は？」

　レラが首を巡らせ、ナーガの顔を直視した。いつもより少しだけ目を見開いているから驚いているのかもしれない。

　至近距離からマジマジと見つめられ、ナーガは首を捻ひねった。

「なんだ？　俺おれ、何か変なこと言ったか？」

「いえ質問の内容が的確で要点を鋭く衝ついていた、のに少し驚いただ、け」

「あ、そう」

「見かけよりも頭がいいの、ね？」

「おい。なんでそこだけ疑問形だ？」

　ふ。

　レラの口くち許もとが微かすかに緩ゆるんだが。

「あなたの疑問に答え、る」

　と言うレラは、すでにいつもの表情に戻っていた。

「木で偶く人にん形ぎようは離れれば離れるほど操るのが難しくな、る。その限界はあなたがいま言ったように姉あね様さまが目視できる範、囲。ただしそれは操る場合はという、こと。操らなければ適用例、外。それと木偶との距離が近ければ見えていなくてもある程度までは操れ、る。ただし事態が急変したような場合には対応が取れなく、なる虞おそれもあ、る」

　そこで言葉を切ったレラは、わかる？　とでも言うように小首を傾かしげて見せた。

（こいつ、俺を試してやがる？）

　と思ったナーガは、レラの試験問題に答えてやろうと思った。

（操らなければ例外か。ってことは……）

「こういうことか？　操ることはできないが動かすことはできる。つまり、予あらかじめ指示しておいた動きを続けるだけなら可能……とか。例えば、歩けと命じておけば、姿が見えなくなっても木偶は歩き続ける……みたいな？　あと事態の急変ってのは、例えば何か建物の陰にでも入って見えなくなったところで落とし穴に落ちたりしたら、直すぐに脱出させるのが難しい……とかか？」

　今度はレラが、はっきりと目を見開いた。そして喘あえぐように言った。

「驚い、た」

　その様子から、本気で驚いているのは間違いない。

「俺を舐なめるなよ？」

「汚そうだから舐めはしない、けど」

「そういう意味の舐めるじゃねえよっ！」

「そうだ、ね。ごめんなさ、い」

「は？」

「あなたのことを見くびっていたのはたし、か。だから謝、る」

　意表を衝つかれたナーガは、照れたように頭を掻かいた。

「お、そ、そうか。わははは、いやまぁ、わかってくれればいいんだがな」

「増長し、た」

「誉ほめるか貶けなすか、どっちかにしろよ」

「じゃあ誉め、る。あなたは馬ば鹿かっぽくてとてもすけべぇな見た目に反して頭がいいので感心し、た」

「おい！　おまえ、誉めてるようで、じつは貶してるだろ！」

「そんなことな、い。かなり誉めて、る。わたしがここまで誉めることは滅めつ多たにな、い」

（自分でそういうこと言うか？）

　と内心でツッコんでおいてから、ナーガは自分の胸を指さした。

「いくら頭がよくても俺おれは人間の男だぜ？　おまえは平気なんだな」

「頭がよければ人か魔女か男か女かは問わな、い。というか少し自惚うぬぼれ、すぎ」

「くははっっ」

　ナーガは思わず大声で笑ってしまった。

「おまえ、見た目の取とっつき難にくさとは違って、なかなか面白い奴じゃねえか」

　レラが心外だとばかりに目を細める。

（それだけじゃねえ。俺の弱みを握にぎって俺と取引しようなんていう油断のならないところもあるわけだが、それすら面白いわ）

　レラを無視して、あはははとナーガが大笑していると。

　ずごっっ！

　ハリガンに髪の毛の束で殴られた。

「痛いてぇぇぇ！　髪の毛、固かてぇぇぇ！」

　ナーガは頭を押さえてその場に蹲うずくまる。

「うるさいわっ！　精神集中が乱れるだろうがっ！」

　柳りゆう眉びを逆立てたハリガンがナーガのことを睨にらみつけている。

　レラ以外の魔女たちも、咎とがめるような軽蔑したような視線を向けていた。

「ああぁ、悪い悪い」

　殴られた頭を撫なでながら立ち上がると、ナーガはおざなりな態度で右手を挙げた。

「邪魔をするなと言ったはずだが」

「すまん。本当にすまん。もう邪魔はしねえから、安心して仕事に戻ってくれ」

「次に吾われの邪魔をしたら、ここから叩たたき落おとすぞ？」

　などと脅し文句を言って彼女は顔を戻したが、目め許もとが笑っているところを見ると、本気で怒っているわけではなさそうだ。やれやれと安あん堵どの息を吐はいたナーガは、自分のことをマジマジと見つめているレラの視線に気づいた。

「なんだ？」

「あなたやっぱり馬ば鹿か、だ。馬鹿っぽいくせに頭がよくてやっぱり馬、鹿」

　ナーガは思わず苦笑を浮かべてしまう。

「ああ、前にも似たようなことを言われた気がするな」

「へぇ誰だれ、に？」

「えっと……あ[image: ][image: ]、誰に言われたんだっけな？」

　ナーガがしきりに首を傾かしげるのを見て、レラは視線を落とす。

「悪かっ、た。あなた記憶を喪なくしてい、た」

「いや、べつにおまえが謝るようなことじゃない。気にするな」

「じゃあ全然気にしないことにす、る」

「いや、少しは気にしろよ」

「どっ、ち!?」

　レラのツッコミは無視して、ナーガは彼女が手にしているヘンテコな道具に目を向けた。

「なぁ、もう一つ訊きいていいか？」

「まだある、の？」

「それ。おまえが目に当ててるそれは、いったいなんなんだ？」

　レラは手にした物、細長い双そう胴どうの筒にレンズのような物が嵌はまっているそれを持ち上げ、軽く上下に動かした。

「これは遠とお眼鏡めがねと言、う。遠くのものを大きく明瞭に見せる、魔ま具ぐ」

「ま……ぐ？」

「魔法で使う道具という意、味」

「魔法で使うのか。だったら、俺おれが覗のぞいても見えないのか？」

「見えな、い。意味がな、い」

「そうか。結局、自分の目で見るしかないってわけだ」

　諦あきらめたナーガは改めて視線を斜面に向け、戦況の把握に努めることにした。





　11






　木で偶く人にん形ぎようは全身が革で覆おおわれているのではない。とくに関節部分は革を巻いて固定してしまうわけにはいかない。だが、露ろ出しゆつしている箇所でも、それほど多くの矢が刺さってはいなかった。その反面、革を巻いた部分には多くの矢が刺さっているようだが、今のところ木偶の動きに目立った変化はない。二重、三重に巻いた革に勢いを削そがれ、鏃やじりが木偶の本体深く刺さらないのだ。

　至近距離からの弓矢攻撃をものともせず、緩かん慢まんな動きながらも木で偶く人にん形ぎようは、攻撃部隊の中に突入しようとしていた。

　じりじりと後退していく人の兵を追いかけ、木偶人形はなおも前進する。

　小山の斜面に転がっている岩を左右の手で一つずつ拾い上げた木偶人形は、それを兵士の群れに向かって投げつけた。なかなか器用な真ま似ねをする。

　兵士の列が乱れ、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていった。

　上がった土つち煙けむりが収まると、逃げ遅れた何人かの兵が倒れるのがナーガにも見えた。

　腕組みをしたナーガは微動だにしないまま、この世界に来て初めて見せるような真剣な面持ちで、これまでに見たことも聞いたこともない不思議な戦いの光景を見つめていた。それはナーガが感覚的に、あるいは本能的に知っている戦闘とは全くの別物だった。

（俺おれの知ってる戦闘は……どうだったかな、まず弓を……弓を撃うち合っていたような気がするな）

　であれば、この戦いの始まり方はナーガの知っている戦いと大きくは違わない。少なくとも人間の側は同じ行動を取っている。違うのは魔女の側だ。そしてその違いが大きすぎるため、戦いの様よう相そうがナーガの知るそれとはまるで違うものになっているのだ。

　魔法で操られている革を巻いた巨大な木偶人形が、腕を振り回し、岩を投げつけ、人の兵を追い回している。あまりに異様でどこまでも異質なその光景を意外と冷静に受うけ容いれている自分にナーガは気づいた。

　ここではあれが当たり前だというのなら、受け容れるしかない。

　それがナーガの正直な思いだった。
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　木偶人形の前に展開していた部隊──ざっと四、五十名ほど──は大きく後退していた。登り始めていた斜面から平地へと追い落とされた恰かつ好こうだ。しかし、左右に分かれた部隊のあいだを、平地に降り立った木偶人形に向かって急接近してくるものがあった。

　騎馬が四頭ばかり駆かけてくる。しかも何かを引いている。

　斜面の最下端ともなると、望ぼう楼ろうの上からではかなり距離がある。それより先は、いくら視力に自信のあるナーガでも馬や人は豆粒のようにしか見えない。だから最初は何を引いているのかわからなかったが。

（あ！　あれは城門攻撃用の破は城じよう槌ついか!?）

　騎馬が引いてきた物がなんなのかを視認した瞬間、ナーガは理解した。人の部隊が何をしようとしているのかを。

　見れば、木偶人形はなおも前進しようとして足を動かしている。

「おい、ハリガンっ！」

　ナーガの怒鳴り声に、左右に居並んだ魔女たちが跳び上がる。

　一方、明らかに怒気を浮かべたハリガンが、ゆっくりと顔をナーガに向けた。

「貴き様さま、次に吾われの邪魔をしたらここから叩たたき落おとすと……」

「あの木で偶くを直すぐに下げろ！」

「な、なんだと？」

「早くしろ。少なくとも斜面の途中まで戻すんだ！」

「なんの話だ？」

「いいから早くしろ！」

　ナーガの形ぎよう相そうから、ただ事ではないのをハリガンは悟った。

「わかった。だが、あとで説明はしてもらうぞ」

　と応えて前方に向き直り、眉み間けんに皺しわを寄せて何事かを念じる。

　その直後、木で偶く人にん形ぎようの足が止まり、ゆっくりと後あと退ずさりを始めた。

（くそ。なんて鈍のろいんだ。あれじゃあ間に合わねえ！）

　地団駄を踏みそうになるナーガの横で、遠とお眼鏡めがねを覗のぞいていたレラが悲鳴を上げた。

「姉あね様さま破は城じよう槌ついで、す！　敵は馬で引いてきた破城槌で木偶を……叩こうとしているのだと思いま、す！」

「なんだと!?」

　ハリガンは身を乗り出した。

「戻れ！　疾とく戻れ！　速やかに戻れ！」

　彼女の口の中の呟つぶやきが大きくなり、その言葉が今やはっきりとナーガの耳にも届いた。すでに肉眼でもはっきりと見えるところまで破城槌が迫っている。

　ちっ、と大きく舌打ちしたハリガンは鋭い声で命じた。

「受け止めよ！」

　この場の誰だれかに、ではない。あれは木偶人形に対する命令だ。木偶人形は迫り来る破城槌に対して身構えた。回避動作は見せない。巨体なだけに、木偶人形の動きはあまり素早くはない。この場面ではそれが災いした。どんな兵器でも長所があれば短所もある。何度か魔女たちと交戦しているのなら、人の兵が対策を練ってくるのも当然ではあった。

　ナーガは息を詰めて新たな局面に見入る。

　木偶の目前まで迫った四頭の馬が、二頭ずつ左右に分かれた直後に、騎兵が剣を振るい綱を切った。

　破城槌を載のせた台車は、騎馬に引っ張られてきた勢いのまま、なおも突進する。

　斜面と平地の境目辺りにいた木偶人形に、破城槌の先端が衝突した。

　ごぉぉぉん！

　腹を揺ゆさぶるような鈍い衝撃音が望ぼう楼ろうの上まで響いてきた。破は城じよう槌ついその物は木製だが、先端に金属を張ってあるらしい。次の瞬間、巨大な木で偶く人にん形ぎようは後ろに弾はじき飛とばされ、背中から斜面に叩たたきつけられた。

　人の部隊から歓声が上がったのが聞こえてきた。

「くそっ。立て！　立ち上がれ！」

　仰あお向むけに倒れた木偶人形は、ハリガンの叱しつ咤たに応えようと四肢を動かす。もがくような動きで木偶人形はなんとか立ち上がったが、彼女は小さく舌打ちした。

「ちっ、駄目か。レラ！」

　遠とお眼鏡めがねを外したレラが、はい、と応えると。

「今の攻撃で魔術回路が損傷したようだ。これ以上の攻撃は無理だ。戻すこともできそうにない」

「わかりまし、た」

　はいこれ、とレラが遠眼鏡を差し出してきた。

「お、おお？」

　ナーガに無理やり遠眼鏡を押しつけると、レラは見張り台の手すりに体が触れるところまで進み出た。

「いいです、か？」

　レラはハリガンに顔を向け、そう訊きいた。

「かまわん。やれ！」

　小さく頷うなずいたレラは、懐ふところから一枚の呪じゆ符ふを取り出した。

　ナーガは受け取った遠眼鏡とかいう魔ま具ぐを試しに目に当ててみる。しかし、いくら覗のぞいても薄ぼんやりとした灰色の世界が広がっているだけで、何も見えはしない。

（やっぱり俺おれには無用の長ちよう物ぶつか）

　遠眼鏡を目め許もとから離したナーガが、改めて自分の目を戦場に向けようとしたところで、レラが手にした呪符がいきなり燃え上がったため、そちらに目を奪われる。

（あ、まさか！）

　ナーガは慌てて顔を振り、木偶人形のほうに視線を向けた。

　次の瞬間、木偶人形の体のあちこちから炎ほのおが噴ふき出した。出撃前にレラが木偶に貼はっていた呪符が燃えたのだ。それでナーガは、木偶に貼られていた呪符が、レラが手にしている呪符に呼応して燃えたことを悟った。

（なるほど、こういうこともできるのか。なかなか興味深いというか無む茶ちや苦く茶ちやというか。工夫次第じゃ、もっと面白い応用方法がありそうなんだが……）

　と思いつつもナーガは、あちこちから火を噴いている巨大な木偶人形がどうなるのかを真剣な眼まな差ざしで追いかけた。

　再びゆっくりと前進を始めた木で偶く人にん形ぎようは、すでに全身が炎ほのおに包まれている。

　どうする気だと、ナーガがハリガンに視線を向けると。

「走れ！　爆はぜよ！」

　彼女はたしかにそう言った。そう木偶人形に命じた。

　彼が視線を戻すと、炎に包まれた木偶人形は前後左右に体を揺ゆらしながら前進を始めていた。走れと命じられた割には速度が上がらない。元々が巨体で鈍のろかったし、魔術の回路が損傷したから、あれで精一杯なのだ。

　木偶が倒れたため、人間の部隊は再接近を試みていた。その密集目がけて炎に包まれた木偶人形が歩み寄る。動作は鈍いが、歩幅が大きい分、見た目より速いのかもしれない。

　悲鳴や喚声を上げて逃げ惑う兵たちの中に木偶が迫った。

　兵たちの多くは逃げようとしているが、中には木偶を攻撃しようと弓矢を射かける兵がいた。ただでさえ矢が利きき難にくいのに、燃えている今なら尚なお更さらだ。おそらく、目の前でいきなり火を噴ふいた木偶が自分のほうへ近づいてくるので、恐怖し混乱して、正常な判断力をなくしているのだろう。

　あのようなときこそ部隊指揮官の資質が問われるのにと、ナーガは大いに不満を覚える。同時に、自分ならもっと上う手まくやれる、適切な指揮を執とれるのにと、そう自負もする。

　そのとき木偶人形の腕が飛んだ。

　ナーガには巨大な火矢が撃うち出されたように見えた。

　逃げ遅れた兵たちに向かって飛んでいった燃える二本の腕は、兵たちの頭上で爆ぜた。ハリガンが命じたように爆裂し、そこにいた兵たちが爆風に薙なぎ倒たおされた。

　続いて木偶の頭部が飛んだ。

　胴体を離れた頭部は、水平に飛んだ腕と違って垂直に近い角度で打ちあがり、その後、軌道を修正したかのように斜め上方に飛んでいく。当然、腕よりも到達距離が伸びる。

　先に逃げていた兵たちの頭上まで飛んだ燃える頭部は、そこで腕と同様に爆裂し、炎を撒まき散ちらして四散した。またも爆風で何人もの兵が吹っ飛んだ。中には降りかかる火の粉が兵服に燃え移って、その場を転がり回る者もいた。

　思わぬ攻撃をされて惑わく乱らんし恐怖した兵たちは、手にした武器を放り出し、後ろも見ずに一目散に逃げ去っていく。

　敵の無様な逃走を遠望したナーガは、内心で舌打ちし、吐はき捨てる。

（二百も揃そろえておいてあの態ざまかよ。だらしがねえにもほどがある。それに比べて）

　ナーガはちらっとハリガンやその娘むすめたちに目を向けた。

（こいつら大したものじゃねえか）

　ナーガの胸のうちに、十人にも満たない人数で二百もの部隊を相手に戦い、これを撃退したハリガンたちに対する尊敬の念が湧いた。魔女が魔法という人に非あらざる特殊な能力を持っていたとしても、これほどの戦い、そう易やす々やすとできるものではない。彼の高い評価は、裏を返せば「こいつらとなら一緒に戦える」という思いに通じているわけだが、このときのナーガにはまだそこまでの自覚はなかった。

　ナーガが視線を戻したとき、燃える木で偶く人にん形ぎようの本体──胴体と両足が粉々に爆散した。同時に、ハリガンが大きなため息を吐ついたのが聞こえてきた。

「大丈夫ですか、姉あね様さま」

　周りにいた娘むすめたちがハリガンの体を支えるようにしながら口々に訊きいた。

「ああ、吾われは大丈夫だ。あれも」

　顔を上げたハリガンは目を細め、斜面の先、荒れ地の上で燃えている木偶人形だった物の破片を見やって呟つぶやいた。

「なんとか誤ご魔ま化かせるだろう」

　その呟きを聞いて、ナーガは内心で首を捻ひねる。気になったことをそのまま放置しておくことが性格的にできない性分の彼は、ハリガンの言葉の真意を推おし量はかる。

（……もしかすると、今の木偶の爆発のことを言ってるのか？）

　ナーガは斜面の向こう、木偶の破片が燃えている場所のさらに先へと視線を向け、目を凝こらしたが、戦闘が行われた地点には、もう誰だれの姿も見えなかった。ふつうなら擬ぎ装そうを疑ってもいい場面だが、今回に限ってはその可能性はないとナーガは判断している。

　最初の退却は、破は城じよう槌ついで攻撃できる場所まで木偶をおびき寄せる擬装だったとしても、今の見事な逃げっぷりはとても演技とは思えなかった。だいいち、敵には木偶を燃やして爆発させるというハリガン側の攻撃を予測できたとは思えない。

　ならば、ここで少し息を抜いても大丈夫だろうということで、ナーガは疑問点をハリガンに質ただすことにした。

「ハリガン、ちょいと訊いていいか」

「ん？　それはかまわんが」

「あんたがさっき言った『誤魔化せる』っていう言葉だけどな、あれ、木偶を爆発させたことを指しているのか？」

　目を見開いたハリガンは逆に訊き返してきた。

「どうしてそう思った？」

　ナーガは、そうだな、と言って宙を見上げる。

「あんた、以前に『木偶人形の予備は何体かある』って言ったな。ってことは予備は二、三体、多くても五、六体だろ。その数しかないなら、一体使えなくなればかなりの痛手だ。それに木偶を燃やして突撃するのは最後の手段って、あんた言ってたよな。ってことは、今の攻撃は最後の手段だったことになる。ただ、それを敵に悟られると木偶の数が少ないことまでバレかねない」

　ハリガンは、ご明察のとおりだよ、とにやりと笑った。

「木で偶くの数に限りがあるのを知られたくはないからな。あの突撃と爆発が予定の行動だと思わせられれば、木偶はまだたくさんある、一体、二体燃えても吾われら魔女は困らない……と敵は錯覚してくれるだろう」

　やはりそうかと納得顔でナーガが頷うなずくと、ハリガンが揶や揄ゆするような口調で言った。

「おぬし、見かけ以上に頭がいいのだな」

「あんたもそんなことを言うのか。俺おれはどんだけ阿あ呆ほうに見えるんだよ」

「いやいや気にするな。男は見た目ではないぞ。中身だ」

　とハリガンがおざなりに慰めると、ナーガが顔を上げ、にかっと笑った。

「そうだな。男は中身だ。女の場合は見た目も大事だがな」

　ハリガンが、ん？　と小さく首を傾かしげると、ナーガは親指を立ててみせた。

「つまり、あんたらは中身も極上だが見た目も極上ってことだ」

「お？　そ、そうか？　これはなんとも高い評価を龍王ナーガ様さまから戴いただいたものだな」

「だから。龍王様って言うのは止やめろと」

「くくっ」

「はははっ」

　二人は顔を見合わせて笑い出した。
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　しばらくして笑いを収めると、ナーガは、なぁハリガン、と訊きいてきた。

「とりあえず寄せてきた部隊は撃退できたようだが、このあとどうするんだ？」

「どうもせんよ。ここには見張りを残して吾らは三の砦とりでに引き揚あげる」

「追つい撃げきはしないんだな。その理由は？」

　ナーガを見つめるハリガンの目が細められる。

「おぬし、自分ではもうわかっていることを確かめようとはしていないか？　あるいは吾を試そうとしていないか？」

　ナーガはハリガンの鋭い洞察力に舌を巻き、正直に話したほうがいいと思い直す。

「試そうってわけじゃないが、俺の推測が合っているかどうかは確かめておきたいんだ。何しろここは俺の常識じゃ測れない世界だからな」

　ま、いいだろう、と頷いたハリガンは顔を足下の向こうに広がる大地へ向ける。

「ここから先、人の土地は、割と平へい坦たんな地形が続いている。森林や山地もあるが、多くはただの荒野だ。多少の起伏があっても木で偶く人にん形ぎようの優位性が低下する。大軍を展開できる上、目標を包囲するのも簡単だ。大軍に囲まれて全方位から矢を射かけられれば、いくら革を巻いてあっても刺さる矢の数が増える。そうなれば魔力の回路が損傷する。平原では騎馬も大量投入できるし、遮さえぎる物がないから、弓より威力のある弩いしゆみで狙い撃うたれれば革の装甲では貫つらぬかれるだろう。では装甲を厚くすればいいか？　それは無理な相談でな。あれ以上厚く巻けば、魔力の伝達を阻そ害がいされてしまうのだ」

「鉄の鎧よろいなら？」

「木で偶くに着せる鉄の鎧を作ることなど吾われらにはできんよ。だいいち、そんな物を着せたら、それだけで魔力の伝達、巡回が阻害される」

　ハリガンの冷静で正確な状況分析に、ナーガは内心で小さく唸うなった。

　彼女は小さく肩をすくめ、最後にこう締しめくくる。

「数で対抗できない吾らは、だから専守防衛に徹するしかないのだ」

「そう……か。まぁ、そうなんだろうな」

　と応えたものの、守ってばかりじゃ勝てない、守ることしかできない者に未来はない、どこかで討うって出なきゃ、どこかで勝負をかけなきゃ駄目だと、ナーガは強く思うのだ。

「納得がいかんという口ぶりだな」

「納得ができないというより、まだ完全に理解できていないというべきかな。この世界が、そしてあんたらの置かれた状況が。だから、もう少し時間がほしいんだよ。そうすれば、あんたらが勝つ方ほう策さくを俺おれが提てい示じできるかもしれないぜ？」

　ハリガンは厳しい表情をふっと緩ゆるめた。

「まぁ、期待しないで待っているとしよう」

　と言うと再び表情を引き締め、周りにいる娘むすめたちを見やる。

「では、引き揚あげるぞ。ここの見張りは交代する。クゥ、リンネ、リンナに替えて、レラ、セレナ、ケイが残れ」

「わかりまし、た」

「はい、姉あね様さま」

「お任せ！」

　三人は平然と返事をした。

「クゥ、ここにある木偶はあと一体だけだったな？」

「そうです、姉様」

「村にある予備から、もう一体、運び込こんでおく必要があるな」

　ハリガンは首を回し、アイスのほうを見た。

「アイス、すまんがまた頼む」

「ええ、わかりました、姉様」

「お、おい、まさか、おまえがここまで引っ張ってくるのか？」

　ナーガが驚きの顔を向けると、アイスは、何を驚いているのかしら、というように首を傾かしげた。

「ええ、そうですよ」

「一人でか？」

「手伝ってはもらいますけど、基本、運ぶのはわたしの役目ですね」

「そうか、わかった。じゃあ俺おれも手伝うわ」

　とナーガが申し出たのは、魔女たちの健けな気げさに彼が少し感動したからかもしれない。

「と言っているが、どうする、アイス？」

　と横からハリガンが訊きいた。

　でも、と応えるアイスは喜びも感激もしていない。むしろ戸と惑まどっているふうだ。

「ここまで走ってくるだけで息を切らしていた方に手伝っていただいても……」

「正直者だな、おまえっっ！」

「よくそう言われます」

「いや、そうじゃなくて。せっかく手伝うって申し出たんだから、せめて『ありがとう』くらい言うべきじゃねえかな。っていうか、言ってほしいものだがな」

「そうですね、すみません」

　ナーガに向かってアイスが丁寧に頭を下げる。

「いくらあなたが、森を半日走っただけで息も絶たえ絶だえだったといっても、いないよりはいたほうがマシですよね。よろしくお願いします」

「とことん正直者だなっっ！」

　するとレラが追つい撃げきを放った。

「いたらいたで役に立つどころか足を引っ張る可能性もあるわけですけ、ど」

「そしておまえは毒舌だなっっ！」

「よくそう言われま、す」

「胸を張って言うことじゃないな！　とはいえ、そう言われちまうと否定はできないんだけどな。やっぱ遠慮しとくか」

「いや、吾われからも頼みたい。手伝ってやってくれんか、ナーガ」

「お……おお。だけど、いいのか？　地形も地勢も状況も何も知らない俺が手伝っても？　足を引っ張るどころか、手も首も胴体も引っ張るかもしれねえぞ？」

「かまわんよ。乳さえ引っ張らなければな」

　ナーガは、はは、と苦笑を浮かべて固まった。

　他の魔女たちはなんの話かわからなかったようだが、ナーガが湯ゆ殿どのに降ってきたときの話をすでにハリガンから聞かされていたアイスは、にこやかな笑顔を彼に向けた。けれどその目はほとんど笑っていなかった。むしろ、こう語りかけていた。

　揉もみに来たら手首を握にぎり潰つぶしますよ？　林りん檎ごの果汁を絞ったときのように。

　その証拠に、彼女は何かを握にぎるときのように両手の指を窄すぼめたり開いたりしている。

　怖おぞ気けを震ったナーガは、勢いよく首を縦に振るのだった。

　冗談はさておいて、とハリガンが話を続けようとする。

「何も知らんおぬしだからこそ、その目で見聞きしてほしいのだよ」

「あ……ああ、そういう意味か」

「そういう意味だ。アイスを手伝ってここまで歩いてくれば、周囲の地形やら地面の様子やら森に棲すむ動物やら森の樹じゆ相そうやら、いろいろと知ることができるだろう？」

「そうだな。ここへ来るときはあんたらのあとを追って必死で走っただけだから、地形の把握なんかできなかったしな」

「とりあえず人の軍は痛い目に遭あわせて追い払ったし、そう急ぐこともなかろう。アイス、ご苦労だが此こ奴やつに手伝わせてやってくれ」

「はい、わかりました、姉あね様さま」

　アイスはにこやかな顔で頷うなずいたが、ナーガは不満そうな顔を隠さない。

「そんな言い方をされると、手伝う俺おれのほうが迷惑をかけてるみたいだな」

「突然空から降ってきたおぬしは存在その物が迷惑なのだから、まぁ気にするな」

「気にするわっっ！」

　ハリガンやアイスがくすくすと笑うと、少し緊張していた様子のセレナ、ディー、ケイ、ノーザも肩の力を抜いて微笑ほほえんだが、レラだけは表情が変わらなかった。

「次に予備の木で偶くを運ぶときに、少し兵ひよう糧ろうも運んでおこう。いいな、アイス？」

「はい、それもわかりました、姉様」
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　こうしてハリガンたちは、交代要員のレラ、セレナ、ケイを砦とりでに残すと、村に引き返していった。もちろんナーガも一緒である。姿が見えなくなっていたユウキもいつの間にか戻ってきていたが、相変わらず彼のほうを見ようともしないので、彼女が今の戦いをどう思っているのかは窺うかがえなかった。




　帰りもハリガンたちは軽快な足取りで森の中を走っていく。

　少し走る速度を抑えてくれたから来たときよりはずいぶんとマシだったが、馬のほうが楽なのは間違いない。どこかでなんとかして馬を入手できないかと、ナーガは走りながらそんなことばかりを考えていた。






















第３章　一の砦の攻防、再び
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　ハリガンたちが三の砦とりでに戻った翌々日の早朝──。




　準備を終えたアイスは、予備の木で偶く人にん形ぎようと兵ひよう糧ろうを運ぶために砦を出立しようとしていた。

　ナーガも木偶の搬はん送そうに同行することになっている。

　他にも二人、搬送を手伝う魔女がいるのだが、そのうち一人はナーガにとって最低最悪の人選だといってよかった。それは相手にとっても同じことらしい。




「信じられない。どうしてわたしが男なんかと一緒に行かなくてはならないの!?　殺す。殺すわ。途中で人知れずこいつを殺す。千の肉片に切り刻んで殺して森に棲すむ山犬の餌えさにするのよ」

　などと物ぶつ騒そうなことを繰り返し言っているのは、もちろんユウキである。彼女は全身から嫌悪感と殺さつ気きを撒まき散ちらしたまま隠そうとも抑えようともしない。ユウキの嫌悪、殺気をまともに浴びることになり、ナーガは辟へき易えきしていた。

「気にしなくてもいいですよ。ユウキも完全に本気ってわけでもないでしょうから」

　などと言ってアイスが慰めてくれるが。

「完全に……って、じゃあ、どのくらい本気なんだ？」

　にこやかな顔でアイスは小首を傾かしげた。

「八割くらい？」

「気にするわっ！　八割方、俺おれを殺しに来る気になってる奴とずっと一緒だなんて、気が安まらんだろうが！」

「まぁまぁ。たった四半日ほどの我慢ですし」

　ナーガは情けない顔になって言った。

「いや、あいつと一刻以上顔つき合わせていたくないんだけど。何しろ近くにいるだけで俺はあいつの悪あつ口こう雑ぞう言げん攻撃を食らい続ける羽目になるんだからな」
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　準備の途中で、アイスから砦までは四半日程度かかると聞かされたナーガは、

「このあいだは全力で走って半日がかりだったのに、あんな大きな木偶を運ぶのが四半日ってのは、おかしくないか？」

　と疑念に満ちた目でアイスを見やったものだが、アイスは平然と切り返してきた。

「あら。あれはあなたが全力で走ったのであって、わたしたちが全力だったわけではありませんよ？」

「あ……そう。ちなみに、全力で走ると、どのくらいで着くんだ？」

「一時半くらい？」

　ナーガにはアイスが本気で言っているとは思えなかった。なのに彼女は、平然とこんなことを付け加える。

「ユウキなら、もっと早く着くわ」

「おいおい、冗談だろ。どんな脚力してんだよ」

「本当ですよ。もっとも、あの娘この場合、走るわけではないんですけど」

「どういう意味だ？」

　というナーガの問いに、アイスはにこにこと笑いながら、

「見ればわかります」

　と応えるだけで、具体的なことは教えてくれなかった。

（見ればわかるというなら、見せてもらうか。それよりも……）

　ナーガは魔女たちが置かれている現状に思いを馳はせる。

　未いまだにこの世界の状況がほとんど把握できていないから精せい確かくな分析はできないのだが、それでも彼は魔女たちの将来に悲観的にならざるを得なかった。

　元の世界の具体的な記憶こそ喪なくしているが、彼には本能的に、直感的にわかることがある。それは、こんな戦いくさが絶たえない世界では負けなければいいという考え方は通用しないということだ。

　守っているだけでは、いずれ抗しきれない大きな力に呑のみ込こまれる。勝って大きくならなければ生き残れない。必死に戦っても、どれほど善戦しても、このままでは魔女たちは遅かれ早かれ滅びてしまうだろう。

　そうはさせたくないとナーガは思う。できることならハリガンたちを勝たせてやりたいと思う。それがお節介だとしても、あるいは余計なお世話だとしても。

　だから今、まずは状況の把握に努めようと彼は思っている。

　そのためには、ユウキが自分にぶつけてくる嫌みや脅しや悪口や殺さつ気きも我慢するしかないとナーガは観念したのだった。
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「では、行ってきますね、姉あね様さま」

　大きな荷車の荷台には、兵ひよう糧ろうの入った麻袋と布で覆おおった木で偶くが載のっている。荷車を引っ張るための太い綱を腰に巻いたアイスが、見送りに出てきたハリガンたちに向かって手を振った。

「頼んだぞ、アイス、ユウキ、ノノエル」

　ユウキと共にアイスの手伝いに指名されたのは、ノノエルという魔女だった。

　年の頃は十四、五歳だろうか。髪は短めで小柄、目がくりっとして可愛かわいらしいのだが、なんとなく自信なさげな態度と表情である。ナーガは森の小動物──栗り鼠すとか──を連想してしまう。もしかするとナーガのことを恐こわがっているのかもしれない。

　前回、ハリガンたちが砦とりでに駆かけつけたとき、ノノエルは森に出ていて村にはいなかった。結局、戦闘にも間に合わなかった。ナーガとしても砦から村に戻ってきて初めて顔を合わせた娘むすめなので、彼女のことはまだ何も知らない。

（他の連中だって、顔合わせは済んでるってだけで、個人的なことはほとんど知らないんだけどな。多少なりとも俺おれが知っているのは、アイスとレラと……ユウキだけだ）

　ナーガは内心でため息を吐ついた。

　ハリガンの娘たちの中では年長者で、それなりに常識を備えたアイスがいてくれるのはありがたかった。彼女ならユウキが暴発しそうになっても抑えてくれるだろう。もっとも常識的であっても、アイスの膂りよ力りよくと握力は、ナーガにとってかなりの脅威だったが。

「お任せください」

　いつものにこやかな笑顔でアイスが応え、ノノエルは丁寧に頭を下げ、ユウキは、ふん、とそっぽを向いた。

　アイスがユウキの肩を背後から、がしっ、と掴つかむ。

「ユウキ、姉あね様さまにご挨拶は？」

　アイスの両手の指がユウキの肩に食い込こんでいた。

「痛い痛い痛い！」

　堪たまらずユウキが悲鳴を上げるが、アイスは少しも力を緩ゆるめようとしない。いつもの笑顔のままなのが恐かった。

「ご挨拶は？」

「痛いイタい痛いってきますぅぅ」

　アイスは肩から手を離したが、それでユウキを解放したわけではなかった。

「挨拶はちゃんとしようね、ユウキ。誰だれに対しても」

　もしかして俺のことを言っているのかとナーガは二人のほうを見やったが、やはりユウキは、ふんっと横を向いただけだった。

「ユウキ」

　ハリガンが静かに呼びかけると、さすがのユウキも、びくっと体を震わせてハリガンに向き直る。

「な、なんですか、ハリガン姉ねえ？」

「頼んだぞ。木で偶くの運搬にはおまえの力が必要不可欠なのだ。とくに今回のように急いでいるときはな」

「わ……わかってます。ちゃんとやります」

「ならば、よい」

　ハリガンがちらっと視線を向けてきたので、ナーガは小さく頷うなずいてみせる。そんな彼に頷き返したハリガンは、直すぐにアイスに向き直った。

「よし、行ってくれ、アイス」

「はい、姉あね様さま。では行きます」

　荷車を繋つないだ綱を腰に巻いたアイスが一歩、二歩と足を踏み出すと、車輪がゴトゴトと音を立てて回転を始めた。腰に巻いただけでは不安定なのか、アイスは綱を肩に担ぐような恰かつ好こうで少し体を前ぜん傾けいさせて進んでいく。

　ナーガも歩き出した。荷車を押す必要はないと言われているので、彼は手を貸さない。ユウキとノノエルも手を貸す素そ振ぶりは見せなかった。

　ナーガは、ふと上空を見上げた。夜が明けて間もない空は灰色の薄雲に覆おおわれているが、雨が降りそうな気け配はいはない。

　視線を戻したナーガがふと振り返ると、ハリガン以下、十人ほどの魔女たちが砦とりでの前でまだ手を振っていた。

（こんな光景を以前にも見たことがあるような気がするな）

　ナーガは曖あい昧まい模も糊ことした己の記憶を探りながら歩を進めていく。

　やがて砦も見送りの魔女たちの姿も見えなくなった。
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　村からしばらくは凸でこ凹ぼこの少ない整地された小道が続いていて、大きな木偶と食糧を載のせた重い荷車を引っ張っているとは思えない速さでアイスが歩いていく。ナーガが手ぶらで歩くのと大して変わらない。もしかすると速いくらいだ。

　けれど整地された小道は直ぐに終わり、その先は獣道も同然の荒れた道となる。道幅も大きな荷車一台がぎりぎり通れる程度。

　いくらなんでも、ここから先を今までと同じ速さでは歩けないだろう。しかもこの先、ずっとこんな道だったはずで、どうするつもりだとナーガは危あやぶんだ。

　ところが、整地された道の終点、荒れた道の手前で荷車を止めたアイスは、あっさりとこんなことを言うのだった。

「さて、では、少し速度を上げましょうか」

「なんだってえ!?」

　思わず悲鳴のような叫び声を上げてしまうナーガだった。

「うるさい男ね。舌を切り刻んであげようかしら」

　ユウキが汚物を見るような目を向けてきた。

「いやいや、あんな道をこれまでよりも速く歩くなんて無理だろが!?」

　とナーガが先に続く荒廃した道を指さすと。

「馬ば鹿かなあんたにはわからないかもしれないけど、無理じゃないわよ。わたしとアイスがいればね。馬鹿なあんたは馬鹿だからわからないかもしれない馬鹿だけど」

「馬鹿馬鹿と繰り返すなよっ」

　と吼ほえておいてから、ナーガは不審そうな顔をアイスに向ける。

「どういう……ことだ？」

　アイスは例によってにこやかな笑みを浮かべたまま応えてきた。

「つまり、ユウキの魔法で助けてもらうの」

　と言われ、ナーガが興きよう味み津しん々しんの目を向けると、ユウキは吐はき捨てるように言った。

「いやらしくて汚らわしくて不浄で不毛な目でわたしを見ないでくれる？　可能なら視界から消えてくれる？　あんたが近くにいると堆たい肥ひが腐ったような不快な臭いがするし」

「堆肥は最は初なから腐ってるよ！」

「じゃあ、あんたは普段から腐っているのね」

「俺おれは腐ってねえよ！」

「ともかく。こっち見ないで。全身に鳥肌が立って吐き気がするから」

「あぁ、そうかいそうかい。もう見ねえよ」

　ナーガが顔を背けると、アイスが、ごめんね、と片手を挙げた。浮かべる笑顔も、どちらかというと苦笑気味だ。

　いいって、いいって、とナーガは右手を振る。

「じゃあ、お願いね、ユウキ」

「任せて」

「ノノエル、乗って」

　彼女はこくりと頷うなずいて荷車の荷台に飛び乗った。

「ナーガさんも乗って」

　ナーガが怪け訝げんそうな顔をアイスに向けると、横からユウキが口を挟んできた。

「だから！　この先道が悪いし少し急ぐし、あんたの脚力じゃついてこられないでしょ！　そんな可哀かわい想そうなあんたのためにアイスが気を遣ってるんじゃないの。馬鹿なの、あんた？　そう、やっぱり馬鹿なのね！　そんな馬鹿は置いてくわよ？　っていうか、置いていきたいわ。道に迷って野の垂たれ死ねばいいのに」

　むっとした顔になるナーガだが、ハリガンからもアイスからも頼まれている。苛いら立だちを抑えてアイスのほうを見やると、彼女が身振り手振りで促してきた。

「はい、早く乗って乗って」

　ナーガが荷台に跳び乗ると、アイスが注意を寄よ越こす。

「木で偶くを荷台に縛りつけている縄をしっかり掴つかんでいてね」

（おいおい、本気で駆かける気かよ。あんな狭くて荒れた道を、こんな重い荷を載のせた荷車を引っ張って!?）

　ナーガは驚き半分、興味半分といった目で、この先に続く荒れた小道とアイスを交互に見やった。
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　ノノエルとナーガが荷台に乗って綱を掴むのを確認すると、アイスはユウキに向かって手を挙げた。

「じゃあ、やってちょうだい」

　荷台の後方に立ったユウキは目を閉じ、精神を集中させ、何事かを口の中で呟つぶやく。

　すると風が吹いた。それまでほぼ無風だった森の中を風が吹き寄せてくる。

　それがただの風でないことはナーガにも直すぐにわかった。風は四方八方から荷車に向かって吹いてきたのだ。自然の風ならそんなふうには吹かない。つまりこれこそがユウキの魔法……ということなのだろう。

　やがて荷車の周りで風が渦巻き始め、吹き寄せられた落ち葉や枯れ枝が舞い上がったが、風は直ぐに止やんで、空中を回っていた落ち葉や枯れ枝が落下してきた。

「いいよ、アイス」

　と一声かけてユウキも荷車に跳び乗った。ナーガのことを嫌っている彼女は、彼のいるところから対角線上の位置に乗ったため、木で偶く人にん形ぎようの巨体に遮さえぎられて姿が見えなかった。

　これまでにも嫌われたり疎うとまれたりしてきたのをナーガはなんとなく覚えている。少なくとも誰だれからも愛されるような少年時代を送ってはこなかった。だから、嫌悪の目を向けられたり、よそよそしい態度を取られたりしても平気だったが、それで何も感じないわけではない。嫌われれば不愉快だし、遠ざけられれば悲しい。

　幸い、ここではハリガンが自分のことをそれなりに評価し、受うけ容いれてくれた。だから彼は、魔女たちの中にいても不愉快ではない。むしろ認められたことが心地よい。

　ハリガン以外の魔女は彼のことを不審に思っているのだろうが、嫌悪感をあからさまにしたりはしない。ただ一人、ユウキを除いては。だからこそ、ユウキに徹底的に嫌われていることが気にかかる。あるいは気に障さわる。

（しかし、こればかりはな。あいつのご機嫌取りをするわけにもいかねえし。っていうか、そんな真ま似ねはしたくねえし）

　木で偶く人にん形ぎようの陰で見えないユウキのほうを見ながらそんなことを考えていると、いきなり荷車が動きだしたため体が置いていかれそうになり、ナーガは慌てて綱を強く握にぎった。
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　驚いたことに荷車は整地された道を進むときと変わらない速度で移動している。むしろ速くなっているかもしれない。さらに驚くのは乗り心地が劇的に改善されたことだった。

　この時代、馬車や荷車に衝撃緩衝装置などついておらず、道の凸でこ凹ぼこをそのまま拾うことになるため乗り心地はとても悪い。どれほど整地されていても、少し速度を上げれば馬車や荷車は上下左右に跳はねたり揺ゆれたりするし、最悪の場合は車軸が折れてしまう。

　それはナーガのいた世界もここも同様のはずなのに、馬車は地面の凸凹から来る衝撃を見事に吸収しているように感じられる。いったいどういう仕掛けだとナーガは首を捻ひねる。

　道がよくなったのではない。どう見ても、どこを見ても、荒れ放題といった状態が続いている。凸凹はあるし、小石だって転がっている。木の根が浮いていたりもする。なのに荷車はあまり跳ねないし、あまり揺れない。

　堪たまらずナーガは近くにいた魔女に声をかけた。

「なぁ、あんた。えっと、ノ……なんだっけ？」

　彼女は、びくぅっと上体を引いたが、逃げたり隠れたりはしなかった。

「ノ、ノノ、ノノエル、です」

「ノノノノエル？」

「ち、違うです。ノノエル……です」

「ああ、ノノエルか。じゃ、ノノエル、ちょっと教えてほしいんだが」

「な、何をですか？」

　ノノエルの腰は引け気味だし、ナーガに向ける鳶とび色いろの瞳がキョトキョトと揺れている。

（やっぱ、栗り鼠すみたいだな）

　ナーガはそんな印象を強くした。

「荒れ地に入ってからのほうが乗り心地がよくなったよな？　荷車はほとんど跳ねないし揺れない。速度も上がってる気がする。どういうことだ？」

　ノノエルはナーガの質問が自分に答えられるものだったので、安あん堵どの息を吐はいた。

「それは、ですね、ユウキが集めた風が下からこの荷車を支え持ち上げているです」

「はぁ？」

「ユウキは風の魔法の使い手なのです」

「えぇと……支え持ち上げている……つまり、この荷車の重さが減ってるってことか!?」

「そういう理解でいいと思いますです。レラが言うには『重さを減じるだけでなく衝撃を吸収する緩衝装置としても働いている』のだそうですけど」

　理屈はよくわからないが、感覚的には理解できなくもない。

　ナーガは目の前の現実を受うけ容いれることに抵抗を覚えない質たちだ。他の人間が非常識だと感じることでも、感覚的に、なるほど理屈には合っているなと思えば、割とすんなり受け容れてきた。それがまた周囲の人間と軋あつ轢れきを生んだりもしてきた。個々の記憶はなくても、ナーガは今までのそんな経験を肌で知っている。

（なんだ、俺おれも魔女たちと同じような境遇だったんじゃねえか）

　見る者の心胆を寒くするような凄絶な笑みがナーガの顔に浮かんだ。

　びくぅっと、ノノエルが小さく仰のけ反ぞった。

「いや、すっきりしたわ。ありがとうな」

　彼女がナーガの顔を見返すと、すでに凄絶な笑みは消えていた。代わりに浮かんでいるのは、どこか人懐っこそうな笑みだった。

（あ、あれ、さっきの顔は……見間違いだったですか？　それとも）

　もし見間違いでないのなら、彼の本質は、先ほどちらっと見せた凄絶な笑みにあるのか、いま見せた人懐こい笑みにあるのか、どちらだろうとノノエルは戸と惑まどった。

　ナーガはノノエルから視線を外し、前方へ向き直る。そこには綱を引くアイスの後ろ姿があった。荷車を支え持ち上げている風のせいなのか、ときどき切れ込こみの入ったアイスの長なが裳もが翻ひるがえり、捲めくれ上がる。そのたびに彼女の太ふと腿ももが覗のぞいてしまう。なんとも艶なまめかしい光景だった。そんな光景に、鼻の下を伸ばしつつ熱い視線を送っているナーガの横顔を盗み見たノノエルは、こんなことを思った。

（どちらの笑顔がこの人の本質なのかはわからないですけど、この人が基本的にすけべな男だというのはわかりましたです）

　アイスは綱を引き、ひたすら歩を進める。歩くというより、もはや駆かけ足といったほうが相応ふさわしいほどの速度で前進する。荒れた道は右に左にと屈曲しているのに、荷車の車輪が道を外れることはただの一度もなかった。この調子なら、本当に四半日で着いてしまうかもしれない。

　ひたすら荷車を引いて進んでいくアイスの背中を見ているうちに、彼女に対する尊敬の念がナーガの胸に湧いてきた。
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　そして二時とき半ほどが経たった頃、前を見たままのノノエルがナーガに語りかけてきた。

「もうじき着きますですね」

「もう!?　まだ四半日……三時ときは経たってねえだろ？」

「ですね。今日はいつもより少し早かったみたいです」

（その原因が、アイスの調子がよかったためなのか、それともユウキの魔法の調子がよかったためなのか、それとも）

　荷台の上のノノエルは、ちらっとナーガに視線を向けた。

（誰だれかに見られているから、いつもより頑張ったのかは知らないですけど）

　そのとき、二人の背後で悲鳴のような声が上がった。

「アイス、あれ見て、あれっっ！」

　いつの間にか木で偶く人にん形ぎようの上に登っていたユウキが右斜め前方を指さして叫んでいる。

　アイスが足を止め、荷車は急停止した。

　ナーガは荷台の上から転げ落ちそうになり、慌てて綱を掴つかみ直した。

「どうしたの、ユウキ？」

　振り返ったアイスにはそれほど慌てた様子はない。一方、木偶の上で伸び上がるように立っているユウキの顔には、はっきりとした狼ろう狽ばいの色が浮かんでいた。

「煙！　砦とりでのほうから黒い煙が上がってる！」

　アイスの顔色が変わった。

　ノノエルも息を呑のんで振り返る。

　ナーガもユウキが指さす方角に目を向けたが、生あい憎にくと木々の枝葉が邪魔をして、彼女が言う煙は見えない。

　腰に巻いた綱を解ほどくのももどかしくアイスが荷車に駆かけ寄ってきて、大きく跳躍した。ナーガの眼がん前ぜんやや上方を長なが裳もを翻ひるがえしてアイスが飛んでいく。なんとも素敵な角度であり、なんとも素敵な光景だった。

（って、見とれてる場合じゃねえ）

　ナーガも、そしてノノエルも、慌てて木偶の上に駆け上がる。

　見事に木偶の上に着地したアイスは、ユウキの指さすほうを手で目まび庇さしを作って見やった。

　木偶の胴体は微妙な曲線を描えがいていて立ち難にくいが、足場を確保したナーガは真まっ直すぐに体を伸ばし、大きく背伸びをした。すると、密生した背の高い木々の隙すき間まから青空を背景にして一筋の黒い煙が立ち上っているのが見えた。明らかに煮炊きの煙ではない。

　ナーガの胸に不吉な思いが湧き上がる。

「砦が襲おそわれているの!?」

　というアイスの声で、彼の不吉な予感は裏付けられた。

　再び人の軍が攻め寄せてきたのだとすれば、そしてあれが砦が燃えている煙だとしたら、たった三人で砦に詰めていたレラたちはどうなっただろうか。

　ナーガの脳のう裏りに無愛想なレラの顔が浮かび、変わった喋しやべり方をする彼女の言葉が響いた。

　彼は左手で刀かたなの鞘さやを強く握にぎりしめ、その場から駆かけ出そうとする自分を必死で抑えた。

「そ、そうとしか……どうしよう、アイス!?」

　アイスは一瞬だけ考える素そ振ぶりを見せたが、即座に決断を下した。

「もちろん応援に行くわ！」

　アイスの力強い声にナーガは我に返る。

「ユウキ、あなたは先に砦とりでまで飛んで！　ここからなら急いで飛んでも、それほど魔力を消費せずに着けるでしょう？」

「あ、うん。アイスは？」

　アイスは少し離れたところに立っているナーガを見た。

「わたしは、ナーガさんを背負って走ります」

　その言葉にナーガが目を見開く。

「あんな奴、捨てていけばいいのに」

　ユウキが不満そうに頬ほおを膨らませると。

「そんなことを言ってる場合じゃないでしょう、ユウキ。早くなさい！」

「ご、ごめん」

　ユウキは木で偶く人にん形ぎようの上から荷台に跳び下りると、そのまま身を屈かがめた。

　何をする気だとナーガが身を乗り出すと、彼女が荷台の片隅に載のせてあった荷物を引っ張りだしているのが見えた。布に包まれたそれは、厚みがほとんどなく、幅は四分の一ヤルドほど、長さはユウキの身長より少し低いくらいだった。

　ユウキは包んでいた布を剥はぎ取とると、それを放り投げるように荷台の上に置く。

　ナーガが見たそれは板状の物だった。ただし、形状がただの板とは違う。

　真ん中がいちばん幅広で、先に行くほど緩ゆるやかに湾曲して細くなり、先端が尖とがっているのだ。後端にかけても曲線を描えがいて細くなっていくのだが、後端は先端のように尖ってはおらず、それなりの幅が確保されている。そして板の横や後端に、魚の尾お鰭ひれや背せ鰭びれのような突起物が付いていた。

　ユウキは板に両足を乗せ、体の位置を決めると、木偶の上で見守っているアイスに向かって手を挙げた。

「行くよ、アイス」

「ユウキ、まだレラたちが無事なら、なんとか逃げる時間を稼いで！」

「人間、殺してもいいよね」

「いいけど、仲間を逃がすほうが先決よ！」

「わかってる」

　ユウキが挙げた手を下ろすと、彼女が乗った板がふわりと浮き上がった。まるで彼女の体を包み持ち上げるようにユウキの周囲で風が舞い、彼女が乗った板がゆっくりと上昇を始めた。

（なるほど、あれが風を操る魔法ってことか）

　ナーガが内心で低く唸うなりながら木で偶くの上から荷台を覗のぞき込こんでいると、いきなりユウキの乗った板が跳はね上がり、直すぐに空中で静止した。木偶の上に立つナーガやアイスよりも高いところにユウキの乗った板が浮かんでいる。

「じゃあ、行ってくる！」

「頼んだわよ、ユウキ！」

　空中に止まっていた板が、そのまま前方へと滑り出した。

　小さくなっていくユウキの後ろ姿を、ナーガは驚きよう愕がくの表情で見送った。

　馬が駆かけるような速さで木々の合間を縫って空中を飛んでいく板の上で、ユウキは前に後ろに右に左にと小刻みに体を動かして見事に釣り合いを取っている。

　板とユウキの姿は、あっという間にナーガの視界から消えてしまった。
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「力ちからの加か護ご、地からの加護、血からの歌か語ご、大だい地ち母ぼ神しんの導きにより吾わが血肉となりて吾われを支えよ吾を讃たたえよ」















　呪文を唱えるアイスの体から熱が噴ふき出しているように思えた。間近に立つナーガは、彼女の体から溢あふれる闘気に圧おされてよろめきそうになる。

　アイスが呪文の詠唱を終えると、渦巻いていた熱気がぴたりと収まった。

「さぁ、わたしたちも急ぎます。ナーガさん、乗ってください」

　アイスはナーガに背を向け、その場にしゃがみ込こんだ。

「い……今のはなんだ？」

「あれですか？　わたしの魔法ですね。今わたしの肉体を強化したのです」

　とくに見た目が変わったわけではないから、能力値が上昇しているということか。

　とはいえ、いくら相手が魔女でも女子に背負われるのには抵抗がある。どうしようかとナーガが躊躇ためらっていると、アイスが首だけを回して背後に顔を向けた。

「急ぎたいんですけど？　愚ぐ図ず愚ぐ図ずするのなら、あなたを殴って気絶させて足首を掴つかんで引きずって走ってもいいのですけど？」

　顔は例によって笑っているのだが、こめかみの辺りに血管が浮きでて、ひくひくと痙けい攣れんしているのが見て取れた。かなり恐こわかった。

　思わずナーガは彼女の背中に跳び乗ってしまった。

　ナーガの左右の太ふと腿ももを左右の手でがっちりと掴んだアイスが、彼の体重など何も感じていないように軽々と立ち上がったので、ナーガは組んだ両腕に思い切り力を込めた。

「しがみついて……いただくのはいいんですが、そこはちょっと困ります」

「は？」

「ナーガさん、両手、両手」

　横からノノエルに腕を突っつかれて、ようやくナーガも気がついた。

　慌てて跳び乗ったため、彼の両腕はアイスの両脇から差し込まれていた。つまり、彼女の胸の前でナーガの手が組まれているわけで、その体勢で力を入れてしがみつけば、ナーガの手がアイスの豊かな両胸を力一杯押さえる形になるのは当然だった。

「あぁぁ、すまねえ。っていうか、わざとじゃないからな？」

　とりあえずナーガは言い訳をしておく。

「で、ですから、その体勢で力を入れないでと、言っているのに」

　顔を赤くしたアイスが身をよじっている。

　彼女が身をよじると、落とされまいとしてナーガは余計に力を入れ、その結果。

「ちょ、駄目駄目、駄目ですって」

　アイスはなおいっそう身をよじることになる。

　アイスの反応が面白くて少し楽しくなったナーガが、なおも手を動かしていると。

「ナーガさん、それ、わざとやってますですね？」

　という冷ややかな、むしろ底冷えのするノノエルの声が聞こえてきて、急いで手の動きを止めた。

「いやいや、全然わざとじゃねえからな。慌てて間違えちまっただけだからな？」

（やっぱりわざとですね、この人）

　ノノエルが呆あきれた顔を向けてきた。

　ナーガは名な残ごり惜しそうに組んだ両手を解ほどき、アイスの両脇から腕を抜いて肩越しに回し、彼女の首の前で改めて手を組んだ。

「これならいいだろ？」

「あぁもうこの忙しいときに」

　アイスはむぎゅ[image: ][image: ]っとナーガの右手の甲の皮を抓つねった。

「痛い痛い痛い！」

　思わず跳び上がりそうになるナーガだが、右手の甲を抓られているし、左の太ふと腿ももは掴つかまれているしで、身動きはできなかった。

「今度やったら手首から先を握にぎり潰つぶしますよ？　いえ、それより股こ間かんを握り潰したほうがいいのかしら？」

「わ……わかった、わかったから。それより緊急事態だ、早く行こう。な？」

　アイスが首を巡らせ、ナーガの顔を肩越しに睨にらんだ。

「あなたがおかしなことをしなければ、もう走り出しています」

（こいつの笑ってねえ顔を初めて見たわ。なんか可愛かわいいな）

　などとナーガは少し微笑ほほえましい気分になる。

　一方のアイスは、ぷいっと顔を戻して、ぶっきらぼうに言った。

「全力で走ります。落ちても責任は持ちませんからね」

「大丈夫だ。しっかりしがみついてるから」

　ナーガの体重など何も感じていないようにアイスが軽々と立ち上がったので、ナーガは組んだ両腕に思い切り力を込こめた。

「近道したいので真まっ直すぐに森の中を抜けますよ。ノノエルも急いでね」

　そう言って、アイスが走り出した。

「うわ、なんじゃこりゃあ!?」

　アイスに背負われたナーガは驚きのあまり悲鳴のような声を上げてしまった。アイスの全力疾走はそれほど速かったのである。あとを追いかけてくるノノエルの姿は早々に視界から消えた。

　木々が恐ろしいほどの速度で迫ってきたかと思うと、あっという間まに後方へ流れていく。もしかすると、いまアイスは馬より速く走っているかもしれない。

　巨木から横に張り出した太い枝が眼がん前ぜんに迫ったのに気づいてナーガが大声で叫ぶ。

「枝、枝、枝ぁ！」

　しかしアイスは避よけようともせず、やや前ぜん傾けい姿勢を保ったまま突っ込こんでいく。

「当たる当たる当たるうう！」

　アイスを止めるために、彼女の首を絞めようかと思ったくらいナーガは焦った。なのにアイスは速度を緩ゆるめないまま横に張り出した太い枝に頭から突っ込んだ。

　ばきぃっ。

　枝はへし折れ、アイスは何事もなかったかのように走り続けている。

　なんと彼女は頭突きで太い木の枝を折り、そのまま駆かけ抜けたのだ。

　ナーガは感心するやら呆あきれるやら。

　そうしてアイスの背中で揺ゆられていると、森が途切れる手前で、ナーガの視界に不吉なモノ、いや不吉な者が飛び込んできた。

　砦とりでを回り込むようにして移動してる数人の敵兵の姿だった。
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「下ろせ、アイス。敵だ」

　ナーガに肩を叩たたかれ、アイスが抱えていたナーガの太ふと腿ももを手放す。

　アイスの背中から跳び下りたナーガは、現状を推おし量はかる。

　森の中を移動している敵兵は十人ほどだ。戦闘をしているわけではないから、物もの見みか、あるいは敵部隊が砦を包囲する態勢を取ろうとしているのか。

　どちらにせよ、出で遭あってしまった以上、放ってはおけない。

「アイス、闘やるぞ」

　というナーガの声が思おもいの外ほか重く響いて、アイスは思わず姿勢を正していた。

「あ、はい」

「先制攻撃する。その辺に落ちてる石を拾え」

「はい？」

「石を投げるんだ。今のおまえの馬ば鹿か力ぢからなら軽く届くだろ」

「たしかに今のわたし、肉体が強化されてますけど、馬鹿と言われるのはちょっと」

「いいから早くしろ。砦の仲間が危ないんだろうが」

　とナーガに言われ、アイスは慌てて足下に転がっている石を拾った。

「当たらなくてもいい、敵兵に向かって投げろ。おまえの投とう石せきに注意を向けさせておいて、その隙すきに俺おれが接近する」

「大丈夫ですか？」

「不意を衝つけば、なんとかなるだろ」

　ナーガが左腰の刀かたなを抜いた。

「気づかれないように接近する。俺おれが近づいたところで、投とう石せきを開始だ」

「わかりました」

　ナーガは木の陰から木の陰へと身を隠しながら移動していく。敵兵の視線は砦とりでのほうに向いたままなので、大きな物音を立てなければ気づかれずに済みそうだ。

　敵との距離を半分以下に詰めたところで、何かが空気を切り裂いてナーガの左横を通過していった。

（アイスが投げた石か!?）

　ナーガが目を見開いて前方を凝視すると、飛んでいった石が敵兵のたむろしている付近の木の幹に大きな衝突音を発して命中した。敵兵が跳び上がって驚いている。木の幹が抉えぐれているのがナーガのところからもわかった。彼が振り向くと、木の陰から躍おどり出たアイスが大きく振りかぶって石を投げている姿が見えた。

　またも空気を切り裂く音を立てて石が飛んでいく。

　今度の一投は、ものの見事に敵兵の一人に命中し、胸に石を食らったそいつは、後方へ吹き飛んで昏こん倒とうした。

（凄すげえ威力だな）

　感心するやら呆あきれるやらのナーガだが、いつまでもそうしてはいられない。

　敵兵が、石を投げつけるアイスの姿を認めて騒ぎ始めていた。

　一人、二人と、剣を抜いた敵兵が駆かけ寄ってくる。だが、まだ何が起きたのかよくわからない兵もいて、そいつらはその場に留とどまったままだ。

　駆け寄ってくる兵に向かって、アイスが石を投げる。

「ぐぎゃっっ」

　また一人、アイスの投石に撃うたれて後方へ吹っ飛んだ。

　外れた石が地面にめり込こんで土つち煙けむりを上げたり、木の幹にめり込んだりしている。

　アイスの投石の凄すさまじさを目まの当あたりにした敵兵は、姿をさらしたまま駆け寄るわけにはいかないことを悟り、速力を落として木の幹伝いに近寄ろうと方針を変更した。

　となると、当然、各人の位置がばらける。そこにナーガが斬りかかった。

　いちばん手近にいる敵兵の背後から襲おそいかかったナーガは、敵兵の首の後ろの鎧よろいと兜かぶとの隙すき間まに切っ先を突き入れる。

　瞬殺だった。

　敵兵は悲鳴も上げずにその場に頽くずおれた。

　アイスの投石は相変わらず続いていて、そちらに気を取られている敵兵は、まだナーガの襲撃に気づいていない。

　ナーガはもう一人、近くにいる敵に駆け寄り、今度は腹部を突き刺した。

　さすがに今度は敵兵が悲鳴を上げ、それで他の兵もナーガの存在に気づいた。しかし、アイスの投とう石せきを避よけるため、森の中に入ってばらけてしまっているので、敵兵はナーガを取り囲めない。

　ナーガは最短距離を素早く移動し、次々と敵兵に斬りかかった。

　一対一の斬り合いでは、敵兵はナーガの足元にも及ばなかった。

　ナーガは斬らずに突く。

　斬れば血ち糊のりや脂あぶらが付着して刀かたなの切れ味が鈍る。骨に当たれば刃が欠ける虞おそれがある。最悪、刀身が折れる虞も。戦場の乱戦では、首を取るのでなければ突くほうが効率的だ。

　ナーガはあっという間に四人を突き倒した。

　彼の下もとへ殺到しようと飛び出した残り五人のうち、アイスの投石で一人が撃うち倒された。

　最初に一人、撃たれているから、それで残りは四人。

　ナーガは四人に取り囲まれないように巧みに位置を変えつつ各かつ個こ撃げき破はしていく。

　突いて、突いて、突き殺して。

　逃げ腰になった最後の一人に追いすがり、やはり背後から刀を腰部やや上に突き刺した。

　一般兵の身に着けている鎧よろいの装甲はさほど厚くなく、全身が覆おおわれているわけでもない。鎧や兜かぶとの隙すき間まを狙って刀を突き入れることは、ナーガにとってはそれほど難易度の高い技ではなかったが、アイスにはナーガが達人のように見えた。

　剣の腕も大したものだが、それにも増して、日にち常じよう茶さ飯はん事じだというほど斬り合いに手慣れているようにも思える。

　アイスの想像を裏付けるように、ナーガは彼女が投石で撃ち倒した敵兵に止とどめを刺して回っている。

　そこまでする必要があるのかと思わないでもないアイスだが、やはりする必要はあるのだろうと思い直す。気絶しているだけの敵兵を放置しておけば、あとで痛い目に遭あうかもしれないのだ。

　とはいえ、気を失っている兵に対して平然と止めの一撃を振るえるのは、並の神経ではない。戦場で見せた戦う姿こそナーガの本質ではないだろうかと、アイスはそんな予感を覚えた。

　血に濡ぬれた抜き身の刀を提さげたまま、ナーガが寄ってきた。

「ご苦労だったな、アイス。助かった」

「あ、いえ、大したことはしていません」

「いやいや、大したことだったぞ。あんなに威力のある礫つぶてを投げる奴は初めて見たわ……というか、初めて見た気がするわ」

「そ、そうですか」

「おまえ、大した腕力だよな。腕力だけじゃなくて脚力も。馬ば鹿か力ぢからっていうより、大馬鹿力だよな。ホント、凄すげえ」

　ナーガが誉ほめているのはわかるのだが、どうも素直に喜べない誉められ方だと、アイスは少し不満に思うのだった。

　そこへ、ようやくノノエルが追いついてきた。
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　敵が砦とりでの周囲にまで進出しているのなら、三人まとまって行動したほうがいい。ということで、そこからは森の木々に隠れながら砦に接近していく。

　森と空き地の境界まで近づいて様子を窺うかがう。

　砦自体は燃えていないようだが、敷地の一いつ角かくにある望ぼう楼ろうが炎ほのおを上げているのが見えた。そして砦の周囲の森に陣取った敵兵が盛んに弓を射ていた。彼らは砦に向けてではなく、上空に向けて矢を放っている。何を狙っているのかとナーガが矢の飛んでいく方向を見上げると、そこにはユウキの板が浮いていた。

　彼女は空中から敵兵を攻撃しているようで、ときどき上空から地上に向けて風が疾はしり、その都つ度ど、悲鳴を上げて倒れる敵兵が出たが、一度に倒れるのは一人か、せいぜい二人。一方、ユウキめがけて矢を撃うっている敵兵は二十人近くいるように思えた。

「おい、アイス、あいつ、なんであんなに低いところを飛んでる？　あれじゃ弓矢の餌食になるだろ」

「あまり上空高くまで上がってしまうと、ユウキの魔術が地上まで届かないのです。届いても威力が足りません。それで、あそこから攻撃しているのです」

「そうなのか。だとしてもあれでは……」

　地上からひっきりなしに飛んでくる矢を避よけるのにユウキは大忙しだ。そうかといって高空へ逃げれば攻撃が利かず、低空から攻撃しようとすると弓矢で狙われるわけで、どうにも不ま味ずい状況だ。

　どうしようかとナーガが考えていると、ユウキの乗った板がぐらりと傾かしいだ。

「あっっ！」

　アイスが抑えた悲鳴を上げたのでナーガが顔を上げると、ユウキの乗った板の基底部に何本かの矢が刺さっているのが見えた。

（木で偶く人にん形ぎようと同じで、矢が刺さると魔術回路とやらが阻そ害がいされるのか!?）

　ナーガの想像を裏付けるように、ユウキの乗った板はふらふらと揺ゆれながら高度を落としていく。

「いけないっ、あのままでは敵の只ただ中なかに墜つい落らくしてしまいますっ」

　堪たまらずアイスが叫んだ。

　ナーガは考えるより先に体が動いた。

　空き地に飛び出た彼は上空へ向かって絶叫した。

「ユウキ、こっちだ！　こっちへ下りてこい！」

　辺りに轟とどろくナーガの大音声にユウキが目を見開いた。

　当然、ユウキだけでなく、周囲にいた敵兵もナーガの存在に気づく。

「誰だれかいるぞ！」

「魔女の仲間か!?」

「近づけるな！」

　口々に叫びながら敵が弓を構えた。

「ノノエル！」

　アイスがもう一度叫ぶ。

　ノノエルは慌てて腰に吊つるした水筒を持ち上げ、栓を抜いて中の水を空中に放出した。

「水よ起たて水を立て水の盾たてと為なし水で絶たて！」

　ノノエルの呪文と同時に空中の水が薄い膜まくとなってナーガの頭上を覆おおおうとする。

　だが、それより早く、数本の矢がナーガめがけて飛んできた。

「間に合わないっっ!?」

　アイスは絶望的な顔になったが。

　ナーガは飛んできた矢を立て続けに三本、刀かたなで叩たたき落おとした。

（凄すごいっ）

　アイスも、そしてノノエルも目を見開いた。

　二人には神かみ業わざのように見えたが、じつは飛んでくる矢を刀で叩き落とすのは、それほど難しくはない。勘かんのいい者なら少し訓練すればできるようになる。

　記憶は失っていても、体で覚えた技術は忘れることはない。

　だが、ナーガにしても、飛んでくる矢をすべて叩き落とせるとは思っていなかった。

　ユウキに声をかけ、最初に飛んでくる矢を落としたら、あとは身を翻ひるがえして木の陰に隠れるつもりだったが、ふと気づいて眼がん前ぜんを見ると、いつの間にか薄い水すい膜まくが浮かんでいた。

（なんだ、これ……って、あいつの魔法か！）

　ナーガがちらっと視線を巡らせると、木の陰から半身を乗り出したノノエルが、何やらしきりに手を動かしているのが見えた。

　それ以降に飛んでくる矢は、ノノエルが張った水膜が防いでくれた。

　当たった矢は中間部分までしか水膜を貫つらぬけず、蜘く蛛もの巣に捕まった虫のようにそこで動きを止めた。

「なんつぅ面めん妖ような。けど凄すげえな。本当に凄えな、魔法ってヤツはよ」

　その頃には、アイスによる礫つぶて攻撃が始まっていた。

　早くも数人の兵が撃うち倒されている。

　当たらなくても、木の幹にめり込こんだり、地面に衝突して土つち煙けむりが上がったりするから、敵兵もおちおち弓で狙い撃うちしている状況ではなくなった。それどころか、魔法の威力を目まの当あたりにし、その上、思わぬ反撃に遭あい、混乱し始めている。

　身を隠す必要がなくなったと判断したナーガは、ふらふらと高度を下げてくるユウキに向かってもう一度叫んだ。

「こっちだ、こっち！」

　ノノエルがもう一枚、別の水すい膜まくを張って、下りてくるユウキの体を矢から守った。

　ナーガの頭上近くまで下りてきたところでユウキが乗っている板が不意に傾き、彼女の体が板からずり落ちるように落下する。

　ナーガは思わず駆かけ出していた。

　ノノエルが慌てて空中に張った水膜の位置を変える。

　ナーガは胸の前に上げた両腕でユウキの体を受け止めた。

「ぎゃ──っ、何すんの、放せ放せ放せえぇぇっっ！」

　ナーガに抱きかかえられる恰かつ好こうになったユウキは、必死の形ぎよう相そうで叫びながら彼の胸や頭を叩たたき続けた。

「わ、わかったって、叩くな、痛いてえ痛え痛え」

　ナーガが腰を落としてユウキを手放してやると、彼女はナーガの胸を突き飛ばすようにして彼から離れ、地面に降り立った。

「あ、わたしの板！」

　近くに落ちた板を回収しにユウキが走り出そうとしたので、ナーガが彼女の手首を掴つかんで阻止した。

「なっっ何するのよっ。あの板がないと……」

「いま取ってくる。おまえは木の陰に隠れてろ」

「でっでもっ」

「早くしろ！」

　僅わずかに逡しゆん巡じゆんしたユウキだが、ナーガの言葉に押されて森の中へ走った。

　ナーガが落ちている板まで駆け寄るのを見て、ノノエルが水膜を操り、彼の前面と頭上を守った。

　板を拾ったナーガが駆け戻ってきた。

「みんな隠れてです！」

　ノノエルが叫んだので、アイスは即座に投とう石せきを中止して木陰に身を隠した。

　ノノエルの狙いはわからないが、確たる策があるのは間違いないと判断したナーガも、急いで森の中に飛び込み、木陰に隠れた。

「水を遣やり水の槍やりにて敵を殺やる、刺し、貫つらぬけ、水すい、槍そう、刺し、突とつ」

　ノノエルが玄げん妙みような手の動きを見せると、空中に浮かんでいた水すい膜まくが蠢うごめき、分裂した。

　空中に幾いくつも浮かんだ小さな水球は、たちどころに形を変え、長く伸びた。

「水すい、擲てき！」

　長く細く伸びた水の槍やりが弾はじけるように一斉に飛んだ。

　空き地に出てユウキやナーガに向かって矢を撃うっていた兵士は、避よける間もなく、刺し貫つらぬかれた。アイスの礫つぶて攻撃を避けるため木陰に身を隠していた敵兵も、木の幹ごと刺し貫かれた。二十名ほどいたであろう敵兵は瞬時に半数近くが戦闘不能になり、残りの兵は後ろも見ずに逃げ出していった。

「いやぁ大したもんだ。おまえら、本当に大したもんだ。恐れ入ったぜ」

　ノノエルの魔術の威力の凄すさまじさに、ナーガは思わず感嘆の言葉を漏らしていた。

「が、驚いたり感心している場合じゃねえな。おい、砦とりでの中はどうなっているんだ？」

　ナーガに訊きかれたユウキは、ふん、とそっぽを向く。

「ユウキ！」

　アイスの叱しつ咤たの声で、ユウキはびくりと肩を震わせた。

「まず状況の報告をして。それから、あとでナーガさんにお礼を言うのよ」

「な……で……そ……」

　ユウキは顔を赤くしたり青くしたりしながら反論の言葉を探していたが、やがて思い直したようだ。

「ひ……人の軍の先せん遣けん隊たいが寄せてきて砦を囲んだみたい。で、そいつらに火矢攻撃を受けて望ぼう楼ろうが燃えちゃった」

「包囲部隊はあと何人くらいいる？」

　ユウキはいつもの険けわしい目をナーガに向けてきたが、それでも彼の言葉に対して素直に応えた。

「斜面の側にあと五十人くらいはいた。斜面の下にはその倍、ううん、三倍以上いた」

　となると、やはり全部で二百から三百はいることになる。

「レラたちはどうした？」

「無事だと思う。少なくとも、わたしが来たときは無事だった」

「急いで合流したほうがいいな。三人しかいないんだろ？　それじゃ保もち堪こたえられない。幸いこの辺りの敵は逃げていったから、砦の門を開けても大丈夫だろ。ああ、でも中からじゃないと開かないのか。呼んで開けさせてる暇は……」

　ナーガが少し迷っていると、アイスが訊いてきた。

「一刻も早く合流したほうがいいですか？」

「ああ、砦を守るにせよ、放棄して逃げるにせよ、中の奴らと合流しなきゃ駄目だろ」

「ですか。では、突入しましょう」

「あ？　突入って……」

　ナーガが全部を言う前にアイスは駆かけ出していた。

「あ、おい、どうするつもりだ、アイス!?」

「砦とりでの木もく柵さくをぶち破ります、続いてください！」

「なんだってぇぇ!?」

「今のアイスは魔力で強化されてますから大丈夫です。ナーガさん、行くです」

「あ、そうか。そうだったな」

　ノノエルが駆け出し。

「愚ぐ図ず愚ぐ図ずすんな！」

　板を抱えたユウキが続き。

　慌ててナーガも三人のあとを追いかけた。

　砦に向かって突撃したアイスは、走る速度を落とさないまま木柵に迫ると、気合い一いつ閃せん、宙に跳んだ。

　空中で右足、続いて左足を、目にも留とまらぬ速さでアイスが繰り出すと、地面に打ち込こんであった数本の丸太がへし折れた。

（なんてえ蹴りの威力だ。人間破は城じよう槌ついだな、アイスは）

　走りながら、ナーガは驚くやら呆あきれるやら感心するやら。















　アイスはそのまま砦とりで内に走り込こんだ。

　あとに続くノノエルとユウキも、破れた箇所から砦内に転がり込む。

　ナーガも身を屈かがめて木もく柵さくを潜くぐった。
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　砦内の広場に駆かけ込むと、向こうからレラ、セレナ、ケイが駆けてくるのが見えた。

「アイスユウキノノエルナーガさ、ん！」

　滅めつ多たに表情を変えないレラだが、今はあからさまに安あん堵どの色を浮かべていた。それだけ状況が危機的だったのだろう。レラは安堵の息を吐はきながら言った。

「大きな音がしたので人の兵が柵を壊して突入してきたのかと思いまし、た」

「よかった、三人とも無事で」

　アイスが満面に笑みを浮かべて両手を広げた。

　ケイという魔女はアイスの胸に飛び込んで背中に腕を回し、乱れた息を整えながら大きく息を吐いた。

「は[image: ][image: ]、もう駄目かと思ったよ[image: ][image: ]」

「喜ぶのはあとだ。状況は？」

　というナーガの言葉に、全員が彼に視線を向ける。

　いつものナーガには、異世界に飛ばされた自分の境遇を、どこか楽しんでいるような、面白がっているような雰囲気があったが、今はそんな余裕は消し飛んでいる。彼は戦う者の厳しい顔つきでレラに目を向けていた。

「あ……は、い」

　レラは後方、斜面のほうを見ながら口を開いた。

「敵が攻め寄せてきたのは一刻ほど、前。先せん遣けん隊たいが百ほど斜面を登って、きた。こちらが手出ししないので先遣隊はさらに前、進。抵抗がないことを確認すると一部は森まで登ってきて散、開。砦を囲んで弓矢攻撃を開、始。同時に斜面の側からも火矢攻撃を開、始。それで望ぼう楼ろうが燃やされ、た。それが半はん刻こくほど前の、こと。今は斜面の側の敵兵にわたしが呪じゆ符ふで火球を作りそれを撃うって反撃していたところ、だけど森の側まで手が回らないので困ってい、た」

「よかった。あと少し遅れていたら危なかったのね」

　アイスも大きく長く安堵の息を吐いた。

「人の軍に気づいて直すぐに伝でん書しよ鳩ばとを飛ばしたけどそれを見て来たのではないよ、ね？」

「そうね。わたしたちが村を出たのはもっと前だから。木で偶くを運ぶ途中で煙に気づいて、それで駆けつけたのよ」

「そ、う。わたしたち運がよかっ、た」

「よし、逃げるぞ」

　とナーガが言うと、ええ？　とアイスが仰のけ反ぞった。

「いえ、でも、砦とりでを捨てては……」

「現状では、ここを守り抜くのは無理だ」

「ですけど」

　アイスだけでなく、他の魔女たちも不服そうに頬ほおを膨らませたり眉まゆを寄せたりしている。ユウキなどは、あからさまに彼を罵ば倒とうし始めた。

「なんて無責任なこと言うのよ。っていうか、やっぱあんた、カサンドラ王国の間かん諜ちようなんじゃないの!?」

「落ち着け。いま捨てても、直すぐに奪とり返せばいいだろ」

「なに言ってんの!?　放棄して人の軍に占せん拠きよされたら、わたしたちだけで奪り返せるはずないじゃない！」

「大丈夫だ、策はある。敵には一箇所に集まってほしいんだ。そうすりゃ撃退できる」

　自信満々にナーガがそう言うと、魔女たちは黙り込こんだ。

　しばらく互いに顔を見合わせていた彼女たちだが。

（ここはナーガさんに賭かけるしか……ないですね）

　そう思ったアイスは決断を下す。

「わかりました。ナーガさんにお任せしましょう」

「ちょっとアイス、いいの？　本当にこんな奴に任せちゃって!?」

「どのみち、このままでは守りきれないのよ。無理に守ろうとすれば、きっと犠牲が出る。だったら、一度捨ててから奪り返すほうがいいわ」

「だから。そんなのこいつの口から出任せかもしれないでしょ！」

「そう言えば、ユウキ」

「な、なに？」

「あなた、先ほどナーガさんに助けていただいたお礼をまだ言っていないわよね？」

「う……」

　ユウキを黙らせたアイスが、

「で、どうすればいいのです？」

　と訊きくと、ナーガは大きく頷うなずいて身を乗り出した。

「レラとユウキに一働きしてもらいたい。具体的には、こうだ」

　ナーガは周りにいる魔女たちに己の策を口早に説明した。

　魔女たちは息を呑のみ、目を見開いて彼の策を聞いている。

　説明を終えたナーガは、皆の顔を見回して訊いた。

「できるよな？」

　一つ深呼吸したレラは、吸った息を一気に吐はき出すように応えた。

「わたしはでき、る」

　けれど、ユウキはそっぽを向いたままだ。

　ナーガはため息を吐ついて、

「ユウキの板が飛べるのが前提なんだが」

　と言うと、彼女はふて腐れたように言った。

「まぁできるけど。さっきは矢が何本か刺さって魔術の巡りが悪くなっただけだし。矢を抜けば元通り飛べるようになるから」

「そうか。なら大丈夫だな」

　ナーガは後方に目を転じて言った。

「じゃあ、いったん砦とりでを捨てて森に入る。敵が砦に乗り込こんできたら反撃開始だ。それまでに森の中で準備を調ととのえるんだ」

「わかりました。さ、行くわよ、みんな」

　アイスが皆を促して走り出した。

　ノノエル、ユウキ、レラ、セレナ、ケイがあとに続き、最後尾からナーガが走って行く。

　七人はアイスが木もく柵さくを破った箇所から外に抜け出て、森の中へと走り込んだ。
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「ライバッハ隊長、伝でん令れいが走ってきました」

「通せ」

　魔女の砦攻撃部隊を率いる隊長ライバッハが伝令を本陣へ通させた。

　本陣は台地へと登る急斜面から少し離れた雑木林の中に置かれているが、ここならあの巨大な木で偶く人にん形ぎようも、木々が邪魔をして踏み込んでこられないというのがその理由だ。

　攻撃部隊は中隊三つから成る臨りん時じ大だい隊たいだった。

　多くの国々で、十人で小隊、百人で中隊となる兵へい制せいを採っている。

　五個から六個中隊で大隊と呼ぶが、それ以下で、つまり三個中隊とか四個中隊で部隊を運用する場合がある。その場合、臨時大隊と呼ぶことが一般的だった。カサンドラ王国も例外ではなく、三個中隊から成る攻撃部隊を臨時大隊としていた。

　三人の中隊長の中で先せん任にん幹部であるライバッハが大隊長を務めている。

　ライバッハの前に立った伝令兵が敬けい礼れいを送った。

「述べよ」

　軽装の伝令兵は敬礼を解いて口を開いた。

「ご報告いたします。魔女の砦とりでからの反撃が途絶えました」

「途絶えた？　先ほどの伝でん令れいは、森まで登った先せん遣けん隊たいの一部が戦闘の後、追い落とされたと言ってきたが？」

「はい。ですが、その後、砦からの攻撃がぱたりと止やみました」

　どういうことかと、ライバッハは内心で首を傾かしげた。

（森に入った兵が犠牲者を出した挙げ句に追い落とされたのだから、魔女の援軍が来たのかと思ったのだが、そうではないのか？　今までの連中の戦い方からすれば罠わなということはなさそうだが。……すでに退却したのかもしれんな）

　報告が意味する可能性についてライバッハが考えていると、副官格のもう一人の中隊長、アクレイムが口を挟んできた。

「反撃が途絶えたのなら、好機だ。一気に登って砦を占せん拠きよしてしまいましょう」

「しかし、吾われらの作戦目標は砦の占拠ではない。魔女の戦闘力を測るのが任務だぞ」

「占拠してはならんと言われているわけではありますまい」

「それはそうだが」

「占拠してしまえばそれで終しまいですよ。ちまちまと戦力を測る必要性もなくなる。それにこんな好機を見過ごしてどうしますか！　手柄を立てる絶好の機会ではありませんか」

「それも、そのとおりなんだがな」

　たしかにアクレイムが言うとおり、率いている三百で砦を占拠してしまったとなれば、望外の戦果だ。

「吾らが砦を陥おとしたと聞けば、将軍もお喜びになるのではありませんか？」

　というアクレイムの一言でライバッハの腹は決まった。

「よし、第二陣を進めよう。頼めるな、アクレイム」

「もちろんです」

「先遣隊は少しばかり兵数を減らしたようだ。残存兵を吸収した後、台地にまで上がり、砦を占拠せよ。俺おれの百は斜面下まで進んで、いざというときに備える」

「ご安心ください。魔女を蹴け散ちらし、砦でお出迎えしますよ」

　自信満々で言い切ったアクレイムは、自分の幕ばく僚りようを連れ、機嫌よさそうに本陣をあとにした。砦への一番乗りと占拠という栄えい誉よを手にするのだから彼が上機嫌なのも頷うなずけるが、少し浮かれすぎではないかなとライバッハは微かすかに危あやぶんだ。

　経験豊富な彼は、魔女の恐ろしさを身に染みて知っている。しかし、若いアクレイムは魔女と戦ったことがないはずで、ライバッハはそこが不安だと思う。

（いざとなれば逃げてくればいい話か。魔女は追つい撃げきしてこないからな。多数を一気に殲せん滅めつするような戦法も取らない。というか、人数が少ないから取れないんだろうが）

　もしも先遣隊と第二陣が退却するなら、助けてやればいいとライバッハは思った。

　元々、砦とりで攻略が任務ではないのだ。逃げる味方を救ったとなれば、それだけで彼の評価も上がる。アクレイムが砦攻略に成功すれば、部隊指揮官として彼の評価も上がる。

　どちらに転んでも彼に損はない。

　たかが中隊長とはいえ、ライバッハも戦乱の世に生きる強したたかな武将ではあった。
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　斜面に取りついたアクレイム指揮下の第二陣は、斜面の下で退却してきた先さき駆がけ部隊を吸収して兵数を増やすと、斜面の途中まで慎重に進んだ。

（いつもなら、この辺りでなんらかの反撃があると聞いているんだが）

　アクレイムは物もの見みを放って様子を探らせる。

　物見部隊はなんの攻撃も受けないまま、あっさり斜面の上端まで達してしまった。

　少しして、砦の様子を確認した物見部隊からアクレイムの下もとへ伝でん令れいが送られてきた。

「砦には誰だれの姿も見当たりません。どうやら無人のようであります」

　アクレイムは、敵は逃げたと判断した。

「であれば、さっさと登って、とっとと占せん拠きよするとするか」

　アクレイムは第二陣に進撃を命じた。

「敵は退却した。我々は一気に斜面を登り、魔女の砦を占拠する！」

　魔女とは正面切って戦いたくないというのが兵たちの本音だ。魔法という厄介な能力で攻撃してくる魔女たちは、彼らにとってとてつもなく不気味に思える。その魔女が戦わずして退却したことに、兵たちは一様に安あん堵どし、同時に意気が揚あがる。

「おお──っっ！」

　兵たちは勇んで陣替えを行い、縦長の陣形で急斜面を登っていく。

　結局、なんの抵抗も受けないまま、第二陣は斜面を登り切って台地の上に立った。

　砦の木もく柵さくは一部が破れており、そこから中に侵は入いった兵が閂かんぬきを外して門を開ける。

　門が開くと、アクレイムの部隊は砦の中に雪な崩だれ込こんだ。

「誰もいません！」

「無人です！」

「人影なし！」

　次々ともたらされる報告は、魔女たちが逃げ去ったことを示していた。

（なんの苦労もせずに砦を占拠したぞ。これで恩賞はいただいたも同然）

　思わず笑みがこぼれそうになるのをアクレイムはなんとか我慢した。

「よし、ライバッハ殿に伝令を送れ。約束どおり、砦でお出迎えしますとな」

「はっっ」
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　斜面の直ちよつ下かまで部隊を進ませたライバッハは、アクレイムからの伝でん令れいを引見した。

「我が部隊は抵抗を受けぬまま魔女の砦とりでを占せん拠きよ、砦内に魔女の姿は見当たりません」

　報告を聞いたライバッハは、密ひそかに安あん堵どの息を吐はいた。

（やはり魔女どもは退いていたか。しかし、こうあっさりと砦を占拠できるとは思わなかった。もしかして魔女ども、俺おれたちが思っている以上に弱体化しているのではないか？）

　ライバッハはその可能性に思い至る。

　それが事実ならカサンドラ王国にとって朗報だ。報告を上げれば、将軍の覚えもめでたいものになるだろう。

「よし、我らも斜面を登って、砦に入るか」

　彼は幕ばく僚りようたちに、第三陣を進めるための準備を開始させた。
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　森の中で地面に両りよう膝ひざを落としたレラが、短たん裳も状に腰に巻いていた呪じゆ符ふを次々と引ひき剥はがして地面に並べ、手にした筆を忙せわしなく動かして何かを書きつけていた。

　ユウキは板に刺さった矢を抜いて、魔術の流れを調整している。

　アイスは森に落ちている石を拾い集め、それをケイが手伝っている。

　ノノエルの姿が見えないが、彼女は近くの水場で水を調達中だ。空気中の水分を集めるより、水を汲くんだほうが手っ取り早いし魔力も消費しないのだ。

　もう一人、セレナは砦の偵てい察さつに出ている。

　彼女の魔術が偵察に向いているというアイスの進言で、ナーガは彼女に任せたのだった。

　ナーガは左腰の刀かたなを引き抜いて地面に垂直に立て、柄つか頭がしらに両手を置いて仁王立ちになり、魔女たちの働きぶりを見守っていた。

　そのうち水筒を水で満たしたノノエルが戻ってきた。

　満タンになった水筒を腰に吊つるしたり背負ったりしている。

「おう、ご苦労だったな。重くないか？」

　意外と気を遣ってくれる人ですねと思いながら、ノノエルは手を挙げた。

「大丈夫です」

「そうか」

　頷うなずいたナーガは再びレラのほうへ顔を向ける。

　数十枚の呪符すべてに呪じゆ文も字じを書き終えたレラが頭上のユウキを見上げた。

「ナーガさんでき、た」

「ちょうど頃合いかな。あとはセレナが戻ってくれば」

　ナーガが背後に顔を向けると、そのセレナが森の中を駆かけてくるのが目に入った。

　出迎えたナーガたちの前でセレナが敵状を報告する。

「百五十を少し超える程度の部隊が砦とりで内に入りました。後続部隊は、まだ姿を見せていません。おそらく斜面の下にいるのだと思います」

「第三陣は斜面下か。意外と用心深いな。で、砦に入った部隊はどうしている？」

「本隊は広場にいて、その他の兵は砦内を見て回っています」

「本隊の兵数はどうだ？」

「五十前後ではないかと思います」

「狙うのはそいつらだな。当然、部隊指揮官もそこにいるはずだ」

　ナーガが顔を巡らせ、ユウキに呼びかけた。

「聞いてたな。広場にいる本隊が攻撃目標だ」

「わかったわよ。偉そうに命令しないでよ」

　例によって険けわしい目つきをユウキが向けると、アイスが横から口を出す。

「そういえば、ユウキ、あなた、まだナーガさんにお礼を言って……」

「じゃあ、出撃するわよ」

　ユウキはそそくさとその場を離れていった。

　アイスが困ったような顔でため息を吐つき、ナーガも思わず苦笑した。





　16






　ユウキの乗った板が空中に浮いた。

「やるよ、レラ」

「お願いす、る」

　森の中、地面に敷き詰められた何十枚ものレラの呪じゆ符ふ、それらがユウキの起こした風に掬すくわれ、一斉に空中高く舞い上がった。

　地上から上空へと吹き上げた風は、近くに立っていたレラの衣装をも下から煽あおり、数を減らしていた裳も裾すそ状の呪符が勢いよく捲まくれ上がった。

　レラは翻ひるがえる呪符を軽く手で押さえ、ちらっとナーガのほうに目をやったが、彼は空中に舞い上がった呪符を見たまま微動だにしていなかった。ナーガは厳しい顔をしていたが、レラはその表情とは別種の感情が彼の中にあることを鋭敏に感じ取った。

　そこにあるのは喜き悦えつ、愉ゆ悦えつといった類たぐいの感情のように思える。

　生きるか死ぬかという戦場においてそんなことを感じられる者は、魔女であっても人間であっても、ふつうはいない。であれば、ナーガはふつうの男ではないのだ。

　頼もしいと思う反面、そこに何か危険な匂いをレラは嗅かぎ取った。

（あの人に完全に心を許してしまうのは危険な気がしま、す。でも姉あね様さまはナーガさんにかなり期待をしているようで、す。そしてそれは間違ってはいないと思うので、す、が）

　レラは己の胸の中うちに湧いた危き惧ぐ感を、しばらくのあいだ、誰だれにも言わず胸にしまっておこうと思った。

　レラは上空を見上げた。

　すべての呪じゆ符ふが木々の頂のさらに上、空中に整然と並んでいる。

　ユウキを見上げてナーガが叫ぶ。

「それを運んでいって敵兵の頭上に降らせるんだ！」

「言われなくてもわかってるわよ！　っていうか、こっち見るな！」

　一いち陣じんの旋つむじ風かぜが真まっ直すぐナーガ目がけて走ってきたが、彼は避よけようともせず、体の正面で受け止める。

　ナーガの頬ほおや腕に何本もの赤い筋ができ、血が滲にじんだ。しかし彼は微動だにせず、ユウキを見み据すえている。

「よけいなことをしていないで、やるべきことをやれ」

「う。わ、わかってるわよ！」















　気け圧おされたように顔を背けたユウキが呪じゆ符ふの群れを風で操り、砦とりでの上空へと運んでいく。

　森を出ると、砦は直すぐそこだ。

　魔女が逃げていったと信じ切っている人の兵は、砦の周囲にほんの少数の警備の兵しか配していなかった。

　ユウキは安あん堵どの息を吐はく。

　こうして空中での作業中に弓で狙われるとかなり厄介なのだ。かといって、弓の射程外まで高度を上げてしまえば、いざというとき魔術の効果が薄れてしまう。

　ユウキは見張りの兵が薄い場所を探して砦に近づく。

　呪符の群れの只ただ中なかにいるユウキは青白い蝶ちようの大群でも従えているように見える。

　ナーガたちは森の境まで進み出て、木陰からユウキの首尾を見守る態勢だ。

　呪符の群れが木もく柵さくの上方に差しかかり、ユウキが素早く合図を寄よ越こす。

　レラは腰回りに残った呪符の一枚を剥はがし、素早く呪じゆ文も字じを書き付け、呪文を唱える。

「炎ほのおと覇は王おうと非ひ業ごうの使徒よ、燃えて火となり黙もだして死となり、行いきて活いきて逝いきて、念ねんじ燃ねんじ然ねんじ、炎かぎろいの焔えん帝ていの加か護ごと火か后ご」

　レラが手にした呪符が燃え上がると同時に、空中に浮かんだ呪符が一斉に火を噴ふいた。

　広場上空まで飛んだ燃える蝶の群れは、そこでいったん飛ぶのを止やめて空中に静止したかと思うと、直すぐさま降下を始めた。

　音もなく空中から忍び寄ってきたユウキと燃える呪符の群れにカサンドラ兵が気づいたときは、すでに手遅れだった。

「なんだ、あれはっっ!?」

「燃えてるぞっっ！」

「降ってくるっ？」

「魔女だっ、魔女の攻撃だっ！」

「逃げろ逃げろ逃げろ！」

　頭上から降り注ぐ燃える呪符から逃れようとして兵たちは必死で逃げるが、呪符は数が多い上に、逃げても追いかけてくる。

　急斜面を登るために兵はみな軽装備、呪符が触れれば、たちまち兵服が燃え上がった。

　火だるまになって地面を転がる兵が続出し、広場は大混乱に陥る。

　騒ぎを聞きつけて駆かけつけた兵も、燃える呪符が飛び回っていて近づくことができない。仲間の兵の火を消そうにも、水場で水を汲くんでいる暇はなく、どころか、その場に留とどまっていると、自分まで燃える呪符の餌食になる。

「くそっ、魔女に一杯食わされたっっ！」

　顔を歪ゆがめ、罵ののしりの言葉を吐き、アクレイムは必死に走った。

「魔女め、薄汚い手を使いやがって。これが奴らのやり口かっ！」

　魔法による奇襲、騙だまし討うち。それはアクレイムが聞かされていた「卑ひ怯きよう、卑劣な魔女」という評判に相応ふさわしい攻撃だったから、彼は魔女のやり口と断じたのだが、しかしこれは魔女の戦い方ではない。ナーガの戦い方だ。

　指揮官が逃げるのを見て幕ばく僚りようたちもあとを追う。

　幹部が逃げ出すのに気づいた兵たちも雪崩なだれを打ってその場から逃げ出した。

　砦とりでの外に逃げるとなると、門を通るしかない。

　アクレイムは門に殺到した集団の先頭を切って走っている。それがよくなかった。

　将兵がひとかたまりとなって砦の外へ走り出ようとしたそのとき、ノノエルの水の槍やりとアイスの礫つぶてが襲おそってきた。

　門を通ろうとして多数の兵が集中しているから、ろくに狙いをつけなくても、水の槍も礫も、当たる当たる当たる。

　アクレイムは全身を水の槍で貫つらぬかれ、血を噴ふいてその場に昏こん倒とうした。

「ぐっっ……魔女め……魔女ぐぁあっっ」

　倒れたアクレイムの体を踏みつけ蹴飛ばし、後続の将兵が砦から走り出ていった。瀕ひん死しの重傷を負ったアクレイムは味方の将兵によって止とどめを刺されてしまった。

　だが、走り出た彼らもまたアクレイムと同じ運命を辿たどることになる。

　水の槍で貫かれ、礫に打たれ、兵は悲鳴を上げてバタバタと倒れていく。

　倒れた兵は障害物となって後続の兵の通過の邪魔をする。障害物を避よけようと走る速度を落とせば、礫や水の槍がさらに当たりやすくなる。結果、倒れる兵が増え、障害物が大きくなり、後続の兵の通過をよけいに難しくする。

　たまたま逃げ出せた一部の兵以外は、門を抜けようとするところをアイスとノノエルに撃うち倒され、死し屍し累るい々るいといった惨状だった。

　近くの木もく柵さくが破れているのに気づいた兵が、そちらに回り込こんだ。

　それらの兵には、アイスもノノエルも攻撃を加えない。

　自分たちが惨敗を喫したことを報告する生存者も必要だというナーガの意見で、彼らは敢あえて見過ごすことになっていた。

　砦を占せん拠きよしたはずのカサンドラ兵が砦を捨てて逃げ去るのに四し半はん刻こくもかからなかった。

「やった！　逃げてく逃げてく！　人の兵が退のいていった！」

　セレナとケイが跳び上がって歓声を上げた。

　投とう石せきを止やめたアイスは肩で息をしている。さすがの彼女も全力で石を投げ続けたせいで疲労が隠せない。

　ノノエルも大きく息を吐はいて魔力を解いた。




　六人は森から砦前の空き地に出てきた。

　砦とりでの上空で燃える呪じゆ符ふを操っていたユウキも板に乗って戻ってきた。敵は弓で攻撃する気にもならなかったようで、今回はユウキの板に一本の矢も刺さっていない。

「おい、ユウキ！」

「偉そうに呼ぶなって言ってるでしょ！」

　頭上から降ってくる罵ば声せいに、ナーガがにやりと笑った。その迫力のある凄絶な笑みに、セレナとケイは思わず身震いしてしまう。

　なんか最初に見たときと印象が違う、というのが二人の正直な感想だった。

「おぉい、ユウキ様、下りてきてくんねえか」

　そう言ってナーガは、上空に浮かぶユウキをちょいちょいと手て招まねいている。

「な……何よ!?　っていうか、あんたに様呼ばわりされると気持ち悪くて蕁じん麻ま疹しんが出そうなんだけど？」

　警戒心を顔に浮かべたまま、ユウキが降下してきた。

「ご苦労だけどな、引き続き上空から砦の周囲、とくに崖の側だが、見張ってくれるか。望ぼう楼ろうが使えなくなっているから、敵の動向を見張るのはおまえの目が頼りだ」

「あ、そ、そうね。まぁ、当然よね。っていうか、そんなこと、あんたに言われなくてもやるつもりだったから」

　そう言い捨てて板を上昇させたユウキは、高みまで上がるとナーガを見下ろした。

　こちらを見上げていたら怒鳴りつけてやろうと思ったが、案に相違してナーガの視線は水平方向に向けられていた。そして、険けわしい顔のまま何かをじっと見つめている。

（なに見てるの、あいつ……）

　そちらには何もない。ユウキのところからなら断崖の上と下を繋つなげている急斜面が見えるのだが、地上からは砦の木もく柵さくと頭上に広がる空くらいしか見えないはずだ。

　この非常事態にナーガはそんなものを見ているのか、それとも彼の目は、そこに見えている景色ではない別の何かを見ているのか、ユウキにはよくわからなかった。

（まぁ、こっちを見てないならそれでいいけど）

　板を上手に風に乗せ、ユウキは砦の上空でゆっくりと旋回を開始した。
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　ナーガは、いったん鞘さやに収めた刀かたなを抜き放った。

「何をするつもりですか、ナーガさん」

　とアイスに訊きかれ、ナーガは、ふん、と鼻を鳴らす。

「苦しんでいる奴らに止とどめを刺す。ノノエルの水の槍やりで貫つらぬかれたり、あんたの礫つぶてをモロに食らったりした奴は、もう助からねえだろう。だったら、苦しみを引き延ばすより、早く楽にしてやるべきだ」

「…………」

「それともあんたらは、人間の苦しみを長引かせたいか？」

「いいえ。たしかにわたしたち魔女と人とは相あい容いれない存在ですが、戦って倒れた相手をさらに苦しませようとは思いません」

「それを聞いて、俺おれも少し安心したな」

　ナーガはにやりと笑うと、

「そこで待ってろ」

　と言い置いて、砦とりでの門のほうへ足を踏み出した。

　アイスはその背中へ思い詰めたような声をかける。

「わたしも……わたしもお手伝いします」

「いいのか、アイス？　けっこうキツい仕事だぞ？」

　アイスは強こわばった顔で、大丈夫です、と頷いてから仲間のほうへ顔を向けた。

「ケイとセレナ、ノノエル、レラはそこで待っていて」

　四人はごくりと唾を呑んで頷いた。

　門の周囲に折り重なって倒れている敵兵の下もとまで歩み寄ったナーガは、一人一人、状態を確かめて回る。

「軽傷の者がいたら、選より分けておけ、アイス」

「あ、はい」

「といっても、軽傷者は逃げられるわけだから、ここに倒れちゃいないだろうがな」

　瀕ひん死しの重傷を負って呻うめいている者を見つけると、ナーガはその者の喉を刀かたなで貫つらぬいて楽にしてやる。

　アイスも、生存者がいればその怪け我がの具合を確かめ、助かりそうもないと判断した者は頸けい骨こつを折って一思いに楽にしてやった。

　そんな二人の様子を、レラたちは呆ぼう然ぜんと見守っていた。

　ナーガの態度は残酷そうに見えて、その実、誠実で、むしろ優しい。

　だが、生きている者に止とどめを刺す作業はとても辛いはずだ。じっさい、アイスは必死の形ぎよう相そうだ。しかしナーガは平然と、淡々と、その作業を続けている。

　彼をどう評価したらいいのか、レラにはわからなくなった。

　結局、軽傷者はいなかった。大半の者は討うち死にしており、僅わずかな生き残りも、とても助からないほどの重症を負っていた。彼らを楽にしてやったナーガとアイスは、木もく柵さくが壊れている箇所から顔を出して四人を呼んだ。

　四人が砦内に足を踏み入れると、ナーガがレラに訊きいてきた。

「俺たちだけでは埋葬するような穴は掘れない。死者は燃やしたほうがいいな。放置したままだと腐敗する。疫えき病びようの原因にもなりかねない。燃やせるか？」

「たぶん平、気」

「ま、それはあとでもいい。とりあえず今後の相談だ」

　と言って、ナーガは五人を手て招まねいた。




　六人は砦とりで内の広場に腰を下ろして円陣を組んだ。

「それにしても見事な策でしたね、ナーガさん」

　まだ少し青い顔でアイスがそう言うと。

「いや、べつに見事ってほどのことでもないんだがな。むしろ俺おれには、あのくらいのことを今までおまえたちがやってこなかったほうが不思議だ」

「あ、はぁ」

　少なくともハリガンの奴なら考えつきそうなんだがな、とナーガは内心で首を捻ひねりつつ、もしかすると自分が操る木で偶く人にん形ぎようの強さに自信を持っているからこそ、こんな騙だまし討うちみたいな戦い方を考えないのかもしれないと推測した。

　それは敵の部隊にも言えることだ。

　いくら魔女が強いとはいえ、数人で守る砦を今まで攻め陥おとせなかったことのほうが、ナーガには信じられない。

（この世界の戦いくさは、もしかすると馬ば鹿か正直な戦い方しかしてないのかもな。戦に勝つってのはそうじゃねえのに。敵の強いところに味方の強いところをぶつけたら、勝っても負けても互いの損害が大きくなるだけだ。相手の裏をかいて敵の弱いところに自分の強いところをぶつけなきゃいけねえんだ、戦ってのはな）

　そう思ったナーガは、我知らずこう呟つぶやいていた。

「孫そん子し曰いわく、兵は詭き道どうなり、兵は拙せつ速そくを尊たつとぶ……だ」

　ナーガの呟きを聞いたアイスが首を捻る。

「ソンシというのは誰だれですか？　キドウってなんなんです？」

「ん？　いや……え～と、誰だ？　今なんとなく、頭に浮かんだんだが。詭道ってのは、要するに戦ってのは相手との騙し合いってことだ」

　アイスだけでなく、レラもノノエルもケイもセレナも、ナーガの言う意味がわからないのか、首を捻っている。

「それよりも、アイス」

　と自分を呼ぶナーガの声が重く響いて、アイスは思わず背筋を伸ばす。

「村に伝でん書しよ鳩ばとを飛ばしたって言ってたけど、ハリガンの到着はいつ頃になりそうだ？」

　というナーガの問いかけに、そうですね、とアイスが首を捻る。先ほどまでの思い詰めたような様子は消え、いつものアイスに戻っている。

「人の軍を発見して直すぐに飛ばしたわけですから、もうこちらへ向かっているはずです。どれだけの支し度たくをして、何人連れてくるかにもよりますけど、早ければ日の高いうちに、遅くても日暮れまでには……といったところでしょうか。でも事態が事態ですし、取るものも取りあえず駆かけつけてくるとすれば、昼過ぎには到着するかもしれません」

「このあと、ここをどうするかは、ハリガンが来ないと決められないんだな？」

「はい、姉あね様さまに詳細を報告して、姉様の判断を仰ぐと、そうなります」

「そうか。だったら、まずはハリガンが来るまで、この砦とりでで頑張るか」

「敵はもう一度、攻めてくると思います？」

　ナーガの顔を覗のぞき込こむようにして訊きいたアイスは、この状況下で自分がナーガを頼りにしていることを自覚する。

　攻め寄せてきた人の軍を鮮やかに撃退した彼の手しゆ腕わんに感じ入ったのか、それとも危機的状況でも落ち着きを失わない度胸に感心したのか、あるいは自分を含めて会って間もない魔女たちを見事に指揮した辣らつ腕わんぶりに感服したのかアイス自身にもよくわからないのだが、いずれにせよ、ナーガがいてくれればなんとかなりそうな気がするから不思議だった。

「いや、あれだけ痛い目に遭あったら、しばらくは来ないだろうよ。少なくとも今の人数でもう一度……とは思わないはずだ。そうなると、もっと兵数を揃そろえてくるか、別の方ほう策さくを講じるかだな。いずれにせよ、それは後日ってことになる。ところで」

　ナーガは森のほうに目をやってから言葉を継いだ。

「森に置いてきた木で偶くはどうするんだ？」

「ここにはあと一体しかありませんから取りに戻りたいところですけど、さすがにわたし一人で持ってくるのは厳しいですし。かといって、いまユウキを連れていくわけにもいかないでしょうし」

「ああ。望ぼう楼ろうが燃えてしまった以上、敵の動向に関しちゃ、あいつの目が頼りだからな。取りに戻るなら、夜になってからだな」

「ですね。では、それまでは人の軍の動きに注意を払いつつ、木もく柵さくの補強などを……」

　いや、とナーガは首を横に振った。

「そいつは要いらねえ。万が一、相手がもう一度砦まで攻め寄せてきたら、この人数で守り切れるものじゃねえ。次は、あんな奇策は使えないだろうしな、少しくらい補強したって意味はねえ。被害状況を調べておけばそれでいい。それより、みんな疲れてるだろうし、少し体を休めておいたほうがいい」

「……でしょうか」

「そのほうが、いざっていうときに動ける。何もしないでいると不安を感じるかもしれねえが、頑張って休め」

　アイスが、くすっと笑った。

「頑張って休む……のですか」

「そういうこと。その辺に腰を下ろして水でも飲んでおけ。それだけで、ある程度までは回復するはずだ。おまえたちの魔力とやらだって無む尽じん蔵ぞうってわけじゃないんだろ？」

（さすがにそれはわかりますか）

　ええ、と頷うなずいたアイスは、レラとノノエル、ケイとセレナの顔を順じゆん繰ぐりに見回した。

「全員一斉にというわけにもいきませんから、交代で休みましょう」

「なら、アイスとノノエルか、ら。わたしたちはあとで、いい」

「じゃあ、お言葉に甘えさせてもらおうかな。ナーガさんは？」

「俺おれか。俺は……そうだな、いざというときに備えて俺も少し休ませてもらうか」

「では、あの建物へ。敷物もありますから、横になれますよ」

　ナーガとノノエルを連れてアイスが住居棟に向かい、レラとセレナ、ケイは戦いくさの後片付けと砦とりでの被害状況を調べるために散っていった。
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　斜面を登ろうと自分の部隊に準備させていたライバッハは、上方で悲鳴や怒声が上がっているのに気づいた。なんだ？　と彼が斜面を見上げると、大きく数を減じた味方の兵が転がり落ちるような勢いで逃げて来るではないか。

　経験豊富な部隊指揮官であるライバッハは、先行部隊が魔女に攻撃され、敗走してきたに違いないと速断した。

　理由も方法もわからない。が、それを考えている場合ではないことを彼は知っている。

「魔女の攻撃があるやもしれん。直ただちに臨りん戦せん態勢を取れ。逃げてくる友ゆう軍ぐんを収容したら、速やかに本陣を置いていた場所まで下がるぞ」

　ライバッハの部隊はしばらくそこに留とどまり、敗残の友軍を収容した後、整然と退却していった。

　元の本陣まで退いた後、彼は逃げてきた兵を尋問した。

　何人かに尋きいた結果、無人の砦に入ったアクレイム部隊は、油断しているところを魔女に急襲されて総崩れとなり、逃げるところを狙われ、潰かい乱らんしたことがわかった。

（魔女らしくない戦い方だな）

　そこが少し気になったライバッハだが、現状、もっと気になることがある。逃げてきた兵の中にアクレイムの姿が見えないのだ。

「で、アクレイムはどうしたか？」

　彼の問いに答えることのできた兵はいなかった。

（討うち死にしやがったか、あいつ）

　なんてことだとライバッハは天を仰いだ。

　将軍から誉ほめられるどころか、よけいなことをして兵を失った責任を追及されそうだ。

（魔女に関わると、ろくなことがねえなぁ）

　ライバッハはため息を吐ついて副官に言った。

「おい、エインの砦とりでまで戻るぞ」
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　三の砦の周囲を何度か旋回して敵兵の姿がないことを確認したユウキは、平原を少し先まで飛んでみることにする。この辺りを飛ぶのは初めてではないから、だいたいの地形は頭に入っている。ただ、これまでは夜明け頃とか日暮れ前とかの、人に見つかり難にくい時間帯を選んで飛んでいた。こんなに明るいときに飛ぶのは初めてだった。

　眼下には赤茶けた荒野が広がっている。日の光の下もとで見ると、大地の起伏がはっきりとわかる。

　この先しばらくはこんな荒れ地が続き、人が住めるような肥ひ沃よくな土地は、もっと先まで行かないと現れない。だから、この辺りには街どころか村もない。こんなところまで人の軍が進出してくるのは、魔女が黒い森にいるからだ。人はなんとか黒い森を魔女の手から奪取して、自分たちの周囲から魔女を追いだしたいと思っているのだ。

　ハリガン一党の支配領域に近接しているのはカサンドラ王国で、現在の王はカサンドラ三世である。先代の王は黒い森への進出にさほど熱心ではなかった。

　というより、周辺諸国との争いに忙しくて、とても進出を企図するほどの余裕がなかったというべきか。

　だが、最近になって風向きが変わってきた。

　旧教会勢力と新教会勢力の抗争が曲まがり形なりにも一段落したのに伴い、カサンドラ王国と周辺諸国の抗争も一段落していた。カサンドラ王国へ新たに派遣された旧教会の神み子こ──概念的には神父や牧師に近い──が魔女の討とう滅めつにことのほか熱心で、カサンドラ三世を焚たきつけているらしい。

　そのくらいのことはハリガンから聞かされてユウキも知っていた。けれどユウキには、なぜ旧教会勢力がそこまで魔女の討滅に熱心なのか、魔女の追い出しに傾けい注ちゆうするのかが、どうしても理解できない。

　魔女の側から人の街や村を攻撃したことはないし、人に迷惑をかけているわけでもない。黒い森の奥でひっそりと自給自足に近い生活を送っているだけだ。それなのに、どうして人から攻撃されるのか。どうして人に追われなくてはならないのか。さっぱり理由がわからないし、わからないからこそ、その理り不ふ尽じんさにユウキは腹が立つ。

　最近の王国軍の攻勢にハリガンが頭を痛めているのはユウキもよく知っている。敬愛するハリガンを困らせる奴らに対する憎しみは増すばかりだ。

（わたしにもっと力があったら、攻めてきた人の軍を皆殺しにしてやるのに）

　風に乗って空中を漂ただよいながら、ユウキは悔しさに身を焼かれるような焦しよう慮りよを感じた。

　今回だって、そうだ。

　すんでのところで間に合ったからよかったが、下手をすると砦とりでを焼かれ、そこに詰めていたレラやケイ、セレナが殺されていたかもしれない。悔しさに唇を噛かむ一方、なんとか敵部隊を撃退できたことと仲間が無事だったことに安あん堵どしていた。

（でも……あいつ……）

　攻め寄せてきた人の部隊を一人の犠牲者も出さずに撃退できたのは、あのおかしな恰かつ好こうをした奇妙な男、ナーガのおかげだと思うと、それはそれで腹が立ってくる。

　不ふ時じ着ちやくしようとしたとき、板から落ちて彼に助けられるという失態を演じた自分にも腹が立つ。

（下品だし愚ぐ劣れつだしすけべぇだし。まぁ頭がいいのは認めるけど。でも、そもそも過去も出自もまるでわからない男じゃない。記憶を喪なくした振りをしてるだけで、あいつが人の送り込こんだ間かん諜ちようだって可能性が消えたわけじゃないのに）

　切れ者のハリガンが間諜の可能性を考えていないはずがない。けれど、彼女には危険を承知で敢あえて踏み込むといった面もある。もしかすると、素そ知しらぬ顔で泳がせているのかもしれない。でも、それは随ずい分ぶんと危険な賭かけではないかとユウキは危あやぶむのだ。

（あいつのことは、わたしがちゃんと見張っていないとね。でも、今は人の軍の見張りのほうを優先させなきゃ、だけど）




　眼下の小さな山さん塊かいを越えた先に人の築きずいた砦がある。エインの砦だ。魔女たちの砦とは違って、周囲に城壁を巡らせた本格的な造りの砦だ。いつも三百ほどの兵が詰めていて、この辺り一帯に睨にらみを利かせている。

　その砦の役目は、魔女たちの動向を探ることと、もしも魔女たちが森を出て平原に下りてきたら、足止めをすること。そして近くの砦や王都へ伝でん令れいを走らせることである。

（そんなことはしないのに）

　少なくとも、ハリガンには森を出て平原に下りるつもりはないし、ユウキたちだって、その方針に素直に従っている。魔女たちの願いは、森の奥でいいから静かに暮らしたいというものだ。それ以上でもそれ以下でもない。

　そんなささやかな願いすら人は許さないというのだろうか。だとしたら、この先、人の攻勢が止やむことはないだろう。どころか、ますます烈はげしくなるだろう。

　ユウキには、どうしていいのかわからなかった。

（まぁね、ハリ姉ねえにだってわからないのに、わたしなんかが解決法を思いつけるはずないんだよね。わたしはわたしにできることを精一杯やるだけ……だよね。とりあえず今は、任された物もの見みの任務に集中しよう。あまり砦とりでに近づきすぎると弓で狙い撃うたれるかもしれないから慎重に飛ばないと）

　山さん塊かいを越えたところで、ユウキはさらに高度を上げてみる。

　板を運ぶ風の流れが少し不安定になった。

　風の操作に気を遣いながら、ユウキは一定以上の高度を保ったまま飛んでいく。

　高度を上げて飛ぶと魔力の消耗が早くなるが、自分たちの砦と敵の砦を往復するくらいなら大きな問題はないはずだった。

　やがて人間の砦がユウキの視界の端に飛び込こんできた。

　砦に近づけば近づくほど見回りの兵と出くわす危険も高くなる。ユウキはよりいっそうの注意を払いながら、なおも砦に向かって接近を続け、そして。

　彼女は我が目を疑う光景を目にして、思わず叫んでいた。




「なに、あれ！　なによ、あれ!?」




　砦の中は人で溢あふれ返っていて。

　砦の周囲には何百という天幕が張られ。

　今なお軍馬が列をなして砦に近づいてきている。

　まだ少し距離があるので詳細は確認できないが、砦とその周囲には合わせて一千前後の兵がいると見て間違いないだろう。その上、後続部隊もいる。

　ユウキは体の芯が冷えるような感覚を味わった。

　これだけの兵数を用意したとなると、カサンドラ王国軍は本気で魔女の砦を奪いにきたと考えるしかない。

（大変だ。早くハリ姉に報しらせなくちゃ！）

　ユウキは青ざめた顔で風を操り、乗っている板を方向転換させる。

　ここまで人の兵に出会わなかったから、もう全力で飛んでも平気だろうと判断したユウキは、板の高度を下げると、可能な限りの速さでかっ飛んだ。
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　戻ってきたユウキの報告に砦の中は騒然となった。とはいえ、砦には七人しかいないのだから、騒然という表現は大げさすぎるかもしれない。

　七人は住居棟の部屋に床しよう几ぎを置いて車座になり、対応策を協議する。

　魔女の何人かが蒼そう白はくな顔で身を乗り出した。

「どうすればいいの、アイス？」

　と訊きいたのはノノエル。

「千人もの兵で攻められたら、いくら姉あね様さまの木で偶く人にん形ぎようが強力でも……」

　言葉を詰まらせ、泣きそうな顔になっているのはセレナ。

「どうもこうも、もうこの砦とりでは放棄するしかないと思うんだけど。違う？」

　そう言って居並ぶ仲間の顔を見回すのはケイだ。

　アイスだって、どうしたらいいのかわからない。彼女は右隣に座っているユウキに顔を向けた。

「軍勢はまだ集結中……だったのよね、ユウキ？」

「うん、そう。わたしが見た時点で千人くらいはいたと思うけど、たぶんまだ増える」

「ということは、直すぐには攻めてこないわね。やはり姉様が来たら相談して、どうするか決めていただかなくては」

　ユウキもレラもノノエルも、そしてセレナとケイも、無言で頷うなずくことしかできなかった。

　アイスは左隣に座っているナーガに目を向ける。

　彼に何か言ってもらいたかった。自分たちを安心させるような言葉がほしかった。

「ナーガさんはどう思いますか？」

　右隣ではユウキが不服そうに頬ほおを膨らませているが、肝かん心じんのナーガは、どこか上の空のまま返事をしてきた。

「ん？　そうだな、直ぐに攻めてこないって意見には俺おれも同意だな。やっぱりハリガンが来てからだろ、決めるのは」

「……ですか」

　内心の気落ちを押し隠してアイスが応えると。

「それより、アイス」

（そ、それよりって……）

「ちょっと倉庫の中を見たいんだけど、いいか？」

「え、ええ、いいですけど。何を探そうというのです？」

「いや、何か役に立ちそうな物がないかどうかを確認しておきたくてな」

（何をどう役に立てようというのかしら）

　アイスが訊くより早く、ナーガは立ち上がっていた。

「じゃあ、俺は倉庫を見てくるわ。扉は開くのか？　それとも鍵が？」

　レラが右手を挙げた。

「ではわたしが案内しま、す」

　ナーガはレラに先導されて、すたすたと部屋から出ていってしまった。

「あ[image: ][image: ]、男の嫌な匂いがしなくなってせいせいする[image: ][image: ]」

　などと言ってユウキは喜んでいるが、アイスは少しがっかりしていた。

（わたしたちが今どれほど切せつ羽ぱ詰つまっているのか、どれほどの危機に直面しているのか、わかってもらえていないのかな。他の世界から来た人に、わたしたちと危機感を共有してもらうのは無理……なのかしら）

　それでもナーガなら、何かしてくれそうな気がした。打開策を見いだしてくれそうな雰囲気が漂ただよっていた。けれど今の彼の言動には切迫感が感じられなかった。

「で、アイス、とりあえずどうしよう？　わたし、もう一度、物もの見みに出る？」

「そうね。いえ……もうそろそろ姉あね様さまが到着されるかもしれないわ。姉様の指示で新たな任に就いてもらうことになるかもしれないし、ユウキもここに控えていて。ナーガさんが言ったように、人の軍がもう一度攻めてくる可能性は低いでしょうし」

　ナーガの名を出す度にユウキが不満そうな顔になる。

「あいつの言ったことなんか当てにならないってば」

　そう反発するユウキだが、心の中では彼の言い分を認めてもいた。

（ま、まぁでも、そんなの常識だから。べつにあいつが慧けい眼がんってわけじゃないから）

「それにユウキ、荷車を支えたり、人の兵を攻撃したり物見に出たりと、あなた、ずっと働きづめだったでしょう。少し休んでおいたほうがいいわね。夜が明ければ、また飛んでもらうことになるでしょうし」

「そう……だね。わかった」

「二次攻撃はないにしても、ごく少数の兵が接近してくる虞おそれはあるわ。レラが戻ったら、わたしたちは血けつ界かいを張り直しておきます。そうして姉様の到着を待ちましょう。ノノエル、セレナ、ケイ、ご苦労だけど、もう一働き、お願いね」

　三人は不安の翳かげが差したままの表情で小さく頷うなずいた。
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　倉庫にはとくにめぼしい物はなかったらしく、ナーガとレラは程なく戻ってきた。

　何やら当てが外れたと浮かない表情のナーガに声をかけず、アイスはレラを呼んだ。

「はいアイ、ス？」

「今のうちに血界を張り直しておこうと思うの。手伝ってくれる？　というより、ここにいる者の中では、あなたの血界がいちばん精せい確かくに働くから、あなたの作業をわたしたちが手伝うと言うべきね」

　間髪を容いれずにナーガが訊きいてきた。

「血界ってなんだ、アイス？」

「それはですね、簡単に言えば、魔女の血で張った索さく敵てき陣といいますか、対人探知装置といいますか、まぁそんなものです」

「ああ、そう言えばハリガンもそんなこと言ってたな。よくわからないが、わかった」

「どっちですっ？」

「『血けつ界かい』は知らねえが、『結界』は聞いたことがある。その概念もなんとなくわかる。だから、そこからの類推だ。要はその陣を張り巡らせておけば、闇に紛まぎれて敵兵が近づいてきても探知できるってことだよな？」

「ええ、そう考えていただければいいかと」

「便利なことができるんだな、おまえら。羨うらやましいわ」

　ナーガは本気でそう言ってるように思えて、アイス以下、全員が怪け訝げんそうな顔になる。

「羨ましい……ですか？　こんな能力が？」

「だって便利じゃねえかよ。それとも、それを張る代償に、おまえらに何か大きな危険があるってのか？」

「いいえ、これに関しては少しの血と多少の体力、精神力を使うくらいで、とくに危険はありませんけど」

「なら、便利じゃねえか」

「気味が悪くないのですか？　あるいは……恐こわくないのですか？　人に非あらざるこんな能力を持っているわたしたちが」

「変なことを言うな、おまえ。並の者より力持ちの奴がいれば便利だろ。並の者より速く走れる奴がいれば便利だろ。並の者より知識のある奴がいれば便利だろ。おまえらの能力なんて、それと大して変わりゃしねえだろ。要は使う者しだいだってことだ」

「は……あ」

　アイスは呆あつ気けに取られていた。

（そんなふうに言われたのは初めてです。それは、わたしたちを人間と同列に考えているということですよね。この人は、どうしてそんなふうに考えられるのでしょうか。やはりこの世界の人ではないから……なのかしら）

　アイスの戸と惑まどいにかまわず、ナーガは語り続ける。

「力のある奴が人を殴れば脅威になる。剣術ができる奴が剣を振るえば脅威になる。知識のある馬ば鹿かが一軍を率いれば脅威になる。どんな能力を持っているかなんて関係ないぞ。その能力をどう使うか次第で人の役に立ったり脅威になったりするだけだ。だから俺おれは、おまえらが特殊で特別な能力を持っていたからって、それだけでおまえらを恐いとも気味が悪いとも思わないな。むしろ善いい奴だろ。こんなどこの馬の骨ともわからない俺を助けてくれたんだからな」

「ナーガ……さん」

　ナーガを見つめるアイスの目が、なんだか潤んでいる。彼女はナーガの言葉に少しばかり感銘を受けてしまった。

　レラも感心した顔つきでナーガを見ているし、ノノエル、セレナ、ケイも、少し不思議そうな、それでいて感心した表情になっている。

　ナーガは急に居心地が悪くなった。

（なんなんだ、こいつらのこの反応は。俺おれは当たり前のことを言っただけだろ。なのに、どうしてこんなふうに感心した顔になりやがるんだ？）

　外の世界から来たナーガにはまだ理解できていなかった。彼の考え方がここでは当たり前でないことを。この世界に住む人々にとって、彼の考え方のほうが特殊で特別なのだ。

　この世界の住人にとって、魔女と人とは別物──別者というべきか──であり、魔女は人を害し、人の領域を侵おかす悪あしき存在なのだ。彼らにとって魔女とは「少しばかり特殊で特別な能力を持った人間」ではない。魔女はあくまで魔女で、「人と相あい容いれない仇きゆう敵てき」でしかなかった。

　そんな常識に支配された人間と戦い、追われ続けてきたアイスたちにとって、ナーガの言葉はじつに新鮮で、不思議で、喜ばしいものだったのである。

「それよりも、アイス。早く血けつ界かいとやらを張りに行ったほうがいいぜ。ある程度の時間は必要なんだろ？　敵の物もの見みが近づいてこないとも限らねえ」

　とナーガに促されて、アイスは我に返る。

「あ……そうですね」

　彼女はいかにも嬉うれしそうな笑みを満面に浮かべて応えた。

「急いで血界を張って、姉あね様さまの到着を待ちましょう」

　ナーガが室内を見渡した。

「ユウキは？」

「あの娘こ、今日は働きづめだったので、別室で休んでいますよ」

「じゃあ、血界を張る作業には来ないんだな？　だったら、血界を張るところに俺もついていっていいか？」

「え？」

「今まで見たことがないからな、そういうのは。自分の目で見てみたいんだよ。あいつが来るなら遠慮しようと思ったんだが、来ないなら……な」

（そして、意外と優しい方ですね）

　アイスは内心でそう呟つぶやくと、にこやかな笑顔をレラのほうに向けた。

「いいわよね、みんな、ナーガさんに見てもらっても？」

（あ、れ？　アイスの笑顔がいつもと少し違うような気、が）

　内心で首を捻ひねりつつ、レラは肯定の意を示して頷うなずいた。

「わたしはかまわないけ、ど」

　ノノエル、セレナ、ケイも頷うなずいた。

「では、行きましょうか。セレナとケイはここに残ってお留守番と見張りね。ユウキが起きてきたときに誰だれもいないと困るし、同様に姉あね様さまが到着したとき誰もいないと困るから。いちおう、ユウキが休んでいるあいだ、崖の側の見張りをやっておいてもらえる？」

　この中でいちばん年若と思われるセレナは、しゃちほこばって返事をした。

「はい、アイス。留守番と見張りをします」

　ケイのほうは、

「ああ、わかった。なんかあったら直すぐに狼煙のろしを上げるからさ」

　とぞんざいな返答だった。

　こうしてナーガはアイスたちと共に、砦とりでの周囲に血けつ界かいを張るために砦を出ていった。
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　それから一刻半ほど後、少しずつ日が西に傾いていく頃、砦の周囲に新たな血界を張り終えたアイスやナーガたちが砦に戻ってきた。

　そこには数人の娘むすめたちを従えたハリガンが待ち受けていた。
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　住居棟のいちばん大きな部屋──といっても板敷きの床に板壁というなんの装飾もない部屋だが──に砦にいる全員が集結した。

　すでに留守番役のセレナやケイから簡単な話を聞いていたが、改めてレラやアイスからも詳細な報告を受けたハリガンは、さらなる敵の攻撃を警戒する必要はないだろうというナーガの意見に賛成した。

　おまけにレラたちが血界を張り直してきたばかりだという。仮に日が暮れたあと、闇に紛まぎれて人の物もの見みが密ひそかに接近を図ってきたとしても、ほぼ確実に探知できる。

　ということで、今後の方針を話し合うため、ハリガンは全員を集めたのである。

　レラやケイ、セレナだけでなく、ナーガやアイス、ユウキ、ノノエルも朝からほとんど何も口にしていなかった。そこでハリガンは倉庫から非常食を持ってこさせて、軽く食べながら話そうと言った。

　ハリガン以下、魔女たちは床に床しよう几ぎを並べて車座になっている。皆の前には折り畳める小さな卓が置かれ、その上に乾パンや干し肉などが載のった木皿が並んでいた。

　この場に顔を揃そろえたのは。

　木で偶くを運んでいたアイス、ユウキ、ノノエル。

　元から砦とりでに詰めていたレラ、セレナ、ケイ。

　ハリガンが連れてきたディー、クゥ、リンネとリンナ姉妹、エレオノーザ、ミモーネ。

　これにハリガンとナーガを加えて十四名だ。

　ナーガは車座になった娘むすめたちをそれとなく見渡す。

　あと何人が森の中に配した砦にいるのかはわからないが、それらを合わせても二十名かそこらで人の軍と戦っていることになる。しかも全員が若い女性だ。

　ナーガはそのことに改めて驚嘆し、感心し、共感した。

　迫り来る強大な敵に臆おくすることなく立ち向かう魔女たちの姿勢をナーガは高く評価する。自分を助けてくれたからというだけではない。魔女たちの姿勢に、生き方そのものに共感したからこそ、ナーガは魔女たちの力になりたいと思ったのだ。

　生きるための努力を惜しむ者をナーガは評価しない。敬意を払わない。

　どれほど敵が強大でも諦あきらめない、戦いを放棄しない。それが彼の主義主張であり、もっといえば生き方だ。

　人に追われ苦戦を続けながらも戦いを諦めないハリガンたちのために、彼は自分の持てる力を存分に揮ふるってやろうと決意していた。
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　話し合いを始める前に、ハリガンは隣に座るナーガに顔を向けた。

「ナーガ殿」

「なんだ、改まって」

　床しよう几ぎから腰を浮かせたハリガンは、ナーガの前に片かた膝ひざをついた。

　ハリガンの向こう隣に座るアイスのその横にいるユウキが、むっと眉まゆを寄せ不愉快そうな表情になるのがわかった。

「そなたには、いくら言葉を費やしても足りないくらいだが、せめてこうして吾われの感謝の念を伝えておきたい」

　そこで言葉を切ったハリガンは、深々と頭を下げた。

「吾わが娘たちを救ってくれてありがとう」

「俺おれは大したことをしたわけじゃねえ。実際に活躍したのはレラやユウキだし、アイスやノノエル、ケイにセレナだ。俺に礼を言う前にあいつらをこそ誉ほめるべきだろ」

　不愉快そうに眉を寄せていたユウキが、え？　という顔になった。

　顔を上げたハリガンは、目の前のナーガの顔を正面から見み据すえて言葉を継いだ。

「あの娘こらは当事者だ。自分たちのために戦うのは当然のこと。けれど、そなたは違う。外とつ世界からここに来た、いわば部外者だ。吾われらのために戦う必然性はない。そんな立場のそなたが吾らに知恵を貸してくれ、吾らの危難を救ってくれたのだから、吾が礼を言うのは当たり前だろう？」

「だからな、それは……そう、あんたらが俺おれを救ってくれたことへの礼だ。前にも言っただろ？　俺は『一いつ宿しゆく一いつ飯ぱんの恩義は必ず返す』と。これは恩を返したにすぎないんだ。もしあんたらが俺に救われたと思ったとしても、べつに礼を言う必要はねえ。当然のことだと受け取ってくれればいいんだよ」

　いきなりユウキが立ち上がった。

「そうよね。受けた恩を返すのは当然よね。でも、まだ返しきってないでしょ？　だからあんたは、これからもわたしたちのために働きなさいよ」

「おい、ユウキ、おぬしは……」

　ユウキを叱りつけようと彼女を睨にらんだハリガンだが、微妙にナーガから視線を逸そらせているものの、ユウキの視線からはいつもの嫌悪感が感じられず、ハリガンは叱責の言葉を呑のみ込こんだ。

「そ、そうすれば、わたしたちもあんたを見捨てず、ちゃんと養ってあげるわよ。あと、落ちたとき助けてくれて……あ、ありがと」

　そう言ってそっぽを向いたユウキは、顔を背けたまま、すとんと床しよう几ぎに腰を下ろした。心なしか頬ほおが上気しているように見えるのは、嫌いな男に礼を言うことになった屈辱感のせいか、それとも……。

　その理由はともかく、ハリガンは驚き、そして大いに喜んだ。大の男嫌いのユウキが、ナーガの存在を認めようとしたのだから。

（何やら今までとは違う風が吹き出したような気がするな。その風がいい方向に向かって吹いているとまでは確信できんが、少なくとも何かが変わろうとする兆きざしが感じられる。上う手まくいけば、この閉へい塞そくした状況を変えられるやもしれんな）

　ハリガンはそんな期待に、一人密ひそかに胸を躍おどらせた。

「おお、そうだな」

　ユウキに礼を言われ、ナーガが破顔する。

「たしかに俺は、あんたらに受けた恩のすべてを返しちゃいねえ。これからもあんたらにせっせと恩を返すわ。それでいいか、ユウキ？」

　ユウキは決してナーガに顔を向けようとはしないまま応えた。

「い……いいんじゃないの、それで」

（はっ。可愛かわいいところもあるじゃねえか、あいつ）

　などと思いながら、ナーガはハリガンに向き直る。

「だからハリガン、そんなふうにして俺おれに頭を下げる必要はねえんだよ」

　床に片かた膝ひざをついたままのハリガンに向かって、ナーガが手を差し伸べた。

「ほれ、立ってくれ」

　ハリガンがそっとナーガの手を取ると、彼はその手を握にぎり、ぐいと彼女の体を引っ張り上げた。

「それに、俺のこと『殿』なんて呼ぶ必要もねえ。今までどおり『ナーガ』でいいさ」

　ナーガの手を放したハリガンは笑みを浮かべて応えた。

「では、そうさせてもらうか」

　それは皮肉の笑みでも自じ嘲ちようの笑みでもない、彼女が今までナーガに見せたことのないような柔和な笑みだった。

　立ち上がったハリガンが改めて床しよう几ぎに座り直すと。

「でな、ハリガン、あんたらに恩を返したい俺としては一つ提案があるんだが、聞いちゃくれねえだろうか」

「もちろんだとも。いくらでも聞くぞ？」

「いや、その前に、地形の確認が先だな」

　ナーガは顔をユウキに向けた。

「なっ、何よ!?　まだ何か言いたいことがあるわけ!?」

「言いたいことっていうか、確認したいことだが、おまえ、上空から敵の砦とりでまでの地形を見ているんだよな？」

「そ、そうね、見てるわよ。それがどうかしたっていうの!?」

「地図を描けるか？」

「え？　ち、地図？」

「ああ、おおよその地形と距離がわかる程度の簡単な物でいいんだ」

「か……描いてみる」

　曖昧な表情でユウキが頷うなずくと、ナーガはレラに紙と筆を持ってくるよう頼んだ。

　生あい憎にくと砦には余分の紙がなかったので、レラは羊皮紙を持って来た。

　自分の記憶を総動員しつつ、ユウキは羊皮紙に筆を走らせていく。

　ほどなく、ユウキの手になる簡単な絵地図ができあがった。

「へえぇ。なかなか上う手まいじゃねえか」

「と、当然よね！」

「なるほど。あいだには山地と川と荒れ地……か。これならやれそうだな」

　頷いたナーガは、地図を指さして身を乗り出した。

「ユウキ、この敵の砦、エインの砦からここの崖下まで敵の攻撃部隊が行軍してくるのにどれくらい時間がかかりそうだ？」

「あ……えっと……」

　ユウキは必死になって、自分が飛んだ距離を把握しようとする。

「たぶん駆かけ足で一日。朝早く出れば夕刻には着くんじゃないかな。ゆっくり歩けば翌日だと思うけど」

（お？　今回はいやに素直に答えてきたな）

　ナーガが驚きの色を顔に浮かべてユウキを見ると、顔を真っ赤にした彼女が頭から水蒸気を噴ふき出さんばかりの勢いで言い返してきた。

「ななな何か言いたいことがあるわけ!?　あるなら、にやにや笑ってないで言いなさいよ、気持ち悪いわね！」

「ないない」

　と手を振っておいて、ナーガはハリガンのほうに顔を戻した。

「俺おれはこの世界の勢力図やら、あんたらの支配領域の全体像やらはまだ頭に入っていないので確認なんだが」

　そこで言葉を切ったナーガが一同を見回すと、彼の眼がん光こうの鋭さに、何人かの魔女が思わず微かすかに上体を引いた。

「ここの砦とりでを人間に奪われては不ま味ずいんだな？」

　ハリガンは重々しく頷うなずいた。















「そうだ。ここを抜かれれば、カサンドラ王国の兵が黒い森に入り込こむのを阻止できなくなる。それは吾われらが黒い森に踏ふみ留とどまれなくなるのと同義だ」

「そうか。ならばここを守るために討うって出よう」

「な……なんだと!?」

　ハリガンだけでなく、居並ぶ魔女の誰だれもが呆あつ気けに取られた顔をしてナーガのことを見つめている。

　やがて沈黙を破り、ハリガンが喘あえぐように言った。

「討って出るだと？　正気か」

「正気だとも。中を守るためには外で勝つ。当たり前のことだと思うがな」

「な……何か策があるのだな？」

　ハリガンが不審と疑念と期待の入り交じった複雑な顔を向けると、ナーガは平然と言い切った。

「もちろん策は、ある。もし俺おれに指揮を任せてくれれば、そのカサンドラ王国軍とやら、しばらくこの砦とりでに近づく気にならない程度には叩たたいてやるが、どうだ？」

「おぬしに指揮を……か？」

「そうだ」

　と応えるナーガには、なんの気負いも力みもないように見える。

　ハリガンは、ちらっとユウキに視線を走らせた。

　真っ先に反対の声を上げるはずの彼女も、あまりに意外な──言い換えれば、あまりに図ずう々ずうしいナーガの申し出に言葉を失っているようだ。

「おぬしの考えを聞かせてもらってから判断する……のでもかまわんか？」

「ああ、かまわないぞ」

「では、聞かせてくれ。おぬしの策を」






















エピローグ
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「これはこれは管区長殿、ようこそお出いでくださいました」

　カサンドラ王国の首都にある王宮では、光沢のある絹製の長衣を翻ひるがえした三十代後半かと思われる国王が、来訪者を恭うやうやしく出迎えていた。

　カサンドラ王国は首都の他に城じよう郭かく都市を三つに幾いくつかの小集落を支配していて、それなりに人口も多く、辺境地域では比較的勢力の大きな国だった。

　そのカサンドラ王国の現国王、カサンドラ三世がへりくだっている相手は、旧教会本部から送り込こまれてきた辺境管区を束ねる枢すう機き卿きよう、アイユーブという男だった。

　白い法ほう衣えに身を包んだ痩身長ちよう躯くのアイユーブは意外に若く、二十代後半に見える。その若さで管区長を任されているのだから、彼はそうとうな切れ者に違いない。

「いえいえ、お気になさいますな、カサンドラ三世様よ」

　薄い笑みを顔に貼はりつけたアイユーブ枢機卿は、国王に一礼を返す。

　彼のうしろには旧教会の守護者を任じる神聖騎士団員が十名ほど居並んでいた。

　彼らはカサンドラ三世の前でも兜かぶとを外そうとしない。彼らが素顔を見せるのは旧教会の聖職者、即すなわち神み子こに対してだけである。
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「どうぞ、おかけください」

　晩ばん餐さんの間まの大きな長卓の上座に着いたカサンドラ三世は、アイユーブに椅子を勧めた。

　アイユーブが黒い革張りの椅子に腰を下ろすのを見て、方卓を挟んだ対面にカサンドラ三世の重臣たちが腰を下ろした。

　侍女たちによって、葡ぶ萄どう酒しゆ、茶菓子、果物などが次々と運ばれてくる。

　酒杯や果物などを配り終えて侍女たちが下がると、カサンドラ三世は鷹おう揚ような態度で酒杯に手を伸ばし、赤い液体で満たされた硝子グラウス製の酒杯を眼がん前ぜんに掲げた。

「遠路遙はる々ばるご足労いただいた管区長殿に敬意を表して」

「慈愛溢あふれる父からの豊かな恵みとカサンドラ三世様に感謝を捧ささげつつ」

「「乾杯！」」

　二人が酒杯を高々と掲げると、重臣たちも唱和した。

「「「「乾杯！」」」」

　葡萄酒の芳ほう醇じゆんな薫りと味わいをひとしきり楽しむと、アイユーブは酒杯を卓上に戻し、にこやかな笑みを浮かべたままカサンドラ三世のほうを見やる。しかし、見る者が見れば彼の目は決して笑ってなどいないことに気づくだろう。

「して、カサンドラ三世様、魔女の森への侵攻作戦、如い何かほど進んでおりますかな」

　アイユーブの口調はあくまで穏やかなものであり、柔和な表情も崩れていないが、彼の目には冷徹で酷薄な光が宿っていた。

「さほど間まを置かずに。何しろ卿けいの献けん策さくのおかげで魔女どもの能力、戦い方、砦とりでの守備力、人員の配置などをかなりのところまで把握できもうした。先日に少しばかり痛い目を見たかいがあったというものです」

「さよう、一度や二度、戦闘に負けても、戦争に勝てばよいのです」

「攻撃を仕掛けては相手に対応を取らせ、相手の戦力を分析する。最初から無理攻めなどしないから、こちらの犠牲も最小限で済む。本格的な侵攻には敵戦力の分析を終えてから最良の作戦を立てる。いやはや、卿の知ち謀ぼうには驚かされるばかりですな」

　カサンドラ三世は機嫌よさそうに笑う。

「もはや我らは魔女の戦いに習熟した。魔女の数が思った以上に少ないことも把握した。このまま一気に魔女どもを蹂じゆう躙りんしてやりますぞ」

（ふむ。この王も愚ぐ昧まいではないが愚直。馬ば鹿かではないが馬鹿正直ではある。しょせん辺境の小領主に過ぎぬか。が。そんな者たちを導くのも神の子たる我らの務めよ）

　などという己の心の中を微み塵じんも感じさせぬ顔でアイユーブが訊きいた。

「して、王よ、本格侵攻の兵力は如何ほど？」

「二千を投入いたしますぞ」

　なかなか頑張ったものだな、とアイユーブは感心する。

　二千という数字は、この国にとっては最大動員兵力に近いはずだ。愚直であるだけに、やると決めたら躊ちゆう躇ちよしないということなのかもしれない。

　焚たきつけたかいはあったわけだ、とアイユーブは内心でほくそ笑むが、それを察知されるほど間抜けではない。

　彼は重々しい態度で王に向かって頭を下げてみせる。

「兵力の小出しは愚ぐ劣れつな策というもの。兵力は集中的に投入運用してこそ最大限の効果を得られるというものです。やはり王や将軍殿は軍事のなんたるかをわかっておいでだ」

「うむ。そう、そうよな。アイユーブ殿の仰おつしやるとおりだ」

「あそこに棲すまう魔女どもを駆く逐ちくすれば、あの広大な森に御お国くには橋きよう頭とう堡ほを築きずくことになります。他国に先さき駆がけて……ね」

　さりげなくそれとなく、今までと同様、アイユーブがカサンドラ三世を焚きつけると、カサンドラ三世の目に為い政せい者しやとしての欲望の光が点ともった。

「あの森ではよい木材が取れると聞く。山菜も果実も獣も豊富だと聞く。鉱物資源も眠っていると聞く。それらは魔女にとって無用の長ちよう物ぶつ、宝の持ち腐れだ。我々が有効活用してみせましょう」

　熱の籠こもった口調でカサンドラ三世がそう言うと、アイユーブは優雅に微笑ほほえんだ。

「魔女の討とう滅めつと人の繁栄。それこそ、我らが父の望むことでございます」




　ここで言う「父」とは彼らが信仰する唯一絶対神のことである。

　そして彼ら聖職者は、神に仕える者であると同時に神の子でもある。

　そのため聖職者たちは神み子こと呼ばれていた。




「で、森への侵攻作戦、具体的にはいつ始められるのですかな？」

　カサンドラ三世は、傍かたわらに座る軍服姿の男を見やった。

「将軍よ、作戦の開始時期は確定したか？」

　跳はねるように椅子から起立し、額ひたいが卓に触れそうなほど深々と低頭した将軍は、やがて顔を上げ、断固たる口調で王とアイユーブに告げた。

「作戦の開始は十日後と決定いたしました。十日後の払ふつ暁ぎように我が二千はエインの砦とりでを進発、大断崖上にある魔女の砦を攻略して魔女どもを森の中に追いやり、森への橋きよう頭とう堡ほとすべく、奪った砦を改修補強いたします」

　カサンドラ三世とアイユーブは満足そうに頷うなずいた。

　カサンドラ王国軍の進発が十日後であれば、ナーガやハリガンたちには最低でも十日の準備期間があることになる。しかし、攻め寄せる軍勢二千に対し、ハリガン一党は二十かそこらしかいない。ふつうなら戦う気すら起きない戦力差だ。

　ナーガはハリガンにどんな策を授けるつもりなのか。




　二十対二千の戦いが始まろうとしていた。





あとがき
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　本作は、異世界に落ちてしまった主人公が、そこで出会った魔女っ娘こたちと共に戦乱の世界を力の限り戦い抜いてく……という物語です。

　そして一巻の主題は「この主人公は何者だ!?」です。

　もう気づかれた読者さんもいるでしょうし、まだわからないよという読者さんもいるでしょう。いずれにせよ、主人公の正体は次巻で明かされるはずですので、その目でご確認ください。

　今回は本編に触れるとすべてネタバレになってしまいそうなので、詳細は次巻に取っておいて、一巻目ですので、まずは各方面への謝しや辞じをば。




　初めてのレーベルで仕事をするときは、手探り状態というか試行錯誤というか行きつ戻りつというか右往左往というか、どうしてもそんな感じになるのですが、今回も例外ではありませんでした。なんとか迷わず目的地（＝シリーズ一巻の発売）へと辿たどり着けたのは拾い上げてくれた担当氏のおかげだと感謝しています。ありがとうございます。

　イラストレーターのよう太た様。なんというエロ可か愛わカッコいい魔女っ娘たちを描いてくださったのでしょう。大満足という言葉しか出てきません。ありがとうございます。

　そして読者の皆様。お買い上げ、ありがとうございます。この作品をどこまで続けられるかは読者様の応援次第です。どうかよろしくお願いします。

　それにアレですよ、シリーズが長くなれば魔女っ娘の衣装の布ぬの地じ面積が少しずつ小さくなっていきますよ（笑）。きっと。おそらく。っていうか、なれ。




　さて、最後に恒例の〝今後の予定〟です。

「落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国」二巻目は、上う手まくすれば冬になる前に出せるかも。遅れても冬には。たぶん。その前、八月に「ガブリエラ戦記」（ファミ通文庫）の五巻が出ます。こちらは、もう原稿が上がっているので大丈夫。それ以外にも「競泳戦隊ミズギーズ」（ガガガ文庫）の三巻が十月に？　出る？　かも？　では次は八月に「ガブリエラ戦記Ⅴ」でお会いしましょう。








　　　　二〇一二年六月吉日　舞阪＠札幌の六月はとても爽やか　洸











　著者

　舞阪洸（まいさか・こう）

　　札幌に移住して１年半。だいぶ慣れた。冬の寒さにも降雪にも。札幌にはラノベ作家さんがたくさんいて心強い。

　　とくにＭＦ文庫Ｊの作家さんが。




　　浜松出身→上京→大学卒業→弱小出版社勤務→ゲーム業界に転進→たまたまデビュー→その後、独立→現在に至る。札幌在住。







　　好き＝サッカーの試合を見る。

　　　　　美味しいモノを食べる。

　　　　　カラオケで歌う。




　　嫌い＝納豆。

　　　　　待つこと、並ぶこと。

　　　　　猛暑。







　イラストレーター

　よう太（ようた）

　　最近安住の地千葉から眠らない街

　　ＴＨＥ・ＴＯＫＹＯに越してきたお絵描きさん。

　　イラストやライトノベルの挿絵・

　　ゲームの原画等を主に手がける。

　　今作への意気込みから体重は

　　日々増加傾向だという（？）

















　　カバー・口絵・本文イラスト／よう太

　　装丁／團夢見











落ちてきた龍王ナーガと滅びゆく魔女の国








舞阪洸
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